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				 序章　始まりは草原のなかで

				

				　──魔族。

				　人間や神族の精(マ)気(ナ)を糧に瘴(しょう)気(き)を生み出しながら生きる忌むべき種族であり、高い身体能力と魔力を持つがために、選ばれた人間や神族でなければ対抗できないとされている。

				　普段は、大気中に瘴気が満ちた魔王の支配する国『ゼワイト』から出てこない魔族たち。だが、毎年ある時期となると人界へと襲撃を仕掛けてくる。

				　彼らは人々を捕らえ、魂まで陵辱し尽し、精(マ)気(ナ)を奪われることだけを望む奴隷へと堕落させていく。そして、最後には魔族領に連れ去ってしまう存在として恐れられていた。

				　だが、それには理由がある。

				『弱き者に生きる価値はない』

				　それが魔族の長である魔王の方針。人間たちの支配する土地で奴隷を手に入れ、生き残る『成人の試練』を乗り越えられる力を持つ者のみが子孫を残すことを許されている。

				　見方を変えれば、俺みたいな力の弱い落ちこぼれの魔族をさっさと始末するのが試練の目的というわけだ。　

				

				　人間たちも神族と協力して魔族の襲撃に備えている。相応の実力がなければ生き残ることは非常に困難だろう。だが、知恵と工夫があれば実力不足の俺でもどうにかできると考えていた。

				　周囲に人の気配が全くない草原のど真ん中に放り出された、という現実に直面するまでは。

				

				「チクショォォォォォ!!　人生詰んだぁぁぁぁぁ!!」

				　夜目が効く俺たち魔族にとっては過ごしやすい時間帯。

				　満月の浮かぶ夜の空に、俺の叫び声は虚しく吸い込まれていく。

				　ここに到着したのはまだ夜が明ける前だったか。

				　近くに村がないことを確認してから一日中歩き続けてみたが、人間どころか肉食の獣すら見かけなかった。草原が広がるこの場所は、人界の中心地『サンライティア』か平野の広がる『ツースカ』地方だと思うのだが……。

				　俺たち魔族が生きるためには瘴(しょう)気(き)が必要だ。

				『ゼワイト』と異なり、人間や神族の支配地域では大気中にほとんど瘴気が存在しない。

				　そのため、俺達のような魔族が生きながらえるためには、人間や神族から精(マ)気(ナ)や神(しん)気(き)を吸収して瘴(しょう)気(き)を精製する必要がある。

				　その人間のいない地域に放り出されてしまったわけだ。これではどうしようもない。

				　魔力容量が少ない魔族は生き残れないように、わざと人間の生活地域から遠い場所に転移させたのではないのだろうか、とすら考えてしまう。

				　疲労から大の字に寝転ぶ。

				　視界には、腹立たしいほどに美しい夜空が広がっていた。自分の死が一歩ずつ近づいているこの状況じゃなければ素直に感動できたのだろうが……。

				

				「せめて村が見つかればなぁ。玉砕覚悟で挑むこともできたっていうのに……」

				　無駄だとわかっていても、誰かに気付いて欲しくてあえて独り言を声に出す。

				　体内に備蓄していた瘴気は次の夜明け前まで持たないだろう。

				　それまでにアテもなく彷徨って、街を見つけられる可能性は低い。

				　仮に運良く街を見つけられたところで、残りの瘴気でできることなんてたかが知れている。精気を奪う前に見つかって退治される可能性のほうが高い。

				　──それでもまだ、俺は生きることを諦めたくはない。

				　数少ない瘴気のたまり場を見つけられる可能性だって、ゼロじゃないんだ。そう思うとやる気が湧いてくる。

				　意を決して悪あがきを続けようと身体を起こそうとしたところで……、空に一条の光が走った。

				「流れ星か!?　願い事……！『誰か、来てくれ』!!」

				　流れ星が消える前に、三回願い事を言うことができれば叶うという。それに一縷の望みをかけた。

				　祈るように目を閉じて願い事を口にする。このまま理不尽に命を終えるよりは、誰かに見つかったほうがマシだ。それで戦うことになるのだとしても。

				　……どうやら願いは通じたらしい。

				「ホントに、効果あるんだな」

				　こちらに近づいてくる神気の気配を感じる。

				　どうやら俺を見つけた神族が討伐しに来てくれたようだ。

				　男であれ女であれ、どうにか精気を奪えれば生き延びることができる。

				　奴隷にできたのであれば、『成人の試練』を乗り越えるチャンスだ。そう、気合を入れて目を開く。

				

				　……ちょうど俺に向って流星のように輝く『神力』の塊が落ちてくるところだった。

				　ぐんぐん距離は縮まっている。

				　このままだと直撃だ。死ぬ。

				「ええぇぇぇぇ!?」

				　俺は慌てて逃げ出した。直後、ずどんっと地面に何かが叩きつけられた。

				　その衝撃で前方に吹き飛ばされ、みっともなく顔面からダイブしてしまったが命はある。

				　間一髪だった。

				　相手の『神力』が弱かったことで距離を読み違えてしまったらしい。

				「いてて……、あ、あっぶねぇ、いきなり死んじまうところだった。この気配……、神族で間違いないよな？」

				　緊張にごくり、と息を飲む。まずは相手の様子を確認する。

				　そのために、俺は魔族として使える三つの能力のうちの一つである『分身』を使って分体を幾つか作り出し、落下した現場へと向かわせた。

				　瘴気の残りは少ないが、出し惜しみはしていられない。

				　この場を切り抜けなければどのみち死ぬんだ。　

				　それにしても、哨戒していた神族にしてはやけに気配が弱々しい。先程の攻撃も殺意は感じられなかった。

				「……う、くっ」

				「堕(だ)竜(りゅう)の、女……？　逃亡奴隷か？」

				　落下地点にいたのは、側頭部から後ろへと伸びる黒い角を持つ竜族の少女だった。

				　見た目の年齢は人間で言えば一五、六歳ほど。身長は一五〇センチには満たないだろう。ゆるくウェーブのかかった銀色の髪と金色の瞳、そして黒い鱗に覆われた赤い皮膜の翼が目を引く。

				　そして竜族の特徴であり、本来なら青く清らかな光を放つ額の神核(しんかく)は禍々しい赤色に染まっている。誇り高き竜族だったであろう彼女が魔族に屈し、奴隷種族である堕竜に堕ちた証だ。

				　スレンダーな身体に纏っているものは、辛うじて胸と股間を覆うだけの黒いレオタードという扇情的な姿。鎖の付いた金属製の首輪が嵌められていることから、どこかで飼われていたのだろう。

				　奴隷にされていた堕竜が、命からがら人界に逃げて来たというところか。

				　何処かで見たような容姿をしているが、魔術で容姿を弄られて有名人そっくりにされた奴隷など珍しくもない。

				　堕ちた竜族は基本的に魔族に逆らえないはずだ。素直に精気を分けてくれるなら見逃してもいい。別の獲物を探しに行けるようになるからな。交渉して見るか。

				「……ま、魔族!?　どうしてこんなところに……」

				「こっちにもいろいろと事情があってな……。お前、堕ちてるだろ？　逃げてきたんだろうし、精気を分けてくれるならこのまま見逃してやっても……がっ!?」

				　分身体の姿を見た少女が、驚きに目を見開いた直後。淡い光を放つ少女の細い腕が、無防備に近づいた分身体の胸を貫いていた。　

				　どうやら彼女は普通の堕竜と違うらしい。『神力』で身体能力を強化したのだろうが、動きが全く見えなかった。

				　的確に急所を貫いてきた動きから、戦い慣れていると推測ができる。

				　油断して本体で近づいたら、間違いなく殺されていたな。

				「……貴方に恨みはありませんが……、私を見たものは生かしておけません。運がありませんでしたね……」

				　しかも、交渉の余地はゼロ。こうなったら強引に取り押さえるしかない。

				　幸い、分身体は致命傷を受けているがまだ生きている。

				　口から血を流しながらにぃっと笑みを浮かべた分身体は、自身を貫いた腕をしっかりと掴んだ。


                			

	








			
				　分身体は、死んでしまえば瘴気に還り消えてしまうが……少しの間動きを止めるくらいなら、まだ保(も)つ！

				「ぐっ……。せっかく、どちらにも利益のある穏便な取引で済ませようとしたのにな。けほっ、そういうことなら仕方がない。こっちも実力行使といこうか」

				「しまっ……分身っ!?　は、離してくださいっ！　離してっ！」

				　自分の置かれた状況に気付いた少女は、慌てて腕を引き抜こうともがく。だが、彼女の膂力(りょりょく)では分身体から逃げられないようだ。

				　チャンスだ！

				　賭けになるが……身体を維持できる限界ぎりぎりまで瘴気の残量を減らして、分身体を生成する。

				　その中でも瘴気を多めに保持する分身体は、囮として後方に待機させておく。

				　そして、俺は複数の分身体と一斉に飛び出して少女へと襲いかかった。

				「くっ……!?　本体は……そこですかっ！」

				　少女は逃げられないと悟ると、冷静に周囲を見渡していく。そして……まだ自由になる手から光弾が放たれた。その直後、後方で待機していた分身体が彼女の一撃で消し飛ばされた。

				　これが俺に向けられていたらと思うとゾッとする。

				　思惑どおり、最も瘴気を蓄えながら隠れていた分身体を本体だと思ってくれたのだろう。

				　やはり彼女は、戦い慣れている。分身をいくら倒しても消耗するだけだと知っているのだ。

				　これで、経験が浅い者が相手なら自分に接近する分身体の迎撃を優先され、俺はここまでだっただろうな。

				　何度も通用する手ではないし、彼女もすぐに倒したのは分身だったと気づくだろう。

				　だが、距離を詰める時間を稼ぐには十分だった。

				　少女の姿はもう目の前。驚愕の表情を浮かべた彼女の両手首を捕まえる。そのままの勢いで、体重を乗せ、地面に押し倒した。

				　同時に胸を抉(えぐ)られていた分身は限界を迎え、崩れてチリとなっていく。

				「そんっ……、か……はっ……」

				「残念、だったなっ！」

				　受け身も取れずに背中から倒れため、少女は一瞬呼吸ができなくなってしまったらしい。虚ろな目をしている。だが、ここで躊躇すれば先ほどの分身のように消し飛ばされるのは俺だ。

				　美しい堕竜の少女の頭を抑え、柔らかそうな桜色の唇へ貪るように吸い付いた。

				　すぐに我に返ったらしい少女が力いっぱいに暴れだす。魔族に精(マ)気(ナ)を吸い付くされた神族は奴隷となり、その魔族には二度と逆らえなくなってしまうからだ。

				　俺は分身を使って少女の抵抗を押さえ込み、彼女の精(マ)気(ナ)を『吸精』していく。

				　今まで味わったことのない、極上の味だった。

				　気を良くした俺は、彼女を奴隷にするための行動を開始する。

				　時間は十分にある。すぐに助けなど来るわけがない。

				　彼女が現れたこと自体が奇跡のような場所からだ。

				　ウキウキする俺には、これが厄介事の始まりなのだと想像すらしていなかったのだった。

                			

	
			
				 堕竜娘の調教はキスから

				

				「んむっ!?」

				　最初に理解できたのは背中の痛み。そして、目の前の黒髪の男に組み敷かれ唇を奪われているという事実でした。体内の何かを吸い上げられ、入れ替わりに何か送り込まれている感覚。

				　心地良さに身体が熱くなり……汗が滲み出てきてしまいます。

				　このまま、身を任せてしまいたい……。

				（あ……？　あっ！　こ、これ……吸精っ!?　やっ、いやですっ！）

				　我に返ったわたしは、両手を魔族の男にしっかりと押さえつけられ、股の間には彼の膝が置かれていました。そして、重ねられた唇から精(マ)気(ナ)を奪われ、瘴気を送り込まれていたのです。

				　このまま、精(マ)気(ナ)を奪い尽くされたら奴隷に堕ちてしまう。その事実に慌てたわたしは、どうにか逃れようともがきます。

				　ですが、わたしの膂力では両手はもう動かせません。体内の精(マ)気(ナ)をかき乱されてしまい、『神力』を使った抵抗すらできなくなっていました。

				　少しでも逃れようとまだ自由になる足を、翼を、尻尾をバタバタと力いっぱい動かして暴れますが……効果はありません。

				　頭を左右に振ってどうにか逃れようとしても、彼の唇は執拗に吸い付いてくるのです。

				「んぅっ!!　んんぅぅっ!!」

				　魔族の生み出す瘴気に汚染されたわたしの身体は、だんだんと発情させられてしまいます。体温が上昇して敏感になっていくのがわかってしまう。自分の意志ではどうにもなりません。

				　自分の身体が変えられていく恐怖に、思わず目をぎゅっと閉じてしまう。

				　せめてもの抵抗にきゅっと唇を結んでも、彼の舌はわたしの唇をこじ開けて侵入してきてしまう。

				　噛まれることを警戒してなのか、口の奥まで彼の舌は入ってきません。じっくりとわたしの歯茎の形を確かめるように舐めていくのです。　

				「んんんんっ！　んぅぅっ!!」

				（舌、が……、なんで、こんな、丁寧なのですかっ!?　魔族って、みんな粗暴なんじゃ……い、いやっ、こんなの嫌ですっ！）

				　丁寧に歯茎を舐るその行為が、少しずつですが心地良く感じられていく……。

				　呼吸がままならないこともあり、頭がぼーっとしきて、身体から力が抜けてしまいます。

				　このまま身を任せてはいけない、と思うのに……。身体は言うことを聞いてくれません。

				（……ここまで、来たのにっ）

				　あと少し、あともう少し進めば、神族の仲間たちのところへと辿り着けたのです。

				　あえて堕竜と堕ち、魔族と共に歩く道を選んだと見せかけて内部事情を探っていたわたし。

				　途中、ヘマをして結界に閉じこめられていたところをようやく抜け出せたのに……こんなことになるなんて。

				　魔力の質から推測する限り、彼はかなり低位の魔族。下から数えたほうが早いでしょう。

				　対して、わたしは神族の中でも特に力の強い竜でした。

				　はるか格下の相手に捕まり、好き勝手されて抵抗ができない現状に悔しくて涙が溢れてしまいます。

				「く……ふ、ぅっ……。ふぅっ……んっ！」

				（消耗さえしていなければこの程度の魔族なんて！　いつもなら片手であしらえるような相手なのに……。どうして、わたしはいつも肝心なところで……。あぁ!?　や、ぁっ……！　そんなに……、そんなに優しくしないでくださいっ！）

				　彼の舌は焦らず、じっくりとわたしを内側から溶かしていくようでした。

				　いつしか、わたしはすっかり身体の力を抜き、彼にされるがままになっていたのです。

				　抵抗が弱まったことを感じたのか、彼の舌が歯という防波堤を超えて侵入してきました。

				　ですが、霞がかかったような思考ではとっさに彼の舌を噛むことはできず、わたしは舌を絡め取られてしまったのです。

				「……っ！　～～っ!!」

				　にゅるりと絡みつく舌の刺激に、思わず手を握りしめてしまいました。

				　頭が痺れるような快感を覚えてしまったのです。

				（い、いまのは……っ。い、いやっ、舌が絡みついてきて……、こ、来ないでくださいっ）

				　慌てて逃げようとしますが、いくら逃げても蛇のように絡みつき、締めあげてくる彼の舌。

				　舐られ吸い上げられてしまうたびに、痺れるような快楽は強くなっていきます。身体がびくっと勝手に震え、背中が仰け反ってしまう。

				　心臓の鼓動はどんどん早くなり、身体が熱くてたまりません。

				　もう、精(マ)気(ナ)を奪い取られるこの感覚が嫌ではありません。むしろ、もっと吸って……もっと気持ちよくしてほしいとすら心の何処かで思い始めていました。

				　そのことに気付いたわたしは……一層怖くなりました。

				（か、噛めば……この舌を噛めば、この状況を逃れることが……できるはず……）

				　そう考えて口を大きく開いた直後、より深く舌が絡みつき吸い上げられてしまいました。

				　その直後、浮遊感と共にすべての感覚が白に染め上げられてしまいました。身体が勝手にびくびくっと震え、手をぎゅぅっと握り、背中を仰け反らせてしまう。

				　今まで感じた経験のない感覚に、わたしは抗うすべを持たず、翻弄されるがまま。

				　ただ、気持ちいい、と考えていました。

				「んっ!?　～～～～～～っ!!」

				　肺の中の空気が絞り出されてしまったらしく、呼吸が苦しい。

				　彼はそれを察してくれたのか、ようやく唇を解放してくれました。

				　舌が離れる感触に少しだけ寂しさを感じながら、空気を取り込んでいきます。

				「はっ、はっ……ぁっ……、はぁ……。んっ……。ひぁっ!?」

				　ようやく解放されたかと考えることができたのは束の間のこと。

				　気がつけば、彼はわたしの首輪をずらし露出した首筋へと舌を這わせていました。

				　彼の優しい口淫にすっかり発情させられていたわたしは、それだけで声を我慢することができなくて……。

				「や、やめっ……は、ぁっ……やっ……はぅ、んんっ！」

				「やめて、って言う割には可愛い声で喘いでいるように聞こえるけどな？」

				「～～～～っ!!」

				　彼の指摘する言葉は事実で、その恥ずかしさに顔から火が出そうなほどに熱くなっているのがわかります。

				　首筋の次は耳を優しく噛まれてしまい、再びわたしの喉から甘い音が溢れだしてしまう。もう、どこを触れられても気持ちよくなってしまうほど、身体の神経が敏感になってしまっている気がします。

				　わたしの銀髪に触れる彼の手が、心地よく感じられてしまうのも、きっとそのせい。

				「せっかく見逃してやろうと思ったのに……。問答無用で攻撃してきたお前が悪いんだからな」

				　耳元に囁かれる咎めるような言葉。びくっとわたしは震えてしまう。

				　恐る恐る目を開けると、わたしを組み敷く魔族の男の顔がありました。

				　黒髪に黒い瞳。幼い印象はあるものの顔立ちはそこまで悪く無いように思えます。わたしは魅入られてしまったように、その黒い瞳から視線を外すことができなくなってしまいました。

				「は……ぁ。はぁ……、んっ……そのことに……弁解の余地はありませんね。けれど……わたしを奴隷にすると、きっと後悔しますよ？　厄介事を、抱えて……いますから」

				　……わたしの体内に残された精気はごくわずか。

				　既に彼をこの世から消滅させることも、自力で逃げることも不可能です。クモ糸に絡め取られた蝶のようなものでしょう。

				　だから……賭けにでることにしました。

				　厄災の火種を手元に置いておくことのできる人物なのか、どうか。

				「……別に構わないな。今、お前みたいな美人を逃がしたほうがもっと後悔する」

				「……っ！」

				　不覚にもその言葉にどきんっと鼓動が高まってしまいます。心の何処かで、彼の度量の広さを期待していたのかもしれません。

				　実際に彼に厄災が降りかかった時、どうなるか……までは、今のわたしにはわからないけれど。

				「それに、此処で逃がしてどこかで再会した時に殺されちゃたまらないからな。結構強いんだろ？　なら……俺がこの先生きていくためにはお前がいてくれたほうがいい。俺は……弱いからな」

				「それは……ん……ん、ちゅ……」

				　彼に唇を塞がれたことでこれ以上、なにも言うことができなくなってしまいました。

				　再び目を閉じて甘く痺れるような感覚に身を任せながら、思います。

				（わたしが、魔族を滅ぼすために、自ら堕ちて魔王の座についていたと知ったら、彼はどうするんでしょうね）

				　魔族の中で唯一、自力で大気中の精(マ)気(ナ)を取り込み瘴気に変えることができる存在、魔王。

				　魔王がいなくなれば魔族は大幅に弱体化できると考えたわたし達神族はなんども戦いを挑み、多くの犠牲の果てに打倒してきました。

				　けれど、しばらくすると別の魔族が魔王となり……魔族の活動は再び活発化してしまいます。

				　なんど滅ぼしても継承される『魔王』。

				　その秘密を探るためにわたしは『魔王』となったのです。

				　しかし、秘密を探り当てることに成功はしたものの、それを破壊しようとして失敗。

				『魔王』の資格を失い、力の大半を奪われて結界の中に閉じこめられていました。

				　どうにか隙を見て逃げ出したのに、あと一歩のところで彼に捕らわれてしまったのは……罰、でしょうか。

				　魔族にとっても神族にとっても最大の裏切り者であるわたしを奴隷にしたとなれば、いろいろと面倒事が彼のもとにやってくるに違いありません。

				　でも、そんなことを知る由もない彼は遠慮すること無く、わたしを求めて舌を絡ませてきます。

				　不意に彼の指がわたしの乳房を服の上から撫でる感触がしました。

				　外側から中心に向けて柔らかく滑る指。快楽の予感にとくとくとわたしの心臓が早鐘を打っています。焦らされるように近づいては離れる指の動きに、たまらず身体をくねらせてしまいました。

				　自分でも先端が硬くなるのがわかってしまう。

				　我慢できず、とうとう自分から求めるように自分から舌を絡めてしまいました。

				　次の瞬間、身体の芯に走った強烈な快感に悲鳴を上げ、身体を仰け反らせました。彼の指がわたしの胸の先端をきゅぅっと摘み上げたのです。

				　求めていた刺激を与えられたわたしの心には悦びが湧き上がっていました。

				「んっ！　ふぁっ、ぁぁっ！　んぁっ！　んんっ!!」

				　自然と手足がつっぱり、腰が勝手に浮き上がってしまう。

				　おもらしをしてしまった時のように下腹部が湿っていく感触。胸だけでもあれだけの快感を得られてしまったのです。今、この場所を触られたらどうなってしまうのだろうという、期待と不安が心の中に渦巻いてしまいます。

				「敏感なんだなお前。調教のしがいがありそうだ。そういえば、名前を聞いてなかったな。俺はリューシュだ」

				「はぁ……はぁ……、いまさら……名前を聞くのですか……？　わたしは……ルシア、です。もう、逃げる力なんて残っていませんから……一思いに……トドメを刺しては如何ですか？」

				　わたしに残された精気はあとわずか。

				　これを吸い尽くされてしまえば、もう彼の奴隷となり、何があっても逃げることはできなくなります。それなのに、彼は最後の一欠片を残したまま。

				　多少回復できたとしても、彼の力を上回る前にまた吸い上げられてしまうに決まっているのに……。

				「なるほど、ルシア、ね。そっか、どこかで見たことがあると思ったら魔王様が縮んだらこんな感じか。あの魔王様は爆乳だったしな」

				「……っ、なっ!?」

				　思わず、わたしは目を見開いて驚いてしまいました。

				　わたしはずっと結界に閉じこめられていたのですから。

				　その間、代わりの魔王がいたということなのでしょうが……、豊満な胸なんて……。

				　……そういえば、魔王なるまでの間、正体を隠す意味もあって変身していましたが見栄を張ってしまったんでした。

				　主に胸とか、身長とか。

				「このまま奴隷にしてやろうかと思ったけど気が変わった。ルシア、お前が自分から奴隷に堕ちたい、というまでは奴隷にはしてやらない。魔王様が自分から奴隷になることをねだる、なんて状況、そうそう作れるないしな」

				「な、なに、馬鹿なことを言っているのですか。そんなこと、わたしから言えるわけないじゃないですか！　わたしの力が回復すれば貴方なんて一撃で……あぁっ！」

				　わたしが抗議しようとした矢先、乳首を摘み上げられてしまいました。甘い痺れに、わたしの声は途切れてしまいます。

				「なおさらルシアの口から奴隷にしてください、と言わせたくなったぞ。身も心も屈服させてやるよ。ルシアにとっても悪い話じゃないだろ？　偶然誰かが助けてくるかもしれないし、な？」

				「……所詮、その程度ってこと……ですか」

				　なんとなく、彼もリスクを恐れたのだ、と思ってしまいました。

				　奴隷にせずに飼い殺しにすれば、いざ、厄介事が訪れた時にわたしを切り捨てて逃げることができてしまうから。

				　だから、わたしから奴隷にしてほしい、なんて言い出すはずのないことを条件にした。

				　そう、考えてしまうと途端に胸の奥が締め付けられるように苦しくなります。

				「何を言って……、ああ、勘違いするなよ？　別に厄介事がやってくることを嫌がってるわけじゃないからな。……って言っても今は信じられないよな」

				「……当然です。わたしが貴方に自分から屈服するなんて、ありえませんから」

				　わたしが勝手に期待して勝手に失望しただけなのはわかっているつもりです。

				　彼にとってはいい迷惑でしょう。

				　それでも、溢れてくる涙を止めることができないのです。

				　こんなわたしを見せるなんて嫌で、ふいっと目線をそらしました。

				「なら、俺がどれだけ本気かって見せてやらないとな？　絶対に奴隷にしてほしいと言わせてやるよ」

				「やれるものなら……ひっ!?」

				　やれるものなら、やってみせてください。

				　そう言おうとした言葉は最後まで続きませんでした。

				　彼の……リューシュの身体が変化していたのですから。

				　……無数の触手が、飛び出して来たのです。

				　魔族であれば誰もが使える変身能力の応用なのでしょう。

				　わたしの腕を押さえ込んでいたリューシュの分身もまた、肌色の肉触手に変化していました。

				「覚悟しろよ、ルシア」

				「や、やめっ……んぐっ!?」

				　その形状の嫌悪感に思わず逃げたくなりましたが、ヌメヌメとした粘液に覆われた彼の触手に絡め取られ、わたしは身体の自由を奪われてしまいます。

				　服こそ脱がされませんでしたが、両手を頭の上に移動させられ、足を左右に大きく開かされてしまうという屈辱的な姿で……。

				　翼にも、尻尾にも触手は絡みついて、こちらも自由には動かせません。

				　さらに、口の中も肉触手で蹂躙されてしまう。じゅぼじゅぼと下品な音を立てて好き勝手に出入りされてしまうのです。

				　強烈な雄の匂いにくらくらします。

				　身体の奥が……お腹の奥が……疼いて、熱い。

				「んぶっ、んんぅっ……、んじゅっ、はっ、んぐっ……」

				（口の中、いっぱいに、されて、しまって……。いやっ……服の中にまで触手が……。い、やぁ……、こんなのは、いやっ、いやですっ）

				　こんな屈辱到底受け入れられないはずなのに、わたしの身体はいうことをきいてくれません。足を閉じることすらできないのです。

				　……悔しいけれど、服の中に入り込んだ彼の触手にわたしのおへそや脇腹、脇の下を優しく撫でられてしまうと……気持ちいい。身体から力が抜けていくのです。

				　フトモモを撫でられぞくぞくっとする感触も気持よく感じてしまうようになってしまいました。

				　頭がぼーっとして、わたしの何かが確実にとけて消えてしまっている気がするのに……。

				「んぁっ……、んふっ、ふぅっ……ん、じゅ……、んんっ……!!」

				（なんでっ、なんで、わたしのカラダは抵抗できないのですか……。相手は力の弱い魔族なのに……。き、気持よくなんて、しないでくださいっ）

				　これ以上彼に好き勝手されたくなくて、どうにか舌で肉触手を押し返そうとはするのです。でもそれ以上の力で侵入されて、喉の奥まで入り込まれてしまう。

				　唾液を飲み込むことも困難で、こぼれ落ちる唾液に口元はべたべたになっていました。

				　生臭い味と匂いのする肉触手に陵辱されつづけるなんて、悪夢そのもののはずなのです。でも、肉触手を舌で押し返かえそうとすればするほど、身体の奥が疼いて敏感になっていくのがわかってしまいます。

				（これでは……わたしが肉触手を喜んで舐めているみたい、です……。こんなこと、望んで、ない。望んでなんて、いないのですから……）

				　そう思っても、肉触手に舌を這わせることはやめられません。

				　そんなわたしの表情の変化をじっと見つめていたリューシュはそっと耳元に顔を寄せてきます。

				　彼の吐息が耳にかかり、身体をびくんっと震わせてしまいました。

				「ルシア、気持ちよさそうだな。顔を見ればわかるぞ、アレだけ強気に睨んでいた目がとろんってしているからな。そんなに口の中を犯されるのが気に入ったのか？　鏡があれば見せてやりたいくらいだ」

				　耳元で囁かれる声にぞくぞくっとしました。

				　耳たぶを軽く噛まれ……頭の奥が痺れてしまう。触手で口を塞がれていなければ甘い声を漏らしてしまっていたでしょう。そのまま、耳を舐められてしまうと頭まで蕩けてしまいそうです。

				　耳から送り込まれる快感に悶えていると、彼の指にフトモモまで撫でられてしまいます。やさしく這い回る……彼の指。身体の奥が熱くて……股間に触れてほしい衝動が強くなってしまう。

				　無意識にふるふると震える足をより大きく開いていました。

				「んぅっ!?」　

				　そして……だんだんと気が付いてしまう。

				　今、わたしの身体を這い回っている触手は、リューシュに乳首をイジメられてしまった時ほど気持ち良くはしてくれない、と。あの強烈な快感には遠く及ばないのだ、と。

				　もどかしさに、つい、リューシュの顔を見てしまう。

				　彼の視線は……わたしの股間へと向けられていました。

				「本当に感じやすいんだな。ちょっと撫でただけで股間のシミが大きくなってるぞ。此処を撫でてほしいのか？」

				「……!!」

				　こんな男にわたしの恥部を見られている。

				　その事実にわたしは思い切り顔を左右に振り、やめてほしいと訴えます。

				　恥ずかしくて悔しいだけのはずなのに、わたしの身体はさらに熱を帯びてしまうようでした。

				「なら、此処を触るのは後回しにしてやるか。次は……ここの感度はどうなんだ？」

				　彼の言葉に、一瞬、わたしの胸の奥が切なくなってしまった気がしました。

				　理性がそれを深く考える前に、黒い鱗に覆われたわたしの尻尾を撫でられてしまう。

				　尻尾の付け根を撫でられてしまった次の瞬間に襲いかかってきたのは、背中を伝って頭を駆け巡る強烈な快感、でした。

				「んぅっ!?　んふぅぅぅっ!!　んぅぅぅぅっ!?」

				　自分の意思とは無関係に背中が反り返り、ひくんっ、ひくんっと身体は痙攣してしまって……、何も考えられない、真っ白な世界に放り出されてしまう。

				　おもらしをしてしまうような感覚も今はどうでもよくなって……、無意識にわたしの口内を犯し続ける肉触手を舌で舐め、吸い上げていました。

				　喉奥まで入り込まれても、真っ白になってしまった今のわたしには、それだけで再びはじけ飛んでしまいそうなほどに気持ちよくなってしまって……。

				　口の中にあふれている肉触手の分泌する粘液の味も、匂いも……今は、心地よく感じてしまう。

				（い、いまのは……なんなのですか……）

				　彼はわたしの理性が戻ってくるのを待っていたようでした。

				　肉触手の動きはいつのまにか止まって……わたしの口を塞いでいるだけでした。

				　引き抜かれなかったのはわたしが舌を噛まないようにするためでしょう。

				　初めて味わってしまった強烈な快楽に戸惑い、リューシュの顔を見つめてしまいます。

				「へぇ、此処は随分と敏感な性感帯なんだな。派手にイッたな、ルシア。潮まで吹いて……かわいいぞ。俺の奴隷になれば今みたいな快感をずっと得られるんだ。少しは俺の奴隷になりたくなったか？」

				「んんっ！」

				　かわいい、と言われて身体の芯が熱くなってしまった気がしますが、わたしはリューシュの言葉に首を横に振ります。

				　あのイクという感覚に溺れてしまったと思っているなら心外です。

				　身体は送り込まれる快楽に逆らえませんが、今はまだ自分から求めてしまうほどではないのですから。

				「そうこなくっちゃな。まだまだ、音を上げるなよ？」

				「……」

				　とても楽しそうなリューシュの言葉に嫌な予感を覚え……、ぞくっと震えてしまいます。

				　……期待、なんてしているはずはないのに……、ごくん、って唾を飲み込んでしまう……。

				　ドキドキとうるさい音が耳に響いています。

				　だんだんと……、わたしは、自分のことがわからなくなってきました。

				「さて、今度はこっちだ……、ルシア、お前の身体は隅々まで確認してやるよ」

				　彼の手がわたしの肌を覆うレオタード状の服をずらし、乳房を露出させてしまいます。

				　こんな状況なのに……あるいはこんな状況だからか、自分でも乳首が勃起してしまっているのがわかってしまいます。

				　……恥ずかしい。

				「綺麗なおっぱいだな、乳首も桜色でかわいいぞ。この肌触り……俺の手に吸い付いてくるみたいじゃないか」

				「ん……ぅ……」

				　ゆっくりと乳房を撫でていく彼の手。

				　こんなことで褒められても嬉しくなんてないはずなのに……、心臓の鼓動はそんな思いを裏切って高鳴っていました。

				「なんだ、褒められて興奮したか？　乳首がますます膨らんでるな、とても美味しそうじゃないか」

				「んんっ！　んんっ!!」

				　そんなことはない、と首を横に振ったのも束の間、乳首を舐めあげられて身体がびくんっと震えてしまう。

				　先ほど、尻尾を撫でられてしまった時のような強烈な快楽とは違います。

				　でも、もう一度味わってみたくなるような……やわらかな快感。

				　それを知ってか知らずか、彼の舌はゆっくりと私の乳首を舐めあげていきます。

				「んふ……、ふぅっ……んっ。んんっっ、ふっ……」

				（だめ、です……。きもちよくなっては……だめなのです……。でも、舌が……、リューシュの、舌がやさしく、してくれるのが……）

				　口の中に入り込んでいる肉触手が動いていれば、そちらからも感じる快楽にわけがわからなくなってしまっていたと思います。

				　けれど、今は肉触手は動きを止め……わたしの感覚は否応なしに乳房と……乳首の刺激に集中できてしまう。リューシュの硬い指先が私の乳房を弄ぶほど、呼吸が荒くなってしまう。

				　触手がわたしの乳房の形を強調するように巻き付いてきて……締めあげられる感覚も……いい。

				　わたしはいつの間にか、乳首に近づいては離れていくリューシュの舌使いに焦れったさすら感じるようになっていました。

				　わたしの抵抗しようとする意思が削られていく……。

				（もっと……、もっと、強くして……、っ！　わ、わたしは、なにを考えて……、あぁ、いやぁ……、も、もどかしい……）

				　快楽の味を教えられてしまったのが、良くなかったのだと思います。

				　乳首で……あるいは尻尾の付け根を撫でられて感じたあの、強烈な感覚を身体が求めてしまう。

				　けれど、今、与えられている刺激はそれには遠く及びません。下腹部が疼く感覚にフトモモをこすりあわせたくなり、足に力が入ってしまいます。

				　足の指をきゅっと丸めて、なんとか閉じようとしますが、足に絡みついた触手はびくとも動いてくれません。

				（おかしく、なって、しまいそう……です。でも、負けるわけには……あ……？）

				　ぎゅっと目を閉じて刺激に耐え抜こうとした矢先、不意に刺激が止まりました。

				　諦めたの……？　と考えられたのは一瞬の間だけ。

				　目を開いた次の瞬間、身体に電流が流れてしまったように背中を反らせてしまいました。

				「ふぅっ!?」

				　ぐっしょりと湿り、吸いきれなかった水気が雫となってこぼれ落ちている股間の布地。

				　彼はその上から、わたしの恥部を舌で舐めていました。

				　その刺激は強烈で、一度舐められるだけでもびくんっと全身がつっぱり、背中を反らせてしまうほどです。口を触手で塞がれていなければ、大きな声を出してしまっていたことでしょう。

				「すごい匂いだぞ、ルシア。これはなんの味だ……？　ちょっとしょっぱいかな？」

				「んんっ!!　んんぅっ!!」

				（いやぁっ!!　やめてっ、やめてくださいっ!!）

				　ぶんぶんっと首を激しく横に振ってそこを触られたくないと主張しても、彼は無視してなおも彼は……わたしの秘裂を舐めるのです。布地の上からだというのに、わたしにとっては強烈な刺激で……目の前がチカチカしてしまう。

				　それでも、先ほどのような『イク』刺激には届きません。

				　もどかしさが募るほど、身体の芯の熱は高まってしまうようでした。

				「さて、見せてもらおうか。ルシアのマ〇コを、な」

				「んんんっ!!　んぶぅぅっ!!」

				　十分な精気が残っていれば、裸同然の服であっても貞操帯の役目を果たしてくれます。

				　ですが、精気の残っていない今はただの布切れと同じ。

				　彼の手で簡単に引きちぎられ、恥部を守るものは失われてしまいました。

				「きれいなピンク色のおマ◯コだ。まるで処女……ん？」

				　何かに気がついた彼がわたしの秘裂を大きく開いてしまいます。

				　空気が身体の奥に入り込んでしまうようで、ふるっ、と身体を震えさせてしまう。

				「なるほど、ルシアはまだ処女だったのか……。なら、少し強烈なやつを教えてやるよ」

				「……？　んぅぅぅっ!?」

				　乳首をつまみ上げられた時より、尻尾の付け根を撫でられた時よりはるかに強烈な快楽。身体は雷に打たれた日のように痺れ、わたしは再び白い世界に放り出されていました。

				　それは……わたしの陰核。

				　リューシュに吸い上げられてしまったその場所への刺激は、一瞬でわたしの抵抗しようとする心を奪い去ってしまいました。

				　しかも、身体が痙攣しているというのに舌の動きは止まってくれません。

				　先ほど、舌に絡みつかれただけで頭のなかをどろどろにされてしまうほどの舌使い。

				　身体はぴんっと張り詰めたまま、痙攣が止まらなくなってしまう。

				「ふぅっ！　んぅぅっ、んぁぁぁぁっ!!」

				（と、とめてくださいっ、わたし、イッてますからっ、これいじょうはむりですからっ、ゆるしてくださいっ、い、やぁっ!!）

				　だというのに、リューシュは更に追い打ちをかけてくるのです。

				　音もなくわたしの膣内に入り込んできた細い触手。

				　それが、膣壁をほぐすかのようにぐにぐにと押してきます。

				　クリ◯リスへと刺激とあいまって頭の中が焼き切れてしまいそうなほど、気持ちがいい。

				　それまで焦らされていた反動もあって、我慢することも、抵抗することもできません。感覚が戻った瞬間、強烈な快感で再び白い世界に弾き返されてしまいます。

				「んぐっ！　じゅっ……はっ、はじゅっ……ぁぁっ。んぉっ……」

				（むりっ、もう、むりなのですっ、もう、これいじょう、きもちよくしないでくださいぃっ、いやぁ！　ま、またいっちゃ……っ）

				　わたしにとって、すでに受け止められる限界を超えた快楽。

				　けれど、リューシュの責めは止まりません。

				　動きを止めていた口の中に入り込んだ触手が再び動き出し、口の中を蹂躙されてしまいます。

				　喉奥まで突かれることすら、今は頭を焦がすような快感となって襲いかかって来るのです。

				「んぉっ、んぉぉぉっ、んんんんっ!!」

				（そんなところまでぇ!?　おしりなんて、いやですっ、とまって、とまってくださいっ、そんなところ、きもちよくしないでぇっ！）

				　それでもまだ、終わりではありませんでした。

				　今度は最も恥ずかしい排泄の穴にまで、球体が連結したような形の触手が入り込んでしまったのです。飲み込んでしまうたび、出て行くたび、お尻の穴が広がったり窄んだりを繰り返します。

				　入っていくときは苦しい。でも、一気に引きぬかれてしまうと……気持ち良い。しかも同時に、陰核と膣壁を同時に責め立てられて、否応なしにイク快楽を刻み込まれてしまうのです。

				　そして……、快楽の余韻に震えていると再び触手は奥まで入っていく。苦しいのか気持ち良いのかわからなくなってきました。

				　もう、認めるしかありません。

				　彼が与えてくれる快楽に溺れてしまっている、と。

				　触手に絡め取られて自由には動けない身体も、翼も、尻尾も、今はびくびくと痙攣を繰り返すだけ……。

				「この様子だともう、Ｇスポットだけでもイケるな。本当に感じやすくてやりやすいな。これなら……こっちも行けるだろ。ルシア、お前には処女のままで最高に感じさせてやるよ」

				　ようやく陰核からリューシュの舌が離れてくれたとおもったのも束の間、細い触手がクリ◯リスに巻きついてきました。マッサージするかのように擦り上げられてしまいます。

				　また……イク！　もう、わたしの身体は快感に……逆らえません。

				　それなのにリューシュは、わたしの身体へとさらなる快感を教えるつもりのようです。

				　細長く変形したリューシュの舌が……わたしの膣内に入ってきたのです。

				　痛みは全く無いので……、処女膜は破らないように気を使ってくれているのだと思います。

				「……っ」

				（な、なにをするつもりなのですか……、ひぅっ!?）

				　暴力的な快楽で、わたしはすでに数えきれないほどの絶頂を重ねてしまっていました。

				　止まらない痙攣がそれを証明しています。

				　頭のなかはもうむちゃくちゃで、一時は自分でも何を考えているのかわからなくなってしまったほどです。

				　ですが……それすらも前座に過ぎなかったのです。

				　彼の舌が舐め上げたのは、わたしの膣の一番奥にある突起……子宮口。

				　最初は、たいしたことのない刺激でした。

				　陰核をしごかれて、おしりの穴で気持よくされて、口の中もいっぱいで、膣壁までマッサージされて。頭がチカチカするようなそれらの快楽に比べれば、その場所を舐められる感覚はさほど気にならなかったのです。

				　でも、それは長い時間をかけて力を貯める火山のようなものでした。

				「…………っ！　～～～～～～～～～っ!!」

				　子宮口を舐られながら迎えた、幾度目かの絶頂。それは突然起こりました。

				　まるで、体内が爆発してしまったのではないかと思えるほどの快楽と幸福感を伴う絶頂。

				　それまでの陵辱ですら翻弄されおかしくなりそうだったのに、それすら塵芥と思えるほどの凄まじい快楽はわたしの意識を刈り取るのに十分でした。

				　この時、わたしの身体や心だけでなく、魂にまでその快楽を刻み込まれてしまった気がします。

				　気を失う瞬間、リューシュが本気でわたしを手に入れようとしているのだと感じて、ほんの少し幸せを感じてしまったのですから。

                			

	
			
				 堕竜娘の奉仕調教と心の変化と　

				

				　……わたしは、暗い闇の中にいました。

				　結晶の中に閉じこめられたわたしは、身動き一つとることができません。

				　なんの音も聞こえず、何も見えず、ただ、時間だけが経過していく恐怖が精神を蝕んでいきます。

				　助けて、と叫んでも誰にも届かないのです。

				　手も、足も、身体のすべてが冷えきって……寒い。

				　どのくらいそうしていたのか……、寒さと恐怖に震えるわたしの身体を誰かが結晶の中からひっぱりだしてくれました。

				　わたしは、全裸だということも気にせず、思わずその人に自ら抱きついてしまいます。

				　その人は、わたしを包み込むように抱きしめてくれて……冷えきった身体を温めてくれるのです。

				　長い間感じていなかった人と触れ合う温もりは、とても心地よくて……。

				　その人の手が、わたしの顎に触れ顔を上に向かせてしまいました。

				　ゆっくりと近づいてくるその人の顔。

				　何をするつもりなのかはすぐにわかりました。

				　わたしも目を閉じて……唇が重なる温かさに身を任せてしまいます。

				　その人は黒髪の──。

				「……っ！」

				　そこで、目が覚めました。

				　視界に飛び込んできたのは、わたしを抱き寄せて心配そうにしているリューシュの顔で……。

				　さきほどの夢の内容を思い出したわたしは、心臓が飛び出してしまいそうでした。

				　反射的にわたしは右手を振りかぶって……。

				「……っ!!　きゃぁぁぁぁぁぁっ!!」

				「だいじょう──」

				　ばちーんっという大きな音が周囲へ響き渡ることになったのです。
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				　わたしが目を覚ましたのは、リューシュが作ったという簡易のテントの中でした。

				　木の骨組みと布で作られているらしいそれは雨風を凌ぐには十分な機能を備えているように思います。

				　どうやらわたしが気絶した後、身体が冷えないようにと簡易テントを作って寝かせてくれていたようです。

				　体調は正直、良いとは言えません。

				　身体の火照りはまだ続いていますし、いつもより敏感になってしまっている気がします。

				　竜族であるわたしが気を失ってしまうほどの快感を経験してしまった後遺症なのでしょう。

				　自力でこの状況を抜け出すことは、たぶん、もうできません。

				　精気は回復する先からリューシュに吸い上げられてしまうから、です。

				　悔しいですが、誰かが現れるまでリューシュの調教を受け入れ……堕ちないように耐えるしか、今のわたしにできることはないのだと思います。

				「ん……はぁ……れろっ……んっ……」

				　今、こうしてリューシュの肉槍……、いえ、おチ◯ポを舐めさせられているように……。

				「そうだ。なかなかいい感じだぞ、ルシア。ちゃんとこっちを見ながら続けろよ？」

				「は、はい……んっ！　はぁ……ん、れろっ……ぺろ……、んっ、ちゅ……」

				　わたしはどこから取り出したのか、椅子に座っているリューシュのおチ◯ポを両手で支えて、舌を這わせていました。

				　うなされているわたしを心配してくれた彼の頬へ、綺麗な紅葉を咲かせてしまった償い、です。

				　それだけのことです。

				　ただ、できるだけリューシュの目を見ながら舐めるように言われているため、自然と上目遣いになってしまうのですが……。

				「んっ……はぁ……こんな、の……、んっ、ふぁ……、はぁっ……」

				　リューシュのおチ◯ポの竿の部分をゆっくりと下から上に舐めあげてあげます。

				　舌とおチ◯ポがこすれ合うたび、わたしの頭の中に蕩けるような気持ちよさが伝わって来てしまいます。

				　リューシュに乳首を舐められてしまった時のような柔らかで癖になってしまいそうな、そんな快感。じんわりと下腹部が疼いてくるのが感じられて……つい、フトモモをこすりあわせてしまいそうになってしまうのです。

				「チ◯ポ奉仕が気に入ったか？　ルシア、メスの顔になってるぞ」

				「そんな、わけ、あるはず……ない、です。んっ、はぁ……おチ◯ポ、くさい、です……、くさい、のに……んっ」

				　リューシュのおチ◯ポから感じる強い臭気。嫌なはずなのに、もっと匂いを嗅いでしまいたくなる気がします。

				　その味も、感じてみたくなってしまったわたしは……つぅ……っと舌先でリューシュのおチ◯ポの、先っぽを舐めてあげました。

				　リューシュの顔が一瞬緩み、びくんっとおチ◯ポが震えたのがわかります。

				　……なんででしょうか。

				　リューシュが気持ちよさそうにしてくれたことが、嬉しく感じてしまいます。

				「ん……ここ、ですか？　れろ……んん……」

				「あぁ、そこの魚のエラみたいになっているところもちゃんと舐めてくれ、そっちも気持ちいいからな」

				「あ、はい。んっ……んんっ……」

				　リューシュの声が少し上ずっているみたいです。それが嬉しくて……わたしは、言われたとおりに舌をゆっくりと動かしていきます。

				　だんだんと先っぽから匂いのきつい液体が溢れてくるようになりました。その匂いは……わたしをくらくらとさせてしまう。下腹部が疼くだけじゃなく……つぅっとフトモモを冷たいものが流れていってしまうのがわかってしまいます。

				「うぉっ……本当に、気持ちいいな。ルシアは奴隷の資質十分だな。せっかくだ、ルシア。お前の綺麗なこの銀髪を俺のチ◯ポに絡めて手でしごいてくれ。先っぽを舐めたままでな」

				「拒否は……できないですよね。わかりました……。リューシュって、変態、なのですね」

				　どこか、霞がかかったようにぼーっとした頭のまま、わたしは、言われるがままにすこしウェーブしている自分の銀髪を一房リューシュの竿の部分に巻きつけてあげました。

				　そして……ゆっくりと手で上下に動かしてあげたのですが……。

				「……っ!?」

				　神経が繋がっているかのように髪の毛から伝わってきてしまったのは、快感、でした。

				　それも……びくんっと身体が震えてしまいそうになるくらい強くて……、驚いてしまいます。

				「どうした？　続けないのか？」

				「わ、わかっています。ちゃんと、やります……、んっ……は、ぁ、ぅんっ……！」

				　ゆっくりと髪の毛を再び動かし始めます。

				　やはり、髪の毛とおチ◯ポがこすれ合うたび、快楽が伝わってきてしまいます。

				　舌も性感帯のように気持ちよくなってしまうのに、髪の毛と一緒に気持ちよくなってしまうとどうなるかわからなくて、怖くて、舌を伸ばすことを躊躇してしまいます。

				「ルシア、先っぽもちゃんと舐めるように言っただろ？　……仕方がないな。もう少しだからちょっと我慢してもらうぞ？」

				「あっ、ちゃんと、ちゃんとやりますか……ぁぁっ！　んっ、んぶっ!?」

				　わたしは、リューシュの両手に頭を抑えこまれ、おチ◯ポを咥えこまされてしまいました。

				　髪の毛を抑えられて撫でられてしまうのも気持ちよくなってしまう今のわたし。びくんっと身体が震えて、背中が反り返りそうになってしまいます。

				「チ◯ポに吸い付くようにするんだ。肉触手で練習しただろ？　いくぞ……ルシア」

				「んぶっ！　んぅっ！　んじゅっ、んぶっ、んぁっ、じゅるっ」

				　喉奥まで突きこまれてしまうリューシュのおチ◯ポ。

				　ちかちかと頭の中が弾けてしまうような感覚の中、肉触手に陵辱されてしまったときのことを思い出して……、舌を絡めてしまいます。身体は勝手にびくびくって震えてしまって……フトモモを伝う冷たいものの量が増えてしまっているのがわかります。

				　乱暴に扱われてしまっているのに、今わたしが感じているのはちゃんとできなかった申し訳無さでいっぱいで……。

				「っくっ……でるっ……いくぞ……ルシアっ！　こぼすなよっ！」

				「んぶぅぅぅっ!!」

				　逃げられないようにしっかりと頭を抑えられて喉奥で放たれるリューシュの味。すぐに口の中いっぱいに溢れかえってしまいました。

				　飲み込もうとしても、喉に絡んでしまって……唇の隙間から溢れてしまいます……。

				　びくびくっと身体は震えたままで……力の抜けたわたしはどうやらお漏らししてしまったようで……フトモモを冷たい者が流れ落ちていくのがわかりました。

				「んっ、んぐっ……ん……」

				「チ◯ポ舐めるだけでお漏らしするくらい気持ちよかったのか？　ルシア。いくら堕ちた竜とはいえ、こんなに敏感な奴はそうそういないぞ？　ほら、チ◯ポ抜くからこぼすなよ？」

				　頭を押さえつけられたまま、リューシュがわたしを嬲るように声をかけてきます。

				　でも、今のわたしには、それすらぞくぞくとした快感を煽るものでしか無くて……こくん、と頷いて身体を震わせてしまいます。

				　ゆっくりと口の中を満たしていたおチ◯ポがいなくなって……残ったのはすごい匂いと味の……精液だけ、です。

				　わたしは、どうすればいいのかとリューシュへと視線を向けました。

				「よし、こぼさなかったな、ルシア、いい子だ。舌でじっくりかき混ぜてから飲み込むんだ。いいな」

				「…………」

				　こくんっと頷いたわたしは、ぼんやりとした頭のままで言われたとおりにその匂いと味をゆっくりと確かめてから……少しずつ飲み込んでいきます。

				　その感触も気持ち良くて……また、軽くイッてしまった気がします。

				「最後にこのチ◯ポに残った精液を全部すいだして、綺麗に掃除するんだ、いいな？」

				「はぁ……はい……」

				　優しく頭を撫でられたわたしはなんだか嬉しくて……そのまま頷いてしまいました。

				　そして、リューシュのおチ◯ポを綺麗にするべく、口の中に咥え込んでいきました。
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				「今日はかわいかったぞ、ルシア」

				「……い、言わないでくださいっ！　わたし、あんな、流されてしまって、どうかしていたのですっ！」

				　わたしの蕩けていた理性が戻ってきたのは口の中をゆすがれて髪の毛を綺麗にされてから、でした。今、思い出しても顔から火がでそうです。

				　わたしはリューシュの命令でだきまくらのように抱き寄せられ、横になっていました。

				　たぶん、悪夢を見ていたわたしが落ち着いた時の状況なのでしょう。

				　そういう気遣いをしてくれることが、なんだか嬉しく感じます。

				「……そういえば、お礼をまだ、言っていませんでしたね。たぶん、リューシュがいてくれたからこそ悪い夢から覚めることができたと思いますので……、その、ありがとう、ござい、ます……」

				　悪夢にうなされていたわたしをリューシュは心配してくれたようなのです。

				　あの恐怖の中から救い出してくれたぬくもりがリューシュのものだとしたら……感謝しないわけにはいかないでしょう。

				　なんだか恥ずかしさが増してしまった気もしますけれど……。

				「それなら、こっちこそお礼を言っておかないとな？　ルシアが落ちて来なかったら朝が来る前に瘴気が尽きて、死んでいた。だから、感謝してるんだぞ。ルシアにとっちゃ、災難だろうがな」

				「……っ!!　そんな状態だったのですか!?」

				『分身』と『変身』は、どちらも魔族の体力ともいえる瘴気を使って発動する能力です。

				　あの時、リューシュは『分身』を使っていたので、制限時間はより短くなっていたはず……。

				　彼はそこまで追い詰められていたというのに、理性的にわたしと接触しようとしてくれていた。

				　それなのにわたしは、話を聞こうともせず……。

				　なんだか、とても悪いことをしてしまった気がしてしまいます。

				「まぁ、な。でも、よく考えてみれば魔族が交渉を持ちかけるなんて罠だって考えるほうが自然だしな。ルシアみたいに問答無用で殺しに来るほうが普通じゃないか？　それに、魔族が堕竜に対してどんな態度をとっているのか考えれば、なぁ……考えが浅かったよな、俺」

				「……いえ、ちがいます。リューシュは悪くありません！　わたしのほうが、魔族みた……、ぁ……」

				　わたしの言葉は最後まで続きませんでした。

				　リューシュの手がわたしの髪の毛を撫でてくれたのです。

				　もう、愛撫されるのと変わらないくらいに気持よくなってしまいながら、リューシュの身体に擦り寄ってしまいます。とくんっ、とくんっと伝わってくるリューシュの鼓動が……心地いいです。

				「そこまで。それだけ、今まで魔族が悪行を重ねてきたツケってだけのことだろ。ルシアが気にすることじゃないさ」

				「……そういうなら、んぅっ……わかりました」

				　ただ、撫でられているだけなのに、すごく、身体が敏感になってしまっているのがわかります。

				　このままだと、なにか、我慢できなくなって……ダメになってしまいそうで……。

				　慌てて、なにか話題を探します。

				「そ、それより、このテントはどこから出したのですか？　それらしい手荷物は持っていませんでしたよね？」

				「ああ、これか。俺の『分身』を『変身』させたんだ。ほらこんな風に」

				　わたしの頭から手を離したリューシュは、分身を生み出して毛布へと変化させてみせました。

				　わたしも実際に手にとってみましたが、見た目も手触りも重さも、本当の毛布と変わりません。これには驚きました。

				　魔族であれば、誰もが扱える『分身』と『変身』ですが、この能力をここまで器用に扱うことができる相手に出会ったのは初めてです。

				「驚きました……。随分と器用なのですね。すごい……」

				「流石に火とか風とかになることはできないけどな」

				　ちら、とリューシュの顔を見ると、本当に嬉しそうな、ちょっと恥ずかしそうな。そんな笑みが浮かんでいました。

				　その顔を見ると、なんだか胸の奥が温かくなって、わたしまで幸せな気分に……。

				　……なんで、わたし、こんなにリューシュのことが気になるのでしょう。

				　リューシュのことが気になって……もっと知りたい、と思ってしまいます。

				「あ、あの……他には何ができるのですか？　リューシュほど器用なら……あ、いえ、やっぱりいいです。これって、なんだか手の内を探っているみたいですよね……」

				「まぁ、構わないさ。俺に扱えるのは『分身』と『変身』くらいだからな。ルシアならわかるだろ？　俺の魔力量が極端に少ないってことが」

				「……えっ」

				　わたしが、その言葉の意味を理解できるまでは少しの時間が必要でした。

				　確かに、わたしがリューシュから感じる魔力はとても弱い。だからこそ、最初に出会った時わたしは油断していました。

				　大したことのない相手だ、と。

				　そして、彼がこれほど器用に『分身』と『変身』を扱える理由も、理解できてしまいました。

				　これしかできなかったから、なのだと。

				　リューシュは、弱肉強食社会の魔族たちの中で生き残るために、知恵を絞って努力して今の形にしたのでしょう。

				　そこにどんな苦難があったのか、わたしには想像できません。

				「もっとも、今回はそれしか使えないおかげで死にかけたんだけどな」

				　そういって苦笑するリューシュを見て……わたしは、彼を殺したくないと思い始めていました。

				　リューシュだって、さっき会ったばかりのわたしを陵辱して奴隷にしようとしている鬼畜魔族であることは間違いありません。それなのに……リューシュから目が離せないのです。

				　この気持ちは……一体……。

				　それから、自分の気持ちを持て余しながら、わたしはリューシュと他愛のない話をしていました。

				　リューシュのことを知って、わたしのコトを知ってもらって。

				　その日の夢に、暗闇の牢獄はもうでてくることはありませんでした。

                			

	
			
				 堕竜娘の自覚と、決断と……　

				

				　……身体が重い。

				　俺が、ルシアと共に眠っている身体に意識を移して最初に感じたのはそれだった。

				　目を開ければ、簡易テントの隙間から日が差し込み、外が明るくなっていることを伝えている。

				　視線を動かせば、俺の右手側にぴったりと縋り付き、頭を俺の胸に乗せて穏やかな表情で眠るルシアの姿がある。身体が重いのはこのためか。

				　背中に翼がある竜族の傾向なのか、うつ伏せで寝るのが落ち着くようだ。

				　整った顔立ちと緩くウェーブしている銀色の長い髪。

				　うっすらと開いているやわらかな桜色の唇。

				　露出の多い黒のレオタードを纏う身体は、華奢ながら十分に女性らしい柔らかさを備えている。

				　本来なら自分よりはるか格上の存在であろう彼女を支配しているこの状況に、俺はひどく興奮していた。

				　そんな俺の心の中など知らないらしいその手は、離れるのが怖い、と訴えるように俺の服をぎゅっと握りしめている。

				　俺のような強姦魔と一緒に眠っているとは考えられないほど無防備な寝姿に、若干呆れてしまう。

				　ルシアが俺に依存してくれるのはいい傾向なんだが、襲いたくなってしまう。

				「本当によく眠ってるな。そんなに無防備に寝てると襲っちまうぞ」

				「ふぅ、んっ、……はぁ……、んっ……、あ、……んっ」

				　髪の毛を撫でてやると、眠ったままのルシアの頬が赤く染まり吐息が荒くなっていく。

				　どうやら、この状態でも感じてしまっているらしい。

				　ルシアが髪の毛を撫でられただけで感じてしまうほど敏感になっているのは、子宮口でイクことを身体が覚えてしまったからだろう。嘘か本当か知らないが、一度イッてしまうと数日は身体を揺さぶるだけでアクメしてしまうほど敏感になり、快楽依存症になってしまう者もいるらしい。

				　少なくとも、ルシアに対して効果が高かった。

				　外部からの刺激に対して興奮しやすくなってしまった身体は心拍数が上がりやすい。

				　そのドキドキは人によっては一緒にいる相手を『自分はこの人が好きなんだ』と認識させる効果がある……らしい。

				　さらに、ルシアはどうやら何かトラウマを抱えていて、今、縋ることができる相手が他にいないことも俺に依存させていくのに好都合だった。ちらちらと俺を見ては顔を赤くしたり恥ずかしがったり、他愛もない話題を続けて嬉しそうにしていたりするのはいい傾向だと思っている。

				　……我ながら悪い奴だと思う。

				　だが、外道なことをしてもルシアの心も身体も全て手に入れて……支配したい。

				　そう思わせる魅力が彼女にはあると俺は思っている。

				「はぁ……、はぁ……、んっ、りゅー、しゅぅ……。はぁ、んっ、あぁ……んっ！」

				「……やべ、いま、むちゃくちゃ興奮した」

				　ルシアの口から、俺の名前が出てきたことに心音が跳ね上がる。

				　夢のなかにでるくらいには、彼女の中で存在を大きくできたらしいことが嬉しくて、興奮が抑えきれない。衝動的に、ルシアを俺の身体の上に抱き寄せて、その唇を重ねていく。

				「んっ……んむっ……？」

				　唇同士が触れ合う柔らかな感触。

				　閉じられたままのまぶたが軽く震えるが、目を覚ます様子はない。

				　なんども舌を絡めあったことを身体が覚えているのか、ルシアは舌を伸ばしてくる。

				　俺はルシアの舌に自分の舌を絡ませ、吸い上げてやるとぴくんっとルシアの身体は震え、折りたたまれていた背中の翼が広がっていく。そして、尻尾が俺の足に絡みついてきた。

				「ん……ちゅ……は……んっ」

				　俺の服を握りしめたままのルシアの手。

				　甘えるように縋り付いたその手は時折きゅぅっと強く力が込められていくようになるのがわかる。

				　ぴくんっとルシアの尻尾は嬉しそうに揺れ、身体が震えるのに合わせてぴんっと跳ねていく。

				　少しずつルシアの体温は上昇しているのか、その肌にうっすらと汗をにじませていくのがわかる。

				「ん、はぁ……、はぁっ……ん、ちゅ、ちゅる……、りゅーしゅ、りゅーしゅぅ……はぁ、んぅ」

				　俺もルシアの美しい銀髪を優しく撫でながら、恋人同士が互いを求め合うように舌を絡め合う。

				　感じてしまっているらしいルシアの身体は震え、より情熱的に舌を絡ませてくる。

				「んぅっ……ふぅ……ん」

				　いつ、目を覚ましどんな反応をするのか。

				　それが気になりつつももっと大胆なことをしてやろうと考え始めていた。

				　ちゅぅっとルシア自身も俺の舌を吸い上げていることを感じながら……、左手をそっと尻肉へと滑らせていく。

				「んんっ！」

				　肉感的なその場所は、手をに吸い付くような柔らかさで俺を楽しませてくれる。

				　刺激が強くなり過ぎないように優しく撫でてやると、俺の服を握りしめるルシアの手に力が込められ、吐息が一層荒くなるのがわかる。

				「んふっ、ふぅんっ。んっ、んぅっ」

				　一通り尻肉の感触を楽しんだ俺は、レオタードをずらしゆっくりとワレメへと指を這わせていく。

				　すでに蜜が溢れだしているその場所へ浅く指を入れてやると、ルシアのマ◯コがきゅぅっと収縮した。それは侵入を拒む、というよりは歓迎しているような柔らかな締め付けだった。

				「んんっ、んちゅ、ん！　んふっ！　んっ！　んぅぅ!!」

				　さらにルシアは、自分から積極的に舌を絡めてくることで興奮を伝えてくれる。

				　それに応えてやるように子宮口での快楽を覚えてもなお健在している処女膜を破らないように気をつけながら、膣壁へと指を這わせた。

				　そして……Ｇスポットに当たる場所に指を滑らせてやると指圧マッサージをしてやるようにくにくにとゆっくり動かしていく。

				「んぅっ!!　んぅぅぅぅぅぅっ！！！！」

				　その刺激に、ルシアはあっさりとアクメを迎えてしまったようだ。

				　俺の服に縋り付きぎゅっと握りしめたまま身体を仰け反らせてひくん、ひくんっと痙攣を繰り返してしまっていた。

				　落ちないようにしっかりと右手で支えてやる。

				　左手が濡れてしまったことから、また潮を吹いてしまったのかもしれない。

				「はぁ、はぁ……んっ……、りゅーしゅ。はぁ、ん……、え……？」

				　アクメの余韻に幸せそうな吐息を漏らしていたらしいルシアがゆっくりと、その金色の目を開いていく。自分がどういう状態にあるのか理解できていないようだ。

				「んぅっ！　はぁ、ぁぁっ……、あ、わ、わたしは……？　一体何をして……、んぅっ!?　あぁぁっ！」

				「なんだ、覚えてないのか？　ルシアの方からキスしてきたんだぞ？　てっきり俺の奴隷になる覚悟を決めたのかと思ったんだけどな？」

				「そ、そんなわけ、あ、あるわけないです！　わたしは、リューシュの、奴隷には……、奴隷には、ならないのです……から……」

				　頬を赤く染めたルシアは、その金色の目でこちらを見つめている。それは、睨みつける、というよりは恋い焦がれる相手へと向けるような潤んだ瞳だった。
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				　わたしは、リューシュの『わたしからリューシュにキスした』という言葉を口では否定していましたが、心のなかでは本当にしてしまったかもしれない、と考えていました。どうしても彼の顔を見ていると心臓の鼓動が早くなってしまうからです。

				　原因は、先程まで見ていた夢の内容にありました。

				　夢の中のわたしは、堕竜となり鱗が黒く染まる前……『白銀の聖女』と呼ばれていた銀龍の頃の姿でリューシュへの好意を隠すこともなく、自らキスをねだり甘えていました。

				　魔族ではなく、神族となっているリューシュに。

				　彼の腕の温もりに包まれて、そして……。

				　もし、リューシュが魔族でなかったのなら……という思いが、わたしの中にあるのだと思います。

				　でも、今はまだ、堕ちたくはないという思いもまた反映されていました。

				　これが、もし、リューシュが下級魔族の姿で現れてしまったら……、その時のわたしが堕ちる前の姿で……。

				「そんなに発情した顔で言われても説得力はないんだけどな……？」

				「えっ、ぁっ!!　あぁっ、ぁぁぁぁぁあっ!!」

				　そんな思考はリューシュによって中断させられてしまいました。

				　わたしの臀部から伸びる細長い尻尾の付け根を、指で押されてしまったからです。

				　骨のある部分を避けてぎゅぅっと指で押されその中にある筋肉をほぐすように刺激されてしまうと、もう、身体がいうことを聞いてくれません。

				　頭の中に叩き込まれる快楽に甘い声を上げながら、リューシュの胸に縋り付くしかないのです。

				　その匂いにも、わたしは幸福感を感じるようになってしまっていました。

				「気持ちいいんだろ、声を我慢する必要はないんだからな」

				「そんっ、はぁっ、んっ！　はぁっ。　ぁぁっ！　はぁっ！　ぁぁぁっ！　んはぁぁぁっ!!」

				　リューシュの言葉で声を我慢しようとしますが、そうすると余計に身体の奥を伝わってくる快感に意識が向いてしまいます。結局、声を我慢することはできず、下腹部の奥を更に疼かせてしまうようなこの刺激に翻弄されてしまいます。

				「や、めっ……、はぁっ！　ああぁぁっ！　んんんっ！　あたま、おかしく……ふぁぁぁっ、ぁぁんっ、やっ、ほしく、なっちゃ……、だめ、はぁぁぁっ！」

				　だんだんと、もっと気持ちよくなりたい、と下腹部の奥が訴えてきてしまいます。

				　あの強烈な刺激が忘れられなくて、もっと気持ちよくなりたくて、舌が寂しく、なってきてしまいます。

				　舌を舐めてもらえれば、もっと幸せになって……気持ちよくなって……。

				　そう考えてしまうわたしの目の前には、にやにやと笑みを浮かべる、リューシュがいるのです。

				「はぁ、ぁぁっ、ぁぁっ。あぁっ、はっ、だ、めぇ、です。はぁ、はぁっ、だめ、なのです……、わたし、りゅーしゅをもとめちゃ、もとめたらっ……」

				　理性では我慢しなければならないことは、わかっています。

				　いくら好意を持っていても魔族に自分から快楽を求めるなんて、あってはならないこと、なのです。

				　魔族の基準で考えたとしても、力の弱いリューシュに従うなんてダメなのです。

				　力の強いわたしは、力の弱い者を従える立場、なのですから。

				　そんなリューシュに自分からキスを求めて気持よくされたいなんて、屈辱的なこと……。

				　……想像したわたしは……ぞくっと身体が震えてしまいました。

				「最初の時もそうやって意地を張っていたのに、最後には自分から腰を振って気持ちよくなっていたじゃないか。我慢する必要ないだぞ。だって、ルシアは堕竜なんだからな。とっくに堕ちてるんだよ」

				「はっ……ぁっ……、わ、たし、ん、はぁぁっ！」

				　リューシュの言葉に、わたしは思い出してしまいました。

				　彼に良いようにされて、屈辱的な思いを抱きながら屈服させられてしまうことへの背徳感と……あの気持ちよさを。

				　それで、気づいてしまいました。

				　とっくに、わたしの身体は彼に屈服していたことを。

				　それも、屈辱を感じれば感じるほど、気持ちよくなってしまうような身体に変えられて……。

				　だから……しかたがないのです。

				　駄目だと思うほど、彼が欲しくなってしまうのは。

				「こうして欲しいんだろ、ルシア……、んっ」

				「んっ……ふぅぅんっ、んぅぅぅっ!!」

				　つんっとリューシュの舌がわたしの舌と触れあってしまいました。

				　びりっと頭の中を駆け巡る電流が、幸福感が、頭の中を満たしてしまいます。

				　頭の中を真っ白にされて、身体がひくひくっと震えて……わたしは自分からリューシュに舌を絡めていってしまいます。

				「んっ、ちゅ……ふぅ……んっ。ちゅるっ。んっ、はぁっ。んちゅ。は……んっ……」

				　自分からするなんて、ダメだ、と思えば思うほど、止まらなくなってしまいます。

				　背徳感がわたしの興奮をかきたててしまうかのようでした。

				　そんなわたしを更に攻め立てるようにお尻の穴へ……触手が伸びてきてしまいます。

				　それはあの、ボール状の触手でした。

				「んっ！　んぅっ!!」

				（そ、そんなところで、気持よくなんて……）

				　一度身体に快楽を刻まれてしまっているわたし身体は、すんなりとそれを受け入れてしまいます。

				　奥に入っていく圧迫感を感じるだけでなく尻尾付け根と身体の疼きの中心、両方に繋がっているその場所。

				　奥底まで触手に入り込まれ、苦しさを感じるほどになってから、また、一気に引きぬかれてしまいます。

				「～～～～～～～～～～!!」

				　連続して擦られて抜かれていく強烈な快感にわたしは頭を真っ白にさせられてしまいました。

				　それも、舌を絡めあったまま、頭を撫でられては幸福感も伴って……。

				　快楽を感じることが幸せだ、と刷り込まれていくようでした。

				「まだまだ、これから気持よくしてやるからな、ルシア」

				「は……ぁぁっ……」

				　わたしは拒絶するように頭を左右にふりますが……リューシュは受け入れてくれません。

				　それに、身体が疼いてしまいます。

				　わたしの身体はいつの間にか、わたしの心を裏切って……リューシュの与えてくれる快楽に幸せを感じるようになってしまって、いたのです。
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				　……目が、覚めました。

				　どうやら、夜のようです。周囲は暗闇に包まれていました。

				「……っ！」

				　目の前にあるリューシュの顔にドキン、と心音が跳ね上がってしまいます。眠る前に抱きしめられてしまったことを思い出して、手を上げることはありませんでしたが……。

				　こうしてリューシュの体温に包まれている、と考えるだけで身体が熱くなってしまいます。落ち着きません。

				　このまま、彼のぬくもりに溺れてしまったら、本当に彼から逃げることができなくなってしまう。

				　……そう、感じるのです。

				　あれからわたしは数え切れないほど、気持ち良くされて、気を失って、を繰り返していました。

				　処女こそ奪われていませんが、もう、身体で感じられない場所はないのではないかと思ってしまうほど……。

				　今も、下腹部の奥には消えない疼きが残ってしまっています。

				　無防備なリューシュの寝顔を見て……わたしは、そっと右手をのばして彼の頬へ触れます。

				　トクン、トクンっとわたしの心音が高鳴っていることを感じながら、リューシュの頬からはすっかり紅葉は消えていることを確認して……安心、しました。

				　人族領にいるということは少なくとも魔族の成人年齢である二〇歳は超えているはずですが、彼の顔立ちはもっと若く見えます。童顔、なのでしょう。

				　頬を撫でても起きる様子のないリューシュの姿に……今なら、殺せるのではないか、という考えが過ぎってしまいます。

				　リューシュを殺して、『サンライティア』にいるはずの仲間たちの元へと帰還する。それが、わたしにとって最善の方法であるはずです。

				　肉体は、堕竜へと堕ちてしまっているわたしですが、人族領には魔族領から逃げてきた者を保護する場所もあります。何も心配する必要はない、はずです。

				　ですが……、今、わたしはそれを考えるだけで、身体が震えてしまうほど怖くなります。

				　この体の疼きが収まることがなくなってしまうのでは……そう考えてしまう。

				　馬乗りになったわたしは恐る恐る、頬から手を離し、リューシュの首へと両手をかけました。

				　リューシュは起きる様子もなく……わたしは、リューシュの首へと手をかけることができてしまいました。

				「はっ……、はっ……、はっ……」

				　今まで魔族なんて、それこそ数えるのも馬鹿らしいほど殺してきました。

				　リューシュのような下級の魔族なんて、それこそ何人も。

				　今回も、それと変わらないはずなのです。

				　なのに、このぬくもりが消えてしまう、と考えるだけで胸が苦しくて呼吸が荒くなってしまって……全身から汗が吹き出してしまうのです。

				　寒気すら感じて……手が震えてしまう。

				　今のわたしでも、なけなしの精気をかき集めて『神力』を一瞬だけ振り絞ればこの状況から解放されるはず、なのです。あと少し、覚悟を決めるだけのはずなのです。

				「なんで、なんで、ですか……、どうして、わたしは……」

				　でも、最後の一歩を踏み出せません。

				　ここで失敗したら、力を持たないからこそ警戒心の強い彼が隙を見せることはなくなるでしょう。

				　わたしが、二度と逆らわないように恐ろしい拷問をするかもしれません。

				　そう考えるのに……身体が動かなくて……。

				「う、わぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　それでも、やらなければならない、と大きく叫び……。ぎゅぅっと目を閉じて全身のありったけの精気をかき集めて……。

				　閃光と共に『神力』を解放しました。できて、しまいました。

				　それだけで、あっけなく、リューシュの首は吹き飛んで、頭が……転がっていきます。

				　彼の身体がチリになっていく……。

				「うっ……うぇっ……おぇ……」

				　その光景に思わず吐き気がこみ上げてきて……地面に戻してしまいました。

				　涙がとめどなく溢れてきて……。

				「う……ひっく、うぇ……ふぇ……」

				　わたしは涙を止めることもできず、ぎゅっと自分の身体を抱きしめて震えていることしかできませんでした……。


                			

	
			
				 後悔する堕竜娘は自らを慰めて……　

				

				　あれからわたしは、敷かれた毛布の上で仰向けになっていました。

				　どのくらいの時間が経過したのでしょうか。テントの隙間から光が差し込んでいるので、日が昇ってしまったのは間違いないようです。

				　気分は……最悪としか言いようがありません。

				　胸の中に穴が空いてしまったような虚無感、とは今のわたしのような状態を言うのだと思います。

				　早く『サンライティア』へ向かわなければという気持ちはあります。ですが、今のわたしは精気をほぼ使いきってしまい、自分の身体を維持する神気を確保するのがやっと。

				　移動するにはあまりにも危険です。だから、精気を回復するまでは……リューシュの匂いと気配がまだ残っている、このテントの中に留まることに決めました。

				　精気を回復するには睡眠が必要なのですが……眠れません。

				　眠ってしまったら、あのきっと夢を見て……もう、誰も助けてくれない。

				　そんな気がして、怖いから……なのだと思います。

				　じっとしていると、リューシュに調教され……幾度となくも果ててしまったことを思い出してしまいます。

				　身体に刻み込まれてしまったそれらの記憶は、わたしの身体を内側から炙るような疼きとなって責め立ててくるのです。

				　わたしの身体はもうすでに、彼を殺しても逃れられないほどに堕ちていたのです。

				「リュー、シュ……、はぁ……んっ……」

				　最悪の気分なのに、止まらない疼き。

				　我慢ができなくなってしまった私は……、リューシュにされたことをなぞるように自分の身体に指を滑らせてしまいます。

				「んっ……っ！　ふぁ……、ぁぁ……」

				　敏感にされてしまったわたしフトモモは、指に張りと柔らかな肌の感触を返してくれます。そして……快感が頭まで駆け上っていきました。

				　刺激が強すぎて、身体がびくんっと震えてしまってほどです。

				　でも、それだけでは物足りません……。レオタードをずらして露出させた乳房へと、右手を滑らせました。あまり大きくはありませんが、指に伝わる心地いい柔らかさ、その指が沈み込む乳房から脳に伝えられる快感に声がでて、恥ずかしくなります。

				　でも……その恥ずかしさが、ますます肌を敏感にしてしまうようです。

				　このまま、気を失うまで気持ちよくなってしまえば、眠れるかもしれない。

				　リューシュの夢を見られるかもしれない。

				　そんな言い訳をして……、私はこのまま、自慰をしてしまうことにしました。

				「ん……はぁっ……りゅー、しゅっ、はぁ。リューシュっ、もっと、もっとっ……」

				　リューシュにされたように、最初は一番敏感な場所に触れないように撫でていくのです。

				　乳首の周辺をくるくると描くように指を滑らせると、目を閉じていても敏感になった乳首が勃起してしまうのがわかってしまいます。

				　もうリューシュはいないはずなのに、見られている気がして恥ずかしさが募る。それなのに止められません。

				「はぁっ、やぁ……、見ないで……、こんな、わたしっ、みないでくださいっ、リューシュっ、はずかしいですっ……はぁっ、はぁっ……」

				　見られていると思うと恥ずかしいのに、むしろ見せつけるように開いてしまう、両足。

				　レオタードをずらし、秘裂の外側へも指を滑らせてしまう。

				　もう水気を帯びてしまっている、おマ◯コ、と教えられてしまったその場所。

				　……こんなに淫らになってしまったと見せつけるように、ぴったりと閉じたままのその場所をゆっくりと指で開いてしまいます。

				　ぬちゃり、と頭の中に音が響いた気がして、ひくんっとおマ◯コが震えてしまった気がしました。

				「はぁっ、ぁぁっ！　リューシュ、焦らさないで……焦らしちゃいや、ですっ！　ああぁぁっ！」

				　ゆっくりとおマ◯コの外側を指で撫でていく焦れったさに、わたしの頭は蕩けて……気持ちよくなることしか考えられなくなっていってしまいます。

				　自分で自分のことを焦らしているはずなのに……とても興奮してしまう。

				　弄ってほしくてしかたがないおマ◯コがひくひくって震えてしまって……、クリ◯リスまで勃起してしまうのがわかってしまうのです。

				　でも、まだ、なのです。

				　焦れったさに我慢すればするほど……気持よくなれる。

				　そう、リューシュが教えてくれたから……。

				「んんっ！　も、もう……、本当に、もう、だめぇっ！　触ってっ！　リューシュっ、触ってくださ……ぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　そして……我慢しきれなくなった私は、きゅぅっと勃起して固くなった乳首とクリ◯リスを一緒に、きゅぅっと摘み上げてしまいました。

				　頭が真っ白になってしまうような、全身を駆け巡る快楽に思わず悲鳴が上がります。

				　腰をいやらしく持ち上げながら、背中を反らせてしまって……ひくんっと震えてしまいます。

				「はぁっ、はぁ、ぁぁ……。ぁぁ、なんで、ですかぁ……。はぁ、リューシュに、してもらった時には……もっと、きもち、よかった、のに……、は、ぁぁ、もっと、もっと……、んぅっ」

				　まったく……足りません。

				　リューシュにしてもらった時はもっと、もっと……気持ちよかったのです。

				　原因は、わかっています。

				　気持ちよくなりすぎることが怖くなった私は……指を止めてしまっていました。

				　リューシュなら、私がイッている間も容赦なく指を動かして、さらに一段階上の快楽を与えてくれるのです。

				　物足りなさに身体が不満を訴える感覚を解消しようと、……わたしは、指をおマ◯コの中に入れてしまって……舌を指に絡めていきます。

				「はむ……んっ、んちゅ……、りゅー、しゅぅっ！　はむ。んっ、ちゅる、もっと……もっとしてくださいっ、りゅーしゅっ！　はぁ、んっ、たりないっ、足りないのですっ、ふぁぁぁ!!」

				　軽いアクメをしてしまったわたしの身体は、さらに敏感になっていて……指も舌もぴりぴりとした快感を伝えてきます。

				　でも……なにかが足りなくて、満たされないのです。

				　もっと、気持ちよくなろうとリューシュがしていたように、膣壁を指でぎゅーって押して……ぐにぐにとマッサージをすると、頭が真っ白になって気持ちよくなってしまう場所。

				　自分で指でぎゅーっとしても、身体を仰け反らせてしまうくらい、気持ちいい。

				「ふぁぁぁっ！　ぁぁぁっ！　りゅーしゅっ。はぁっ！　あぁぁぁっ！　これ、すきぃ、すきですっ……。　あぁ……。もっとしてっ！　もっとしてくださいっ！　りゅーしゅっ、あぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　それでも、リューシュが本当に与えてくれた快楽には……届かないのです。

				　どうしても、あと一歩のところで身体が動かなくなってしまいます。

				　一度火が付いてしまった身体はリューシュに開発されてしまったこともあって、この程度では収まらなくなってしまっていました。

				　胸の奥が切なくて、苦しいです。

				「はぁ、はぁ、あぁ……、おマ◯コ、じゃ、だめ……なのですか？　んっ、ちゅぅ……。こ、こっちも……。ん、あなる、なんて、気持ちよくなる場所じゃない、はずなのに……んぅ！」

				　自分の指に舌を絡めて吸い上げてしまいながら、おマ◯コをかき回してぐちょぐちょになった指をア◯ルへと滑らせてしまいます。

				　にゅるん！　と驚くほど簡単に、わたしのア◯ルは指を受け入れてしまいました。

				　ここも、リューシュに気持ちよくなることを教えられてしまった場所。

				　本来は排泄に使用する恥ずかしいところなのに、身体は求めてしまっていました。

				「んぅぅつ、ふぁっ……ぁぁぁっ、こんな、のっ、気持ちよくなる、ばしょじゃ、ないのにっ、あぁぁっ、リューシュっ、許して、くださ、ん、ひぃっ！　んぉっ……、はぁぁ、はいって、はいってきて……んぁぁっ！」

				　嫌だと言っても教えられてしまった肛門快楽を味わうべく自分から指を差し入れてほじくってしまうわたし。

				　おマ◯コから溢れ出す蜜を摺りこんで、指一本ではもの足りなくて。

				　二本同時に差し込んでしまって、かき混ぜます。

				　でも、リューシュに虐められた時のように気持ち良い場所をうまく刺激できません。

				　むしろ、もどかしさに身体の奥は疼いてしまう一方です。

				　涙が溢れてきてしまいました。

				「ぁぁっ、ふ、やぁっ！　リューシュっ！　いじわる、しないでくださいっ……ぁぁっ、ぁぁっ！　もどかしぃっ！　もどかしぃっ！　はぁっ、ぁぁっ！」

				　もっと、もっと……、と訴える身体の疼き。

				　何か、もっと気持ちよくなれるものを求めて開いた視界に、わたしの尻尾が映ります。

				　ごくんっと唾を飲み込んでから……私は自分の尻尾の先端を握ってしまいました。

				　……ちろちろと舌をはわせると舌も、尻尾もすごく気持ちがよいのです。

				　びくっ、びくっと尻尾を震わせて、気持ちよくなってしまって……止まりません。

				　頭の中がぐちょぐちょに蕩けるような気持ちよさに溺れていきます。

				　じゅぼじゅぼって卑猥な音を立てて唾液をこぼしてしまいながら、尻尾をおチ◯ポに見立てて奉仕してしまいます。

				　必死で、気持ちよくなって……リューシュを殺してしまった事実から逃たくて……。

				　そうして、逃げようとすればするほど、リューシュのことを思い出して、胸が苦しくなってしまいます。

				　ここにきて、ようやく、わたしは……リューシュを好きだったという気持ちを認めざるを得ませんでした。

				「ふぅ……んっ……んっ、じゅるっ……、はぁ……りゅーしゅの、おチ◯ポ……すきぃ、すき、ですっ……んっ、なめるの、だいすきですっ……。わたしぃ、りゅーしゅの、どれいになら、なってもよかったのですっ。ほんとは、なりたかったのですっ」

				　一度、溢れだしてしまった感情は、止められません。

				　身体も心も、とっくに堕ちていたのに素直になれなくて、失ってしまってから気がついて。

				　リューシュがくれていた快楽がどれほどに気持ちよかったのかを知ることにもなって、ますます涙が溢れてしまいます。

				　自分の尻尾を舐めて感じてしまう快楽も、リューシュのおチ◯ポの匂いを感じながら感じていた快感に届かないのです。

				　アクメを迎えてしまうたびに、むしろ満たされない感覚が募ってしまいます。

				　もう、どうにかなってしまいそうでした。

				「はぁっ……ぁぁぁっ、もっと、もっとしてっ、リューシュっ、もっとしてくださいっ、ぁぁぁぁっ。りゅーしゅっ、わたしの全部、うばってっ……うばってくださいぃっ」

				　みっともなく快楽を求めて喘いでしまう自分が惨めで嫌なのに……、リューシュをどんなに求めてもいないことに寂しさが募るだけなのに、私は自分を慰める行為を止められません。

				　気を失うほど気持ちよかったあの感覚はむしろ遠ざかる一方で……疼いてしまう身体では眠ることも難しくなってしまっていたのです。

				　何度目かのアクメを迎えた私は、全身の疲労からぐったりと力を抜いてしまいました。

				　指はもうぐちょぐちょで、レオタードには愛液が染みこんでしまって……、ひどい格好なのに、直す気にはなれません。

				「はぁ、はぁ……、ぁぁ……リューシュ、ごめんなさい、ごめんなさい……。はぁ……、え……なにっ!?」

				　力の入らない私は、天井を見上げていました。

				　その視界に、何かが蠢いているのが見えたのです。

				　──次の瞬間、……目を閉じていたわたしの身体に伝わってきたのはぬるぬるとした異質な感触。

				　度重なる自慰のアクメで身体に力の入らなくなっていた私は抵抗することもできず……それ(・・)の中に取り込まれてしまったのです。


                			

	
			
				 そして……、堕竜娘はどこまでも堕ちていく

				

				「し、しまっ!!　い、いやぁぁぁっ!!　だれか、たすけっ！」

				　わたしの身体を取り込んだのは……半透明の巨大な軟体の魔物……スライム。

				　魔族と同じように瘴気から生まれますが、理性はなく本能のみで生きる、それ。

				　接近に気づかなかったのは自慰に夢中になっていたのと、……わたしが考える以上に身体が消耗していたから、なのでしょう。

				　手足はスライムに絡め取られて動かせなくなってしまいました。

				　頭はすっぽりとスライムに包まれて、耳の中にまでスライムに入り込まれてしまいます。

				　ぬちょぬちょと耳の中を舐め回されてしまうような感覚は嫌悪するべきなのに……敏感になっている身体には心地の良い刺激となって伝わってきてしまいます。

				　……暗闇に包まれて音が聞こえなくなった状態。

				　しかも、スライムの感触はとても冷たくて……。

				　私が恐れていた、結界に閉じこめられた時を否応なく連想させてしまいます。

				「いやぁぁっ！　助けてっ！　だれかっ！　だれかっ、リューシュっ！　リューシュっ!!」

				　恐怖と混乱でパニックを起こしてしまったわたしは、手足を、翼と尻尾をむちゃくちゃに動かして、どうにかスライムから逃れようともがきます。

				　ですが、精気を消耗しきっているわたしの力は、ただの人間の少女と大差ありません。

				　抜け出すどころか、わたしの翼も尻尾もスライムに取り込まれて動けなくなり、ぬちゃぬちゃと吸い上げられてしまうのです。

				「助けてくださいっ、こわいっ！　くらいの、こわいですっ！　いやぁぁっ！　助けてっ!!　リューシュっ、助けてくださいっ!!」

				　過去に仲間たちは沢山いたのに……最初に頭に浮かんだのは、リューシュでした。

				　でも、リューシュは、わたしの手で……。

				　それなのに、どうしても、リューシュの名前を呼んでしまうのです。

				「りゅー、んぶぅっ!!　んぶっ!!　おぐっ!!　んごぉっ!!　んぐぅぅぅぅっ!?」

				　スライムは余計なことを考えるなとでも言うようにわたしの口から侵入してきてしまいました。

				　喉奥を通りすぎて、胃の中にまで入りこみ、かき回されてしまうのです。

				　ア◯ルもこじ開けてスライムは入ってきて、冷たい感覚に身体が震えてしまいます。

				　こんな状況なのに、いくどもアクメして敏感になっていた身体は、気持ちよさを受け入れてしまうのです。

				（いやっ、スライムなんていやですっ！　こわいっ！　こわいっ！　こわいっ！　助けてっ、だれかっ！　だれかぁぁぁぁっ!!　リューシュっ、助けてくださいっ）

				　溢れる涙もスライムが吸い取っているようで……頬に伝わることはありません。

				　服はスライムに取り込まれてしまったのか感触は消えてしまっていて……乳房もスライムの冷たい感触に包まれてしまっていました。

				　自慰をしていて発情していたこともあり、嫌なのに気持ちよくさせられてしまう。

				　ちゅぅっと乳房を吸い上げる感覚が気持ちよくて……わたしの身体が気持ちよくなる場所を的確に責め立てられてしまうようでした。

				（な、なにっ、なにか、きちゃ……ぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）

				　腸内に入り込んだスライムにぐにぐにとわたしの弱点を的確に弄られて……頭を真っ白にさせられてしまいます。

				　まるで、わたしのことを知っているかのような責めに抵抗できなくて、わたしが自分でしている時よりはるかに気持ちいいその感触に身体は熱を帯びてしまうのです。

				　怖いのに、気持ちよくなることを癖にされてしまいそうで……、身体が震えてしまいます。

				（ぁぁ、からだの、ちから、ぬけて……。ま、まさか……）

				　それに、少しずつ……、精(マ)気(ナ)を奪われている気がしました。

				　スライムのような魔物は……魔族と同じように精気を糧にしています。

				　そして……魔族のように精気を吸い尽くした相手を『飼って』子孫を増やすのだと……思い出してしまいました。

				　……ゾッとしました。

				　わたしの精気は、もうほとんど残されていません。精気を吸い尽くされてしまうのは時間の問題でしょう。あえて時間をかけているのは、わたしの恐怖を煽るためなのかもしれません。

				　手足に力を込めても、びくともしません。

				　でも、この恐怖はまだ終わりではありませんでした。

				　わたしのおマ◯コににゅるりと冷たい感覚が伝わってきたのです。

				「ごぼっ、んごっ……げぼっ……ん……んぅぅぅっ!!」

				（いや……いやぁぁぁっ、そこは、いや！　処女膜破らないでくださいっ！　リューシュっ、リューシュ!!　リューシュに捧げたかったのですっ！　スライムになんて、いや！　いやですっ！　やめてぇぇぇっ!!）

				　けれど、無慈悲にもスライムはわたしの膣内にまで侵入してきました。

				　軟体であることが幸いして、処女膜を破られることはありませんでしたが、子宮口をこじ開けるように入り込まれた状態で、吸い上げられて……体の中心から破裂するような強烈な快感に襲われてしまいます。

				　びくんっ、びくんっと震えてしまう身体。

				　さらに連続して襲ってくる快楽に翻弄されて、もうどうにかなってしまいそうでした。

				　真っ白になって吹き飛ばされてしまった思考に浮かぶのは……やっぱりリューシュのこと……。

				　リューシュになら、処女を捧げても良かったのに……、リューシュになら、奴隷になっても良かったのに……、リューシュになら……、リューシュになら……。

				　そんな想いに満たされて、どうして、素直になれなかったのだろうという自己嫌悪が胸の中に湧き上がってきて……止まりません。

				　今なら、きっと言えてしまいます。

				　リューシュ、わたしを、貴方の奴隷にしてください、わたしのすべてを……奪ってください、と。


                			

	








			
				　このまま、このスライムの虜にされてしまうのなら、せめて、リューシュの残(ざん)滓(し)を感じながら……そう考えて、周囲の魔力を探って……。

				　そして、気づいてしまいました。

				　このスライムからも、リューシュの魔力を感じられることに。

				（あ……）

				　全身の力が、一気に抜けていきます。

				　スライムに気持よくされるのは怖くて、心が震えてしまうのは変わりませんが……気づいてしまったからです。

				　そもそも、ちゃんとわたしが確認していればすぐに分かったことでした。

				　彼は……リューシュは言っていました。

				　このテントは……自分(・・)の分身(・・)だ、と。

				　それが、消えていない、ということは……、つまり……。

				「ようやく気づいたか。ルシア。魔族を仕留めたか確認するのに魔力を調べるのは基本じゃなかったか？」

				「はぁ……ぁぁ、リューシュっ！　生きて……生きていて……ふぁっ！　ぁぁぁっ!!　あはぁぁぁっ、あぁぁぁっ！　おチ◯ポぉっ、あなるからっ、しきゅうに、響き、ますっ！　あぁぁぁっ、あぁぁぁっ!!」

				　わたしの口とおマ◯コを塞いでいたスライムは引きぬかれ、全身を包んでいた冷たさはぬくもりに変わっていきました。

				　手足を拘束するスライムが温もりに包まれた触手に変わる。……それだけなのに、わたしは安心して素直に気持ちよくなれてしまうのです。

				　ア◯ルの奥に入り込んだ柔らかなスライムは硬いおチ◯ポになって、わたしの身体を奥まで突き上げてしまいます。

				　胸の奥から湧き上がる喜びと快楽に甘い声を抑えることはできずに背中を仰け反らせてびくびくっと震えてしまいました。

				「よっぽど、寂しかったみたいだな。チ◯ポ嬉しそうにア◯ルで締めあげて……自分がどれだけ堕ちてるのか思い知ったか？　淫乱ルシア！　このままケツ穴に射精してやる、ありがたく、受け取れよっ！」

				「あぁぁっ、はいっ、来てっ！　来てくださいっ！　あぁぁぁっ、あつっ！　あはぁぁぁっ！　い、いくっ、わたし、リューシュにあなる犯されて、イクっ！　イクのですっ！　はぁっ！　ぁぁぁっ！　あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　単純なもので、わたしが先ほどまで感じていた嫌悪感はどこかへと吹き飛び、もう喜びしかありません。

				　腸内をおチ◯ポでかき回されて、尻尾の付け根と子宮を内側から抉(えぐ)られて。

				　トドメに中に灼熱を注ぎ込まれたわたしは……、激しいアクメで痙攣を繰り返すしかありませんでした。

				　我慢できずに、おもらしをしてしまう感覚とともに、地面を濡らしてしまいます。

				「反省したか？　ルシア」

				　きっと……わたしが悲しんだのも苦しんだのも、全部リューシュの掌の上だったのでしょう。

				　でも、それも、もう不快ではなくて……、むしろ全部リューシュの思いどおりにされているのだとおもうと、安心してしまって……。

				「はぁ、んっ……ひ、ひどい、です。わざと、わたしに、リューシュの分身を殺させたのです、ねっ！　ひとりで、くるしんで、かなしんで……、わたしって、ばか、みたいじゃないですかっ！　でも、うれしい……ですっ、こうして、また、リューシュに抱いてもらって、うれしいのですっ……。好き……好きです。リューシュ」

				「さすがにそこまで狙ってできるわけ無いだろ。ただの偶然だよ。ちょっと『お客さん』が来ていてな。相手していて余裕がなかったんだよ。ルシア。それで、どうするんだ？」

				　本当かどうかはわかりませんが、わたしが分身体を殺せる状況になってしまったのは偶然だったようです。

				　でも、その後ずっと姿を見せず、スライムで襲ったのは絶対、計算して、なのです。

				　だって……また、あんな思いをするくらいなら……神族の仲間たちのところへ戻ることも諦めてもいいとすら、考えてしまうようになってしまいました。

				　もう、二度とリューシュから離れたくない。死なせたくないです。

				　でも、わたしは、まだ隠していることがあります。

				　全部捧げるには……すべてを打ち明けてから、です。

				　身体の動きを止められて、わたしは呼吸を整えます。

				「リューシュ、はぁ……んっ、正直に、言います。わたしは……今は、力をなくしています、けれど……魔王、でした」

				「……俺の知ってる魔王様は、もっと背が高くて、胸が大きくて、エロい腰つきをしてたぞ」

				「あ、あれはっ！　……その、魔王になるくらいならあのくらいじゃないとダメだと思ったので……姿を変えていたのです。今のわたしが……本当の……んぅっ！」

				「……まあ、俺としては今のルシアのほうが好みかもな。可愛いし。俺が包み込むにはちょうどいい。……それで？」

				　リューシュに貧相だ、と言われている気がしましたが、ぎゅっと抱きしめてくれるぬくもりはこのままでいいとのだと思わせてくれます。

				　身体が熱い……。リューシュを求めているのです。

				「んっ……、わたしは、魔族のあり方を変えるか……滅ぼすかをする方法を模索していた、うらぎりもの、です。だから……このまま、わたしを奴隷にしたら……面倒なことになります。それでも、いいのでしたら……。わたしを、リューシュ、あなたに……捧げます。その、奪って、ください。わたしの……全部を……。おねがい、します」

				　神族としてもわたしの持っている情報を欲しがって接触してくるでしょうし、魔族側はわたしの居場所が判明したら刺客を差し向けてくるでしょう。

				　どちらにしても、面倒事がやってきます。

				　その言葉を聞いたリューシュは、笑みを浮かべました。

				「……ちょうど、今の魔族のありかたは俺も気に入らなくてな。それに、今年は魔王を選出する年だ。目指してみるのも、いいかもな？　裏切り者の魔王様が味方についてくれるのなら頼もしいしな」

				「はい、わたしの力は……もうリューシュのもの、です。好きに……使って、ください。んっ……」

				　唇は奪われ……わたしの中に最後に残っていた精気を、リューシュにすべて吸い尽くされてしまいました。

				　代わりにリューシュの瘴気が流れ込んできます。

				　今まで首に着けられていた首輪が砕け散り、代わりに新しい首輪がわたしに巻き付いて……その鎖がリューシュと繋がったことを感じてしまいます。

				　これでもう、わたしはどこにも、逃げることはできません。

				　そのことに喜びを感じるくらいにわたしは……堕ちているのです。

				　リューシュが本気で、わたしが元魔王なのだと信じてくれたのかはわかりません。

				　でも……もし、彼が言葉どおり、魔族を変えてくれるのなら……わたしが、できなかったことをやろうとしてくれるのなら、全力で、支えるつもりです。

				　それくらいしか、今のわたしには、できることはありません、から。

				「ぁ……はぁ、んっ。これで、もうわたしは、リューシュから、逃げられないです、ね……」

				「ああ、それじゃ、最初の命令をしようか。ルシア。自分で俺の上に跨って……処女を自分で散らすんだ。俺にすべてを捧げた証として、な？」

				「ぁぁ……はい」

				　リューシュの言葉に、私はこくんとうなずきました。

				　ア◯ルを犯していたチ◯ポは引きぬかれて、リューシュは仰向けに寝転がります。

				　わたしの身体はリューシュの身体の上に乗せられてしまいました。

				　奇しくも、わたしがリューシュの分身の首を吹き飛ばした時と似たような状況です。

				「はぁ……はぁ……、んっ」

				　ドキドキと胸を高鳴らせながら、手でリューシュのおチ◯ポを支えました。ゆっくりと腰を落としていきます。わたしの小さなマ◯コにリューシュの大きなチ◯ポが当たり、開かれていく……。

				　ぬちゅ、という音とともに浅く受け入れただけでも……痛みが走ってしまいます。

				　正直に言えば、怖いです。

				　でも、今、此処で処女を捧げてしまいたかったのです。スライムに処女を奪われるかもしれないと感じた時の恐怖に比べれば、この程度、なんでもありませんでしたから。

				「く……ぅっ……んっ……は、はぁ……、み、みて、ください。元魔王であるわたしが……下級魔族のリューシュに自らの処女を捧げて、奴隷に堕ちる姿を……、ふ、ぎっ！　あぁぁぁぁぁ!!」

				　わたしは……最下級の存在に堕ちる宣言をして、腰を落とします。

				　ぶちぶちっと何かが引きちぎられてしまったような錯覚と激痛。……恥ずかしくて、惨めで……。

				　……とても、興奮してしまいました。　

				　痛みに、奥底までおチ◯ポを受け入れることはできませんでしたが……きゅぅっとリューシュのおチ◯ポを自ら締めあげて、気持よくしてあげたい、と思ってしまうのです。

				「ああ、ルシアはもう、魔王でもなんでもない、ただの奴隷だ。ほら、このチ◯ポが良いんだろ？　ルシア！　このマ◯コもおチ◯ポに逆らえないようにちゃんと調教してやるから安心しろよ！」

				「あひっ！　あぁっ!!　いだいっ、のにぃっ、きもち、良いっ！　良いっ！　イクっ！　だめですっ、いっちゃ、ぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」

				　そんな、リューシュの言葉とともに、わたしの腰が突き上げられてしまいます。

				　すでに子宮口を開発されてしまっていたわたしは、処女を失ったばかりで痛みも残っているというのに、子宮を突き上げられて頭の芯を突き抜けていく快感にあっさりアクメを迎えさせられて……幸せになってしまいます。

				　気がつけば、両脚は触手に絡め取られて、もう、逃げられなくなっていて……。

				「簡単には許してやらないからな。ルシア。プライドの高い魔王様が、下級魔族のチ◯ポ奴隷に堕ちたらどうなるのか、たっぷりと思い知らせてやる。チ◯ポも、一本だけじゃ物足りないだろ？」

				「ぁ……ぁぁぁ……」

				　気がつけば、もう一人のリューシュが立っていました。おそらくは、分身なのでしょう。

				　それがわたしの背後に回って……。

				　おかしくなる。絶対、おかしくなるくらい、気持ち良くされて……、おチ◯ポに逆らえなくされてしまう。

				　それが……すごくドキドキ、します。

				「リューシュ、さまぁ。わたしを……可愛がって、ください。お口も、おマ◯コ、も、ア◯ルも、ぜんぶ、ぜんぶ、ふぁっ……んちゅ……んぶっ……」

				　子宮口をおチ◯ポで突き上げられて、先っぽがこじ開けてくるだけで、わたしの子宮も頭も痺れてしまいます。

				　ア◯ルにもおチ◯ポが入ってきて……子宮口と尻尾の付け根を腸から抉(えぐ)られてしまう。

				　倒れこんだわたしはキスをされて、舌を絡めとられる幸せに溺れていきました。

				　気を失うまで可愛がられてしまったわたしは……身体も、心も、魂も、完全にリューシュさまのモノにされてしまったのでした。

                			

	
			
				 新たな奴隷、紅翼の聖女見習い　　

				

				「はぁ、しんらぅっ、もっ、わたひっ、しんらいま、しゅ、ぁぁっ、りゅー、しゅ、しゃまぁ、あぁぁぁぁぁっ!!」

				「そう言いながら、うれしそうにチ◯ポを咥え込んでいるのはルシア、お前だろ？　まったく、処女をなくしたばかりだっていうのにな、淫乱な奴め……っ！」

				「……や、やめなさいよっ！　その子、そのままじゃ本当に死んじゃうわ！」

				　アタシの目の前で、銀色の髪をした竜族の女の子が涙を流しながら仰け反り、悶えている。

				　二人の黒髪の魔族に挟まれた彼女は、立ったまま前と後から太い肉棒に貫かれ、陵辱され続けていた。

				　肉棒と少女の秘裂との隙間からこぼれ落ちる液体には、まだ赤い血が混じっている。あの竜族の女の子が純潔を散らして間もない証拠だった。それにもかかわらず、不自然にお腹が膨らんでいる。

				　女の子はアタシよりずいぶん年下に見えるのに、どれほどの陵辱を繰り返され精液を注ぎ込まれてしまったのだろうか。

				　両手と両脚は触手に絡め取られていて、ひくんっ、ひくんっと震え、素足の指は時折、きゅぅっと握りしめられてなにかをこらえているように見える。

				　額にある赤い神核(しんかく)は黒く濁り始め、身体の限界が近いことを告げていた。

				　本当に死んでしまうのではないかと思える声を上げているのに、女の子を陵辱している黒髪の魔族はやめる気配はない。

				「ルシアは俺の奴隷だ、どう可愛がってやるかは俺の勝手だろう？　それとも、お前が身代わりになるのか？　それでも良いぞ？　堕竜に堕ちたルシアの代わりをできる気があるなら、な」

				　背後には三人目の黒髪の魔族がいて……アタシの胸を無遠慮に掴んで揉んでくる。

				　大きと形の良さが自慢の胸だけれど、こんな奴を喜ばせるためじゃない。

				　好き勝手されて悔しいのに。悔しいのに……！　

				「……こ、この、外道……！　卑怯な手ばかり使って！　正々堂々勝負したらどうなの！」

				　悔しいけれど……、アタシは叫ぶことしかできない。

				　この黒髪の魔族に精気を吸い尽くされ、奴隷にされてしまっているからだ。

				　無理矢理言うことを聞かせようと思えばできるはず。それなのにアタシの意思で選ばせようとしているのは……、身体だけじゃなく心も屈服させようとしているからなのだろう。

				　アタシはこんな奴の思いどおりになんてなりたくはない。

				　でも、それは目の前で陵辱されている女の子を見捨てることを意味していた。

				「正々堂々、正面から戦えるような力があればそうするけどな。お前も言っていたとおり雑魚の俺にはこういう手段を選ぶしかないんだよ。それで、どうするんだ？　このまま、あの可哀想な堕竜娘がイキ殺されるのを見届けるのか……、それとも、お前が代わりに身体を差し出して助けるのか……」

				「……くっ。わ、わかったわよっ！　アタシを代わりに犯せばいいじゃない！　その代わり……貴方は必ず殺すわ！　仲間たちが絶対アタシを探しに来てくれるもの！」

				　アタシのミスで助けられなかった女の子を見捨てるなんて、できるわけがない。

				　結局、コイツの思いどおりの選択をさせられてしまう。悔しくてたまらない。

				　でも、まだ希望は残っている。

				　みんななら、この程度の魔族に負けるはずなんて無いからだ。　

				　追いついてくれるまで、たぶん一週間程度。それまで耐え抜けば良い。

				　身体を穢されるのは我慢ならないけれど……犬に噛まれたのだと思うしか無いだろう。　

				「ほう、それは楽しみだな……。だが、その生意気な口調はだめだ。お願いしろ。処女を奪って陵辱してください、ってな」

				「そんなの……っ！」

				「ひぎぃぃっ！　あぁぁぁっ！　りゅー、しゅ、さ、ぁぁぁぁっ！　ゆ、るひっ、んぁぁっ！　あぁぁぁぁっ!!　ま、た、ぁぁぁっ！　いぐっ、いぐっ！　ひんじゃっ、いぐっ!!」

				　雑魚魔族相手に、そんなこと言えるわけがない。

				　そんなアタシの考えを読むかのような黒髪の魔族の言葉に歯ぎしりする。

				　わたしが迷う間にも竜少女の悲痛な声が届く。時間がない。

				　その声に耳を塞ぐこともできず、決断を迫られてしまう。

				「や、やめてっ！　わ、わかったわ……！　お、お願いよ……。アタシをあの子の代わりにして……ください。しょ……、処女を奪って、お、犯してっ、犯してほしいの！　……これでいいんでしょう？」

				「まだだな。這いつくばって腰を高く上げて俺のチ◯ポを受け入れやすいようにしろ。天翼族のエリート娘が、雑魚魔族なんかに屈服した証拠としてな」

				「くぅぅぅ……。ど、どこまでアタシを……、わ、わかったわ！　や、やるからその子はっ……」

				　歯ぎしりしても叫んでもどうにもならない現実。

				　うつ伏せになったアタシは、しぶしぶながら腰を高く上げていく。

				　これ以上のない屈辱に、見せたくもないのに涙がこぼれてしまう。

				　どうしてこんなことになってしまったのだろう……。

				　あの時、もっと慎重に行動していればこんなことにはならなかったのに。

				　そう考えながら……、アタシの自慢の紅色の翼が乱暴に握りしめられた。

				　抗議の声を上げる前に肉の塊がアタシを貫く感触に悲鳴を上げてしまう。

				　激痛と最低の男に処女を散らされてしまった悔しさとを感じながら、今日この状態に陥る前のことを思い返していた。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

				

				　きっかけは魔族の襲撃が活発化した時期にまで遡る。

				「今年も例年どおり、魔族の活発化が始まったみたいね！　アタシたちはどこに参加するの？　トップの成績を収めているのだから、当然、都市防衛に参加できるのよね!?」

				　毎年この時期になると、魔族側の動きが活発化して襲撃を仕掛けてくるようになる。

				　襲撃してくる時期は毎年だいたい同じ。

				　だから、アタシ達としても事前の準備を整えやすいのだけれど、いつも被害は避けられない。

				　それだけ、魔族は強いのだ。

				　数人の男女が誘拐されてしまうだけならばまだ被害は少ない方。ひどい時には街一つを陥落させられて、まとめて連れさらわれてしまうこともある。

				　そんな魔族に対抗する聖女や聖人を育成するために準備されたのが、人族領の中心に位置している都市『サンライティア』に作られた『神殿』。

				　アタシたちはそこに所属する四人組のグループで、ようやく卒業試練を終え実戦への参加が許可されたばかりだった。

				「フィーニス、焦りすぎ。私達、実戦に参加できるようになったばかり。今回は『ツースカ』地域の『巡礼』」

				「ええ!?　なんでよ、リティア！　アタシ達、成績トップじゃない！　なんで都市防衛に参加できないのよ！」

				　アタシ達のグループリーダーは白髪、銀眼の人族の少女、リティア。

				　身長は一〇歳前後の少女のように低く胸もあまりないのだけれど、これでも一九歳なのだとか。

				　いつも無表情だけれど、沈着冷静で頼りになる。高い実力はアタシも認めるくらい。

				　治癒魔法を使いこなす彼女の力に何度助けられたことか。

				　体力的にはアタシ達より劣っているのが欠点、といえるのだけれど……。

				

				　今回、アタシはリティアの言葉に納得できないでいた。

				『巡礼』というのはこの、瘴気の濃度が薄く、周囲に人がいない場所に足を運んで見て回ることだ。

				　閑散とした場所ではあちらこちらから瘴気が自然発生している。

				　最初は濃度が低いその瘴気も、定期的にその浄化を行わなければ徐々に濃度が濃くなっていってしまう。そうなると、スライムのような魔物が発生して、周囲に被害を及ぼす可能性があるし、低位の魔族が住み着いてしまう可能性もある。

				　必要なことだとわかってはいる。

				　ただ、魔族との戦闘になる可能性は低いのが不満なのだ。アタシ達の実力からすれば、もっと危険な任務でも問題なくこなせるはずだ、と思ってしまう。　

				　過小評価されているみたいで、面白く無い。

				「アタシたち、実戦経験ぜんぜん足りない」

				「確かにボクたち、訓練はずっと受けてたけど、魔族と本格的に戦うのって初めてだもんね」

				「フィーニス、今回は仕方がないと思います。どんな部隊でも最初は『巡礼』で実戦経験を重ねてから都市の防衛など重要な仕事を行う、といいますから……」

				「……キューフもベルもそれで良いの？」

				　同じグループメンバーのドワーフのキューフ、エルフのベルカナもリティアに賛成しているようだ。

				　アタシは不満が残っているけれど……、みんなから反対されたら強く出るわけにもいかない。

				　アタシたちはグループで活動しているんだから……。

				「フィーニスが魔族を憎む気持ちはわかりますけれど、ここで焦るのは良くないですよ？」

				「……わかっているわよ、ベル」

				　金髪のショートヘアを揺らしたベルカナがやさしい瞳でこちらを見つめている。

				　身長はアタシよりちょっと低いくらいなのに落ち着きがあって、なんだかんだでみんなのお姉さん役に収まっている。

				　エルフもアタシみたいな天翼族や竜族と同じ神族で、アタシと同じように額に神核(しんかく)を持っている。

				　その深い緑色の瞳を見つめていると、気持ちが落ち着いてくるから不思議。

				

				　アタシ達、天翼族は特に魔族に狙われやすい。

				　伝承に伝わる天使によく似た容姿を持っているから、っていう噂だけど、真相はわからない。

				　昔、アタシの友達が住んでいた街が襲われて……その友達はどうにか助けだされたのだけれど、その時にはもう『堕天』して……手遅れだった。

				　聞いた話だと、性器も排泄器官もボロボロで乳腺まで使われた形跡があったとか……。

				　よせと言われても無理矢理に会いに行って、見せつけられた現実。

				　光を失った瞳と漆黒に濁りきった神核、異常に肥大化させられている乳房。

				　身体は綺麗になっていたけれど、知っていたはずなのにまるで別人になってしまったあの光景は今でも忘れられない。

				　彼女は今でも、施設で社会復帰を目指しているらしいけれど……。

				「大丈夫！　魔族の活性化時期は二ヶ月もあるんだし、ちゃんと『巡礼』をこなしていればボクたちが活躍できるチャンスも絶対に来るよ！」

				　キューフがぐっと拳を握りしめる様子を見て、ちょっとだけ元気が湧いてくる。

				　ドワーフ族の特徴である小柄な身体は低身長のリティアよりも小さい。

				　空色の髪はリボンでツインテールに縛られていて可愛らしいけれど、このリボンはキューフの力で自在に動いてみんなを守る盾になる。

				　キューフがみんなを守ってくれるから、アタシもおもいっきり戦える。

				　そのキューフもアタシを励ましてくれるのがわかった。

				「ちゃんと指示を聞くのも、組織には大切。独断専行、迷惑、かける。今回の任務はアタシ達が地味な仕事でもちゃんとできるか試されてる、はず」

				　リティアの言うとおり、組織の指示に従わない人材を重要な都市防衛に参加させるか、と言われれば確かに首をかしげる。

				　臨機応変に対応できないのも問題はあるだろうけれど、全員好き勝手に動かれてはまともに戦えるものも戦えないんだ。

				　順調なら一度の巡回にかかる時間はおおよそ一月。

				　時期的には襲撃を防ぐ時期から、魔族に支配されてしまった街の解放や救出作戦に内容が変わっていく時期だ。

				　そちらの方に回される可能性は十分あるんだ、と思い直すことにした。

				「……うん。そうね。ごめんなさい。アタシ、ちょっと焦ってたわ」

				「わかってくれれば良いんです。さて、準備が必要ですね」

				　うなだれるアタシの頭をベルカナが撫でてくれる。

				　ちょっと恥ずかしい。

				「うん、おやつ準備しなきゃ！」

				「キューフ、今回、遠足と違う……」

				「あらあら、仕方がないですね。馬車の中に詰め込める量には限度もありますし、計画的に積まないとだめですよね」

				「もう、みんなったら……」

				　やると決めたからには手を抜くわけにはいかない。

				　この時は、ちゃんと命令をこなそう、とアタシも思っていた。

				

				　状況が変わったのはそれから約二週間ほど経過した日のこと。

				　草原地帯が広がる『ツースカ』の内陸部を馬車で移動しながら瘴気の浄化を行い、各地の村を巡っているときにある情報が届いたのだ。

				「……『ゼワイト』からの逃亡者？」

				「はい。今『神殿』から連絡がありまして……、『ゼワイト』から『サンライティア』へ向かう神力の反応があったそうです。ですが、途中、この近辺で反応が途切れてしまったようで……」

				「……多分、魔族。逃亡防止の呪い、発動……」

				「大変！　すぐに助けにいかないとだめじゃない！」

				　私たちが滞在している村にある『神殿』の支援施設『教会』。そこに届いたのは、遭難者が発生したという連絡だった。

				　魔族領である『ゼワイト』から逃げてくる者は、大半が奴隷とされている人たち。その場合、逃亡防止用の呪いをかけられた首輪を身に着けていることが多い。近くいる魔族に引き寄せられてしまうのだ。

				　その呪いを中和すれば魔族領からは逃げられるのだが、人族領に入った後は精(マ)気(ナ)の節約をするために呪いの中和を止めてしまう。

				　普段ならそれでも問題なく逃げられたのだろうが、今は各地に魔族がうろうろしている。運悪く引っかかってしまったのだろう。

				　すぐに助けにいく必要がある。

				「問題、ある。大きく迂回必要。しかも、道悪い。馬車での移動、困難」

				「……となると、全員徒歩で移動する必要があるね。荷物はボクが持つから良いとしても……随分時間がかかっちゃうことになるね、これ……」

				「……最短でも……一週間、でしょうか？　魔族を野放しにするわけにはいきませんから向かうのは確定としても、その神族の方は……」

				　キューフが腕を組んで顔を顰めた。

				　今回の問題は、本来予定していた巡礼コースからは大きくハズレてしまうことだ。

				　本来は別の村から通る道であり、現在の村から問題の場所に向かうには普段通らない道を突っ切る必要がある。

				　そのため、馬車が通れる道があるかも不明だ。

				　この道を通過して次に巡回する村に戻るとなると……。

				「アタシが先に行って様子を見てくる。この場合、アタシ一人なら飛べるし時間の短縮にもなるわ」

				「……フィーニス、それは危険。魔族、確実にいる」

				「そうですよ！　私たち神族は精(マ)気(ナ)の回復は遅いんです。だから、リティアさんみたいな人族と一緒にいてこそ力が発揮できるんですよ？」

				「そうだよ、いくらフィーニスが強いからってそれは危険過ぎるから！」

				　アタシの提案は、なんというか当然のごとく却下された。

				　心配してくれるのは嬉しい。

				　でも、実力を過小評価されているみたいでちょっとだけムッとしてしまう。

				「このあたりにいる魔族なんて、雑魚でしょ？　街を襲ってくるような魔族ならまだしも……。この間も村を襲ってきた魔族なんて簡単に排除してみせたわ！」

				「……それは、万全の体勢を整えられたから。今回、相手の土俵。何があるか、わからない」

				　リティアは冷静にアタシに反論してくる。

				　けれど、アタシは焦っていた。

				　魔族に捕まった神族がどうなったか。

				　その末路を見てしまっていたから……。

				　できるだけ、助けたいと考えてしまうのだ。

				「救出を行うなら早く行かなきゃ、手遅れになってしまうもの！」

				「……フィーニス、そういえば友達のクーンさんは……、リティア、フィーニスに先行はしてもらいましょう。その代わり、私たちもフィーニスの後を追いかけます。それならどうですか？」

				「ちょっと、ベルまで何を言い出すのさ!?　……確かに救出を急ぐなら機動力も攻撃能力も高いフィーニスに行ってもらうのがよさそうだけど……スタミナは大丈夫なの？」

				　ベルカナはアタシの事情を知ってくれているからか、賛成に回ってくれた。

				　キューフは……迷っているみたい。

				　リティアは無表情でじっとアタシの顔を見つめている。

				「大丈夫よ。リティア、アタシの手に負えないと判断したらすぐに逃げるわ。それなら、良いでしょ？　みんなは……後から追いかけてきて、ね？」

				「……攻撃は、遠距離からだけ。それで倒せないようならすぐに引き返して。……それなら許可、する」

				「……!!　リティア！　ありがとう!!」

				　じっとアタシを見つめていたリティアが折れてくれた。

				　そのことに喜んで、アタシは自分の服を『神殿』の正装である修道服から、戦闘用の衣装に服を再構成させる。

				　それから、リティアが手を当てて……アタシにありったけの精(マ)気(ナ)を注ぎ込んでくれた。

				「……絶対に油断しないで。精(マ)気(ナ)の残量が半分を切ったら、必ず引き返す……いい？」

				「うん！　わかってるわ！　大丈夫よ！　アタシが負けるわけ無いんだから！」

				「……本当に、本当に、無茶しないでよ？　できる限り急いでボクたちも追いつくからね！」

				　でも、この選択は後に間違いだったと思い知ることになってしまう。

				　きっと、全員でこの場所に訪れていたのなら、また、違った結果になったはずだから……。

				　今まで戦ったことのなかった魔族の、本当の怖さを身をもって思い知ることになってしまうのだから。

                			

	
			
				 敗北の紅翼乙女

				

				「……来たか。アレは……神族の方だな。ルシアを救助に来たってところか」

				　日が暮れ始めた空に一人の天翼族の女が現れたことを確認した俺は笑みを浮かべた。

				　それなりに距離はあるものの、その長いストロベリーブロンドの髪と真紅の翼はよく目立つ。

				　ついでに、胸も大きい、Ｈ以上はあるだろう。

				　見た目は十代後半で……少女といって差し支えなさそうだ。

				　キョロキョロと地上を見渡していることから、何かを探していることは間違いない。

				「準備をしていた甲斐があったな。それにしても、一人で来るなんて油断し過ぎだ。こっちとしてはやりやすくて助かるが……」

				　ルシアを軟禁状態にして調教を始めた後、俺はただ漫然と彼女の肉体を貪っていたわけじゃない。

				　神族はどうも味方の神力を感知できるようで過去にも脱走した堕竜や堕翼、ダークエルフに堕ちた者を保護している。備えをするのは当然だろう。

				　魔力をほとんど持たない俺は分身と変身の能力しか使えない。だがその代わり、分身を四人くらいまでは同時に自分の手足として動かせる。

				　他の能力を使えないがゆえ、苦肉の策として身につけた特技だ。最初は二人同時に動かすだけでも大変だったな。

				　その能力を生かして、ルシアの調教を分身体で行いながら、俺本体はテント周辺に岩や木々に変化させた分身体を多数配置し、獲物が来るのを待ち構えていた。

				　ルシアを軟禁しているテントも、上空から見た時には地形の一部と認識されるよう偽装してある。

				　虫がよくやっている擬態の真似だな。

				　あの天翼族の少女からはそう簡単に見つけられまい。

				　分身の維持にはある程度の瘴気の濃度があればいい。ルシアを監禁しているテントから離れた場所に瘴気の発生源となる分身体を配置していた。俺本体よりも大量の瘴気を持たせている。

				　こうすれば俺の気配は、より強い瘴気の中に紛れ込んでしまうので感知するのは困難となる。

				　これで力の強い魔族なら、どう頑張っても瘴気より本人の魔力の気配が強くなってしまう。

				　魔力の脆弱な俺だからこそ取れる戦法だ。

				　それにしても、こういう場所に現れる『巡礼者』はだいたいチームを組んでいるものだが、彼女は一人だ。

				　街の防衛に参加するようなベテランとは違って未熟な者であり、俺達のような弱小魔族でも一対一十分に戦えることが多い。

				　それを補うのが数なのだが……、おそらくは実力に自信があるのだろう。

				　ならば、足元をすくってやるように動くべきか。

				「お、瘴気の浄化を先にやるつもりか。教本どおりだな……」

				　上空をウロウロしていた紅翼の少女は高度を下げて瘴気の濃度が最も濃い場所へと近づいていく。

				　瘴気が存在しなければ魔族の活動能力は大幅に低下する。

				　魔族の姿が見えないのであれば先に瘴気を消そうとするのは理に適っている。

				　──普通であれば、だが。

				　狙うは、紅翼の少女が浄化のための術式を展開したその瞬間。

				　どうしても神術を使うときには隙が生じるものだ。

				　それを狙う。

				　配置していた分身たちがゆっくりと動き始めた。

				　分身たちの手には、やはり俺が分身を変身させたボウガンを手にしている。

				　俺の変身した道具は骨より硬くできないので、接近戦は避けた方がいい。

				　さらに、俺の意識が入っていない分身は単純な動作しかできない。弓やスリングのような技術の必要な武器は不向き。だから、狙って引き金を引くだけのボウガンだ。

				　ほぼ木偶人形である。強度もない。

				　矢も一回だけの使い捨て。

				　だが……それで十分。

				　紅翼の少女が術式を発動しようとしたその瞬間、彼女へと向けて一斉にボウガンが放れたのだった。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

				

				「……瘴気の濃度が濃くなってる……。この辺りのはずだけれど、何も見当たら無いわね。隠れているのかしら。厄介だわ……」

				　アタシがその場所に到着した時、辺りはすでに夜のベールが覆い始めていた。

				　暗所での活動は危険が伴うけれど、こんなところで明かりを灯したら魔族に自分がここにいることを宣伝するようなもの。それはできない。

				　瘴気の濃度が濃くなっていることは感じられるものの、魔力の気配までは感知できない。

				　実は、アタシはこういう気配感知、というのは不得意。

				　いつもはベルカナやキューフが調べてくれるのだ。

				「神力の反応も……わからないわね。不味いわ……」

				　そして、アタシを焦らせる要素はまだあった。

				　神力が感じられないのだ。

				　それは逃亡してきた神族が非常に弱っているという証拠でもある。

				　どうも、この瘴気が気配を感じにくくさせているみたい。

				　体内の精気がまだ十分に残されていることを確認したアタシは……、瘴気の浄化を行うことにした。炎を扱うアタシにとって瘴気の浄化は得意分野だからだ。

				「…………」

				　体内の精気を『神力』へと、そして炎へと変換していく。

				　浄化の炎。

				　それはアタシが一番得意とする神術。

				　意識を集中して、術を解放しようとした瞬間、それは起こった。

				「……!?」

				　アタシに向かってくる多数の矢。

				　とっさに、迎撃用の炎の術式に切り替えて周囲を薙ぎ払った。

				「見つかってた!?　でも、この程度じゃアタシは倒せないわよ！　さあ……きゃっ!?」

				　ごぉっと炎を上げて燃え落ちる矢たち。

				　しかし、安堵する間もなく近くの木が変化して触手が伸びてくる！

				　意識を逸らされていたアタシは右足を触手に絡め取られてしまった。

				「こ、のぉっ!!」

				　炎を放つと、触手は簡単に燃え上がる。

				　分身にしても、脆すぎる。

				　やっぱり、ここにいる魔族は雑魚！

				「やっぱり雑魚ね。こそこそしてっ！」

				　この時、アタシは瘴気の中に引きずり込まれてしまったことなど気にしていなかった。

				　別の場所からボウガンでアタシを狙ってくる魔族の分身が現れても、消耗の少ない、最下級の炎の神術で一撃で燃え尽きていく。

				　これなら楽勝、どれだけ現れても問題ない。

				　そう考えていたんのだから。

				　……この時、すぐに一旦引いて体勢を立て直したなら状況は全然変わっていただろう。

				　でも、そのまま戦闘を続けていたアタシの状況は、時間が立つにつれ加速度的に悪化していく。

				「はぁっ……はぁっ……、ちまちま、ちまちまとっ！」

				　最初は近づいてもなんの反応も示さなかった木が他の魔族の分身を倒して油断した隙に遅いかかかってくる。

				　地面だと思っていたら擬態した触手だった。

				　岩だと思ったら矢を放ってきた。

				　次々と途切れること無く擬態を解除して襲ってくる魔族の分身たちを前に、アタシの神経はドンドンすり減らされていく。息をつく暇がない。

				　大技でまとめて吹き飛ばすことも一瞬考えた。でも、守るべき神族の仲間まで吹き飛ばしてしまう可能性がある。保護対象の居場所を確認するのが先だった。

				「早く、本体を見つけないと……きりがないわね……」

				　瘴気の中にいるアタシの消耗は考えていたよりも激しい。気がつけばリティアと約束していた以上の精(マ)気(ナ)を消費していた。

				　でも、ここで撤退するなんてアタシには考えられない。

				　一撃で倒せる雑魚魔族の分身の数は確実に減っていて、アタシの神術で浄化されたのか瘴気も薄くなっている。

				　あと少し、あと少し。

				　一見すれば終わりが近づいているように感じているのは、実は錯覚だと気づかないままで。

				「みつ、けたっ！　本体っ！」

				　そして、アレだけ探し求めていた本体と思わしき魔族が……姿を現した。

				　全身が黒い肌のコウモリの翼を持った……いかにも低級な魔族。

				　魔力もちゃんと感じられる。

				　足元には気を失っているらしい銀色の髪の竜の女の子。

				　もう一息だ、と感じたアタシは、残った精気を振り絞って一気に周辺を吹き飛ばすことにした。

				　帰る分の精気が残っていれば十分だ、と。

				　あまりに登場のタイミングが良すぎる、という違和感に気づかないまま。

				「いっけぇぇぇぇぇぇっ!!」

				　アタシの周囲を中心に一気に周囲が炎に包まれる。

				　気を失っている竜族の女の子は巻き込まず、周囲にまだ多数いた魔族たちが焼き尽くされていく。

				　中央にいた大きな魔力が消えたことを確認して、アタシは地面に降り立った。

				「はぁっ、はぁっ、間に合った……」

				　目の前にいる竜族の女の子の姿に安堵する。

				　この時、ちゃんと神力を確認することも微かに魔力が残されていないか確認することも、失念してしまっていた。

				　そう、完全に油断していたのだ。アタシは。

				「もう大丈夫だから……んむうっ!?」

				　だから……、抱き起こした少女に逆に抱きしめられて、唇を奪われてしまってもすぐには反応できなかった。精(マ)気(ナ)が抜き取られ、身体から力が抜けていく。

				　疲労から鈍くなっていた思考では、何が起こっているのか理解できるまでに時間がかかってしまった。

				「んぅっ!?　んぅぅっ！」

				（な、何をっ!?）

				　この女の子が魔族が化けていた偽物だと気が付き、逃げようとした時にはもう手遅れだった。

				　アタシの胸を魔族が好き勝手に揉んでいくのに、手も足も触手に絡め取られ、動かせない。

				　飛び立とうとする翼も抑えこまれて、ばさばさと必死で羽ばたいても飛び上がることができない。

				　体内に流れ込む瘴気にかき乱されて、神術を使うこともできない。

				「んぅっ!!　んんんんんっ!!」

				　力の入らないアタシを蹂躙する舌。嫌悪感しか感じないアタシは必死で抵抗しようとする。

				　でも、口の中に入り込まれた舌を拒めない。逆に舌を絡め取られ舐られてしまう。

				　気持ちよくなりたくないのに、アタシの頭がぼうっとしてくる。

				　身体が熱くなってくる。

				　悔しいっ……！

				「んぐっ……んっ……んぅぅ……ん……」

				　そして……。抵抗も虚しく……アタシの精気はすべて吸い尽くされてしまった。

				　……魂が鎖に絡め取られ……縛り上げられていく。

				　そして、首には首輪が形成され、きゅっと軽く締め上げられる。

				　魔族の奴隷となった証だった。

				　ショックで呆然とするアタシは、口内を蹂躙する魔族に身を任せることしかできなくなっていた。

				「これで、お前は俺のものだ。名前を聞こうか？」

				「はぁっ……この、卑怯者！　アナタに名乗る名前なんて、無いわ！」

				　口がようやく自由になった時、アタシを蹂躙していた魔族は少女から黒い髪の男に変わっていた。

				　見た目、少し若い人間のようだ。

				　その姿にちょっと驚いてしまったのは一瞬のこと、すぐにキッと睨みつける。

				「ま、確かに俺は卑怯者だからな。でも、そんな態度で良いのか？　お前はルシアを……堕竜の女の子を探しに来たんじゃないのか？」

				「……!!　や、やっぱりここにいるのね!?　無事なの!?」

				　この近くにいる、というアタシの考えは間違いではなかったみたい。

				　でも、同時に不安になる。

				　先ほどの大技で一緒に吹き飛ばしてしまったのではないか、と……。

				「安心しろ。さっきのは一瞬肝が冷えたが、お前の攻撃は届かなかったよ。ただ、無事……かどうかはこれからのお前の態度次第、としておこうか」

				「……っ！　外道っ！　そ、その子にひどいことしないでっ！」

				　無事だということに安堵しながらも、神族の少女を害するという言葉に慌てる。

				　でも、もう奴隷にされてしまったわたしには何もできない。

				　無力だった。

				「それはお前の態度次第だ、と言っただろう？　とりあえず今のお前の態度だとどういうことになるのか見せてやらないとな……？」

				「……どういう、意味？　きゃっ！」

				　そして……アタシは触手に拘束された状態でお姫様だっこをされて、男の手で地形に偽装されていたテントに運び込まれてしまう。

				　そこで……見たものは……。

				「はぁっ、りゅーしゅ、さまぁっ、ぁぁぁっ！　はぁっ、ぁぁぁっ！　い、くぅっ！　あたまぁ、まっしろぉっ……はぁっ、しきゅ、しびれっ……ぁぁぁっ！　から、だぁっ、びんかん、なの、にぃっ！　はぁぁぁっ！　あぁぁぁぁっ！　とまら、ぁぁぁっ！」

				「まだまだ止めてやらないぞ、ルシア」

				「はぁ、いぃっ、りゅーしゅ、さま、あぁぁぁっ、つよっ、いぃっ、い、ぐぅっ！　あた、ひぃっ、ま、たぁっ！　いぐっ、いぎま、ひゅぅぅっ！　あぁぁぁっ！　あぁぁぁぁっ!!　はぁぁぁぁっ!!」

				　アタシを抱きかかえた魔族とそっくりの魔族二人に陵辱されている銀色の髪の堕竜の少女だった。

				　長いウェーブした髪を振り乱し、小柄な身体を目いっぱいに逸らしてがくがくと震えているのに、男の動きはいっこうに止まる様子はない。

				　金色の瞳は虚ろに開かれ、口元からはヨダレが溢れている。

				　まだ、額の神核は赤い光を帯びていたけれど……徐々に黒ずんでいるのがわかってしまった。

				「い、やぁぁぁぁっ！　や、やめてっ！　やめさせてっ！　あんなの……あんなの、壊れちゃうっ！」

				「ああ、お前のせいだぞ？　さっき、さんざん手こずらせてくれたから、コイツに見張りの分身を殺されてしまってな……。今はお仕置きをしている最中なんだ」

				「そんなのっ、アタシのせいじゃないっ、貴方が外道なだけでしょうが……！」

				「いいや、間違いなくお前のせいだよ。そうでなければ俺の分身が殺されるきっかけはできなかったからな」

				　アタシのせい、という言葉に心を抉られる気がした。

				　でも、アタシはそれを受け入れるわけにはいかない。

				　アタシが彼女を助けようとしたことは決して間違いなんかじゃないはずなのだから。

				「信じないわ！　それより、やめなさいよ！　アタシのせいだっていうなら、アタシを痛めつければいいじゃないの！」

				「いいや、お前にはきっちり見てもらうさ。お前の行動の結果を、な？　とりあえず……名前を言わなければアイツをもっとひどい目に合わせてやるぞ」

				「……っく……。フィーニス、よ……。これでいい？」

				「まだ、立場がわかっていないようだな？　フィーニス」

				「……っ！　な、何をするのっ!?」

				　そして……アタシはしばらくそのまま、その竜の少女が陵辱される姿を見せつけられることになってしまう。

				　最初は床に横になっていた男の上で犯されていた少女。やがて、少女は抱き上げられると、前から、後ろから突き上げられる体勢に変えられて犯されていく。

				　そして、繰り返し絶頂させられ、射精され。お腹が膨らんでいく……。

				　でも、何もできない。してあげられない。胸が張り裂けそうだった。

				　竜の少女が息も絶え絶えになっていくなか、彼は提案する。

				　アタシがあの子の身代わりになることを。

				　そして、アタシは身代わりに陵辱されることを受け入れた。

				　そして、処女を奪われた今へと……繋がるのだった。


                			

	
			
				 紅翼乙女の破瓜と輪姦陵辱調教

				

				　両手を触手によって後ろ手に縛られているアタシ。

				　下着と靴は脱がされてしまったけれど、ここに来る時に身に着けたスカートタイプの白い戦闘用法衣とフトモモまで覆う白いソックスはそのままにされていた。

				　足首にも触手が絡みついていて……逃げることを許してはくれない。

				　ごくんっと唾を飲むと、地面に頭を付いて腰を高く持ち上げていく。お尻の穴も秘裂も丸見えになっているだろう。

				　恥ずかしさと屈辱でふるふるとフトモモが震え、目に涙が溢れていく。

				　不意に背中に痛みが走った。

				「いだっ、や、そこは……。あ、ぎぃぃぃぃぃっ!!　あぁっ、あああぁぁぁぁぁっ!!」

				　大切な翼を掴まれたのだ、と理解した次の瞬間、愛撫もされていない性器を大きな男性器でこじ開けられた。激痛に悲鳴を上げてしまう。

				　痛みに暴れたくとも、しっかりと拘束された手足では、握ったり開いたりすることしかできない。

				　アタシだって、初めてはいつかステキな恋をして……そんな幻想もあったのに……。

				　激痛と、そして……フトモモを伝う冷たい感触が残酷な現実を突き付けてくる。涙が止まらない。

				　こんな、雑魚魔族なんかにすべてを奪われるなんて、悔しくてたまらない。

				「あっ、ぐっ……い、たぁっ……。はぁっ、あぁぁっ！」

				「なかなかいい声を出すじゃないか。さすが天翼族。美声だな。痛くないようにしてやろうか？」

				「ふっ、ぐっ……。余計な、お世話よっ……っ！　ぐ……ぅっ……！」

				　嬲るような男の声。

				　ぞわっとするその感覚にとっさに歯をくいしばって、声を漏らさないようにする。

				「ああ、声を我慢するなよ。それと、口に出して良いのは『気持ちいい』だ。ちゃんとできないと、ルシアが……あの堕竜の娘がどうなるか……わかるよな？　なあ、フィーニス」

				「……はっ……ぁっ、りゅーしゅ、さまぁ……はぁ、はぁっ……んっ……」

				「あぁぁっ……、本当、に、卑怯者、なんだ、からぁっ！　き、気持ちいいっ！　こ、これで良いんでしょっ！

				うぁぁぁっ!!　あぁぁっ!!」

				「俺にとっては褒め言葉、だなっ、痛いままが良いなんて言うマゾ娘には、お似合いだよ。俺のチ◯ポ締め付けていい感じだっ」

				　約束どおり、ルシアというらしい銀髪の竜族への陵辱はやめてくれたらしい。

				　視線を向けると先ほどまで陵辱されていた名残なのか、その女の子は気を失い、身体をひくんっ、ひくんっと震わせていた。

				　今はアタシを陵辱しているのとは別の黒髪の魔族の男が抱き上げていた。

				　同じ顔なので、アタシを陵辱している奴か、こいつは分身、なんだと思う。

				　……でも、どうしてだろう。

				　アレほど苦しげに泣き叫んでいたその女の子の表情が、幸せそうに見えてしまったのは。

				　そんな思考を遮るようにアタシの中で男性器が動き始めた。ゆっくりと出ていったかと思うと、一気に突き入れてくる。

				　硬く太い男性器を拒絶するように締め付けているのにこじ開けられていく。少しずつ奥への侵入を許してしまう。ぎゅぅっと手を握りしめた。

				　頭の中に伝わってくるのは激痛。

				　でも、命令されたからには『気持ちいい』と言わなければならない。

				「あぁぁうっ！　き、きもち、いいっ！　ああっ、きもちいいっ!!」

				「なんだ？　お前のマ◯コはもう俺に順応してきてるぞ。段々と滑りが良くなってきてるからな」

				　男の言葉に、そんなことあるはずない、と頭を左右に振る。

				　でも、痛いのに、何かがおかしい。身体の奥に違和感を感じ始めていた。

				　こんなの、苦しくて辛いだけのはずなのにっ！

				「あぁっ……、きもちいいっ、きもちいいっ、きもちいいっ……」

				「ああ、そうだ。お前はこんな状況でも気持ちよくなれる淫乱マゾだったんだな。フィーニス。これは拾いものだ……なっ」

				　男の嬲るような言葉にぞわぞわしてしまう。

				　淫乱でもマゾでもないと、とにかく痛みに耐えようと『気持ちいい』という言葉に意識を集中させる。

				　男は出してしまえば終わりだという。

				　今はともかく、この時間が終わることだけを……。

				「はっ……ふぁぁぁぁっ!?　あぁぁっ……、き、きもち、いいっ!?」

				　男はそんなこと許してくれなかった。

				　地面に突っ伏していたアタシの上半身を、絡みついた触手が持ち上げてしまう。

				　そして、アタシが身に着けている白い戦闘用法衣の胸元をずらした。大きな乳房がこぼれ落ちてしまう。触手はその乳房に巻き付くと、ぎゅぅっと絞りあげてしまう。

				　さらに、動物のしっぽのようなふさふさの毛を先端に生やした触手が、アタシの乳房を優しく撫で始めた。乳首を避けて撫でてくるその感触は、アタシの身体をぞわぞわっとさせる。

				　……身体の奥が、熱く疼いてしまう。

				　アタシの口から漏れた声も、今までより一段高くなってしまった。

				「ほう、今、俺のチ◯ポをきゅっと締めあげたな。そうか……、お前は、このでかいおっぱいを可愛がられるのが好きなんだな」

				「はぁっ……なにを、勝手なこと……ぁぁぁっ、ふやぁぁぁっ……、い、いま、動かさな……あぁぁぁっ！」

				「ほら、どうした？『おチ◯ポ気持ちいい』と言え……」

				「あぁぁっ、はぁっ……、く、ぅっ……。お、おチ◯ポ、き、きもち……いい。はぁっ……おチ◯ポ、気持ちいいっ……。く、はぁっ、はぁ、んっ」

				　魔族の陵辱なんて痛くて苦しいだけだ。それだけのはずだ。

				　それなのに、乳房を撫でられるもどかしくもゾワゾワしてしまう感覚に意識が引っ張られてしまう。乳首が敏感になっているみたい。ふるふるっと身体が震えてしまう。

				　それに呼応するように、アタシの痛みもだんだんと和らいで……男性器をより奥まで受け入れてしまうのにあまり痛みを感じなくなってしまう。

				　こんなのおかしいと感じていても、命令に逆らえば、ひどい目に会うのはアタシじゃなくてあの女の子。

				　そう思うと、逆らえなくて……。

				「ふぁぁぁっ！」

				　さらに、アタシのお尻を男の手が撫でていく。やさしい手付きに、ぞわりとなにかが背中を駆け上っていった。それは、決して不快なものではなくて。むしろ心地よさすら感じて……。

				「この尻肉は柔らかくて……指に吸い付いてくるようだな。適度に張りもあってなかなかいい尻だぞ。それにしても、マゾの資質は十分だな。フィーニス。ああ、俺のことは『ご主人様』と呼べ。それ以外は認めん」

				「……っ！　そんっ……あぁぁっ、わ、わかった、わよっ。ご……ごしゅじん、さ、ま。……くぅっ！　あぁぁっ、う、うごいちゃ……ああぁぁっ、お、おチ◯ポ、きもち、いいっ！　あぁぁ、いやぁ、……こんなのぉ、おかし、あぁぁっ!!」

				　アタシのお尻に、この男の指が沈み込んでいく。やさしく揉まれると……間違いなく心地いい。

				　身体がふるるっと震えてしまう。

				　アタシの感覚がおかしくなっていく。

				　痛いのが、苦しいのが別の感覚にすり替えられていく。

				　本当は気持ちよくなんてないはずなのに……、『気持ちいい』という言葉にする度に、身体が熱を帯びる。痛いはずのお腹の奥から何かが溢れだして、この男の男性器を柔らかく包み込む。

				　だんだん身体が、男の全てを受け入れられるように変わっていく……。

				　乳首がもどかしくて、もっと触ってほしい。

				　呼吸が乱れる。身体が敏感になっていく。

				　こんなこと、ありえないのにっ！

				　アタシ、マゾなんかじゃないのにっ！　いままでそんなこと、なかったのにっ！

				「フィーニス、わかるか？　最初はアレほど拒絶していたお前のマ◯コは、もう子宮口まで俺のチ◯ポを受け入れようとしているぞ？　あと、もう少しだ。お前の中はヌルヌルして絡みついてきて、気持ちいいな。処女を無理やり奪われたマ◯コとは思えないぞ」

				「い、やぁっ！　アタシ、そんな……あぁぁっ！　い、やぁっ……ぁぁっ……、おチ◯ポ、きもち、いいっ。はぁっ、おチ◯ポ、きもち、いいっ……あぁぁっ。んひぃっ!?」

				　新しい刺激に、身体がビクンッと震えてしまう。

				　アタシの髪の毛と同じストロベリーブロンドの陰毛の生える秘裂。

				　その陰核の周辺を焦らすようにあのふわふわの毛が生えた触手がなぞりあげてくる。

				　やさしくて焦れったい刺激は、否応なしに快感としてアタシの頭に伝わって、お腹の奥の疼きを強めてしまう。

				　ドンドン敏感にさせられていくアタシの身体は熱くて、全身から汗が吹き出してくる。

				　これ以上、おチ◯ポ気持ちいい、なんて口にしたらどうなるのか段々と怖くなってしまうのに……。

				「はぁっ……おチ◯ポ、きもち、いいっ……あはぁっ……、おチ◯ポ気持ちいいっ、気持ちいいっ……あぁぁぁっ、やぁっ、こんな、ぁぁぁっ！　あぁぁぁっ!!」

				　アタシの口はもう、気持ち良いという言葉を止められなくなっていた。

				　破瓜の痛みは、もう全く感じられない。神族特有の、高い再生能力が影響しているのだろう。この時ばかりは、この体質を呪った。

				　そうなると、犯されている膣肉から感じられるのは……苦しさよりも快感が上回る。

				　アタシは、本当に気持ちよくなってしまっていることを自覚せざるを得ない。

				　男の腰が動く度に、ぐちゅっ、ぐちゅっと、いう音が頭に響く。

				　更に質が悪いのは、乳房も、男性器に貫かれてしまっている膣肉も、陰核も、一番焦れったい場所を男は責めようとしないことだ。

				　自分から求めてしまう衝動を抑えきれずに身体をくねらせて、ますます熱を持っていく。

				　こんなの、絶対おかしいのに、身体が止まらなくなっていく。

				「いいぞ。今度はマゾ奴隷のフィーニスをもっとイジメてください、だ言ってみろ、フィーニス」

				「そんな、ご、ご主人様っ……んひっ！　あぁぁっ！　あたま、これっ、お、おかしくっ……ぁぁっ……」

				「マゾ奴隷のフィーニスをもっとイジメてください、だ。あまり、手間をかけさせるなよ……？」

				「～～～っ！　ま、まぞどれいの、ふぃー、にすを……もっと、イジメて……くだ、さ……いっ！　ふ、ぁっ!?」

				　ご主人様の命令どおりに恥ずかしいことを口にする。屈辱的なのに身体の奥から湧き上がってくるぞくぞくっとした感覚が……イイ。じわぁっとお腹の奥から何かが溢れ出していく。

				　口からは、明らかに艶のある声が漏れてしまった。

				「ああ、いい子だな。フィーニス。ご褒美だっ！」

				　今度は、いつの間にかやってきたもう一人のご主人様に頭を掴まれた。そして、……その男性器……チ◯ポを口の中にねじ込まれてしまう。

				　頭をしっかりと押さえつけられて逃げられない。

				「んぐっ！　んっ！　んぶっ……！　んぐっ……んごっ……ぉぉっんっ!!」

				　喉奥までチ◯ポが入ってくる感覚。

				　生臭くて嫌で苦しいはずなのに、身体は火が付いてしまったように熱い。芯が疼く。

				　抵抗できずに無理やり蹂躙されているのに。

				　こんな雑魚の魔族に身体を好き勝手されて悔しくて苦しいだけのはずなのに。

				　身体の熱は収まらない。むしろ、ますます熱くなっていく。その熱さをどうにかしたくて……身体をくねらせた。アタシのお腹に感じるチ◯ポをきゅぅっと締めあげてしまう。

				「本当にっ、淫乱なっ、マゾ、だなぁっ！　くっ……処女を破られたばかりだというのに自分から腰を振って、チ◯ポに吸い付いてくる、なんて、なっ……。良いぞ……このまま、出してやるからな……これから肉便器として過ごすんだ……中出しされてイク感覚を覚えろよっ！」

				「んぶっ……んぅぅっ……!!　んぐっ、んぐっ!!」

				　中に……子宮に射精させられてしまう。

				　その言葉にアタシは我に返る。

				　神族と魔族の間でも問題なく子供はできてしまうからだ。

				　嫌がって頭を横に振ろうとしても、おチ◯ポに口を塞がれて頭を抑えこまれてしまっていてはどうにもならない。

				　どこか焦らすように動いていたチ◯ポが、疼く身体の奥まで突き上げる動きに変わった。焦らされていたアタシにはたまらない。子宮口を突き上げられると、目の前でぱちぱちと弾けとぶような快感に襲われてしまう。

				　ずっとずっと焦らされていた乳首にも触手が絡みついて、搾乳するように絞り上げられてしまう。

				　陰核にも触手が張り付き、きゅぅって吸い上げた。電撃が走ったみたいな衝撃にびくびくっと身体が激しく仰け反ってしまう。

				　強烈な快感に、膣肉が痙攣してきゅぅ、きゅぅってチ◯ポを締め上げる。

				　まとめて叩きこまれた快感は、アタシの抵抗をすべて奪い去ってしまった。

				　そして、アタシのお腹の奥底に何か注ぎ込まれてしまった次の瞬間。アタシは天空の果てまで吹き飛ばされてしまったような幸福感と共に、全てが真っ白に染まってしまう。

				　喉奥にもおチ◯ポが突きこまれて、口の中にもひときわ濃い味と匂いが広がる。

				　頭の中に精液の味を感じながらイク感覚を刷り込まれてしまう。

				「んぐっ……ぐぅぅぅぅっ……!!」

				　びぐんっ、びぐんっと、胸を突き出すように背中を仰け反らせ続ける。

				　身体の痙攣が止められない。

				　純血を散らされたばかりなのに。こんなに乱暴されたのに……。

				　自慰とは比べ物にならないほどの恍惚を感じてしまっていた。

				　自分が、マゾなのだと思い知らされ、刻み込まれてしまうよう。

				　口の中は精液の味がいっぱいに広がっている。

				　チ◯ポがそのまま入ったままなのは飲めと言われているようで、情けなくて悔しいのにゆっくりと嚥(えん)下(か)してしまう。

				　ごくり、と喉を鳴らして飲み込む感覚は喉奥に絡みついて吐き気すら感じる。

				　なのに、ぞくぞくっと身体は快感に震えてしまう。

				　ようやく口からも前からもゆっくりとおチ◯ポが引き抜かれた。

				　股間から溢れ出した精液がフトモモを伝い、流れ落ちていく感覚すら心地良い。

				「あっ……はぁっ……んっ……はっ、あぁっ……」

				「ほら、こっちも掃除しろ。お前が汚したんだからな」

				「は、は……い。ん、れろっ……はむ……んっ。ちゅ……」

				　両手の拘束が解かれ、アタシの目の前に処女を奪ったチ◯ポが突き出された。

				　逆らったら何をされるかわからない。

				　しぶしぶ、精液とアタシの破瓜の血がついたそれを舐め、綺麗にしていく。

				　味は……最悪。

				　なのに……、命令に従っているアタシは、ぞくぞくっと興奮してしまっている。

				　アタシ、おかしくなっちゃった。

				　こんなので、気持ちよくなっちゃうなんて……もう普通じゃない……。

				　……でも、この男に負けるわけにはいかない。

				　みんなが来るまで、アタシがアタシを見失わなければ助かるんだから。

				　みんななら、こんな奴に負けないんだから！

				　アタシはそう考えて、絶望しそうになる心を奮い立たせた。

				「それじゃ、今度は……俺だな」

				「ん、ぺろっ……はぁぁぁっ！　ぁぁっ!!　んぃぃぃっ!!」

				　アタシの破瓜の血が付いたおチ◯ポへのお掃除をしていると、別のご主人様が現れて背後から挿入されてしまった。まだ敏感すぎる身体は苦しさを感じるのに、腰が勝手にくねってしまう。

				　そのままアタシの身体は持ち上げられて、魔族の男の上に座らされる。おチ◯ポがずんっとお腹の奥に当たって、アクメさせられたばかりのアタシの脳がびりびりと痺れる。

				　背面座位って呼ばれるような体勢。両足は大きく開かされて、太いおチ◯ポを飲み込んでしまっているあそこが丸見えだった。

				　恥ずかしいのにお腹の奥がきゅうってして、ひくひくと蠢いていく。

				「まだまだ、後がつっかえているんだから頑張れよ、とりあえず……百発くらいは相手をしてもらうからな」

				「ぇ……？」

				　気がつけば、周囲には分身だと思われるご主人様がたくさん。

				　この人達、全員を相手にしなければならない？

				「あ……、いや、いやぁ……」

				「とりあえず、まずは二人、か」

				　何かのインクでフトモモに線を二本引かれてしまう。

				　アタシの身体が、穢されてしまった証拠が刻み込まれた。

				　今のを……あと、九八回も……？

				　そう認識したとたん、汗に塗れた身体がぶるっと震える。

				「仲間が来るまで頑張るんだろう？　だったら……それまでたっぷりと楽しませてもらわないとな？」

				「い、いや。ゆ、許して……。無理っ、あんなの、何人もなんて……無理ぃ！　……ぁぁぁっ!!」

				　嫌がるアタシの乳首を、正面にいる処女を奪ったご主人様がきゅぅって摘み上げた。

				　甘く痺れるような快感を感じて背中を仰け反らせてしまう。

				　嫌なはずなのに、身体が熱くてドキドキが止まらない。

				「安心しろ、フィーニス、お前をちゃんっと躾けてやるよ。淫乱なマゾ奴隷としてな」

				「いやっ、いやいやぁぁ!!　ご、ご主人様っ！　やめてっ、許してっ！　そんなの、アタシ壊れちゃ……こわれちゃうっ！　やぁぁぁ!!　や、やぁぁぁっ！　ぁぁぁっ！」

				　アタシは、こんなにも簡単に快楽を感じる身体へと変えられてしまった。

				　それなのに、これは終わりの見えない陵辱のほんの始まりでしかない。

				　その現実の前に、アタシの心はひび割れた。

				　耐えきれる自信なんて、ない。　

				　恐怖に負けたアタシは低級魔族だという……まだちゃんと名前を教えてもらっていない彼を主だと認識し、許しを請うてしまう。

				　でも、ご主人様に容赦はなかった。

				　アタシは再び翼を背後から握りしめられてしまう。

				　そして、アタシを屈服させるため、ご主人様は大きく突き上げるように動き始めた。

				　背中を仰け反らせ、舌を伸ばしてしまうほどの快感が身体を突き抜けていく。

				　逃げようにも、翼をしっかりと抑えられてはもう逃げられない。

				「いたぁっ！　あぁぁっ！　あぁっ！　あっ！　あぁぁぁぁっ！　ふ、かぁっ！　あぁぁぁっ！　あぁぁぁぁっ！」

				　敏感な翼を乱暴に扱われて痛いのに、身体はそれを悦んでしまっている。

				　触手に絡め取られた両脚はびくびくっと震え、ソックスに包まれた足指をきゅっと握ってしまう。

				　ご主人様のおチ◯ポを飲み込んだおマ◯コは大きく歪み、はしたなくだらだらとヨダレを垂らしている。膣肉もご主人様のおチ◯ポに絡みついてピッタリと吸い付いて……、大きく張り出したエラも、でこぼことしたコブもはっきりと感じられてしまう。

				　じゅぼじゅぼと水音を奏でるご主人様の突き上げが子宮に響き、強すぎる快感で襲い掛かってくる。逃げるように腰を振っても、別の快感が止まらない。

				　気がつけばまるで、ご主人様を誘惑するように踊ってしまっていた。

				「はぁっ、あぁっ、あぁぁぁっ!!　ふぁっ、ふや、ぁぁぁっ!!　ゆるしてっ、ご主人様ぁっ、こんなの、ゆるして、ぁぁ、ぁぁっ!!」

				「本当に許してほしいのか？　自分から腰を振って、そんないい声で鳴いておいて……。フィーニスは本当に淫乱なマゾ奴隷だなっ！　天使のような見た目なのに、淫乱なフィーニスにはチ◯ポマイクが、お似合いだっ！」

				「はぁ、ちが、あぁぁっ、せめ、てぇっ、もっ、すこ、やさし……あ、ひぃっ！　あぁぁっ！　こん、なのぉ……」

				　アタシの手が掴まれて、左右に立つご主人様が突き出しているおチ◯ポを握らされてしまう。

				　濃い雄の匂いにくらくらする。

				　恥ずかしいのに下から突き上げられる度に何かを掴みたい衝動に抗えずおチ◯ポを握りしめて……擦ってしまって気持よくなってしまっている。

				　手の中でびくびくって動くおチ◯ポの感覚がだんだん嬉しくなってきてしまうなんて、どうかしてるのに……娼婦にでもなってしまったように握りしめ、手を動かしてしまっていた。

				　そのまま流されてしまいそうになるたび、全身汗だくになってしまった肌にストロベリーブロンドの髪の毛を張り付かせながら、アタシはこんなのは違うのだと頭を左右に振る。

				「あた、ま、しびれ……んぅぅぅっ!!　はぁっ、きちゃうっ、また、きちゃうっ!!　はぁっ!!　あぁぁぁっ!!いやぁっ、ゆるしてぇっ、もう、イキたくないっ、イクいやっ、いやぁぁぁっ!!」

				「もうイクのか？　その淫乱な身体で俺もちゃんと楽しませてくれよ。その清らかな服で淫らに踊って、な」

				　乳房を露出させられてはいるけれど、アタシ法衣をまだ身につけたまま。

				　神聖な衣装を身につけたまま、こんなに淫らなことをしてしまっているという罪悪感も、今はアタシの身体を興奮させる材料にしかならない。

				　裸に剥かれてしまって乱暴にされていたほうが、まだ心は楽だった。

				「いやぁっ、あたしいんらん、じゃ、ぁ……な、はぁぁっ！　ぁぁぁっ!!」

				「こんなにでかいおっぱいゆらしておいて、男を誘う淫乱じゃなければなんだっていうんだ？」

				　正面で見ていたご主人様が、アタシを嬲る言葉をなげかけると同時に、乳首を摘み上げ、アタシの乳房を絞り上げていた触手も乳房を扱くように動いてしまう。

				　乳房の奥に熱いものが溜まっているのを感じていたアタシにとってはその刺激は致命的だった。

				「ひぁっ！　ぁぁぁっ!!　い、いま、胸も、びんか……あぁぁっ!!　やぁっ！　握りしめちゃ……、なにかっ、なにかきちゃ……、きちゃうっ!!　ふやぁぁぁぁぁっ!!」

				「ほう、またイッたのか？　さすが淫乱は違うな。　お……？　これは……」

				　びくんっ、びくんって背中を仰け反らせて、身体が勝手にダンスを踊ってしまう。

				　誰が見てもアタシがアクメを迎えてしまったのは明白。アタシは涙を流しながら、こぼれ落ちるヨダレすら拭うことができない。

				　しかも、胸の奥にマグマのように溜まっていた熱が出口を求めて乳首の先へと集まり……母乳となってアタシの乳首の先から噴き出してしまった。

				「ぁぁっ!!　う、そっ！　あぁぁぁっ!!　乳首っ、熱いの止まらな……、ひぁぁぁっ!!　あぁぁっ!!　ふく、よごれ……あぁぁぁぁっ!!」

				「乳を噴き出したか。まさかもう孕んだか？　まあ、淫乱天使には母乳体質がお似合いだよ。どれ、どんな味なんだ？」

				　乳房が、法衣が母乳で汚れてしまう。

				　嫌なのに、今まで経験したことのないような解放感が気持ち良くて止まらない。

				　触手がアタシのおっぱいを絞り上げる度に、びゅぅって母乳を噴き出してしまった。

				　それを、正面にいたご主人様に舌で絡め取られて吸い上げられて、アタシはまたアクメさせられちゃう。

				　膣に咥え込んだおチ◯ポをきゅぅって締め上げながら、頭が真っ白になって感覚が消失する。

				　左右の手でおチ◯ポをまたきゅぅって握りしめてしまって……。

				　ご主人様の手でおチ◯ポを扱く感覚も気持ちいいものだって刷り込まされてしまう。

				「くぅっ、この淫乱マ◯コ、俺のチ◯ポを絞りとってくるな。ほら、また出してやるよ……中出しアクメもちゃんと、覚えろよっ！」

				「はぁっ……ら、めっ……、いま、だしゃれたらぁ……きちゃ、また、く、りゅぅっ!!　ひぁぁっ！　あぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　ぐいって背中の翼を思いっきり引っ張られて、腰を奥まで落とされた。太くて硬いおチ◯ポに子宮口を押し広げられて精液を注ぎ込まれてしまう感覚。

				　さっきアクメさせられたばかりなのに、精液を注ぎ込まれて子宮が痙攣しちゃう。目を見開いて続けざまにイかされる。

				　明らかにアタシにイキ癖を付けようとしているご主人様の責め。

				　なのに、身体は拒絶できないどころか、ご主人様の思いどおりに変えられてしまっている気がする。

				　耐えたいのに、そのたびに屈服させられてしまう。

				　本当のマゾみたいに、耐えて屈服させられることに興奮する身体になっていくみたいで……。

				「おお、イイぞっ！　出してやるよっ！」

				「あぁっ、やぁっ……!!」

				「遠慮するな。たっぷり、ぶっかけてやるからな!!」

				　その言葉とともに左右のご主人様のおチ◯ポから同時に精液が噴き出して、アタシの頭を、顔を染め上げてしまう。

				　精液をかけられているのに、アタシの身体は悦んで、また、軽くイッてしまっていた。

				　アタシの自慢の髪の毛が、清らかだった法衣がどろどろの精液にまみれて穢されていく背徳感と罪悪感にふるるっと身体を震わせてしまう。

				　……アタシ、マゾじゃない。

				　マゾなんかじゃないのにっ……。

				　辛うじて残された理性で否定しようと頭を左右に振る。

				「はぁ、はぁ……ぁぁっ……」

				「さて、休む暇は無いぞ？」

				「やっ、やらっ……！　あぁぁっ!!　ふやぁっ!!　んにゃぁっ!!」

				　再び、フトモモに刻まれてしまう線。

				　今回は、三本。

				　その感覚に震え、余韻を感じる暇もなくアタシの子宮を突き上げて再び動きだすおチ◯ポの感触。

				　気持ちよくなりすぎてしびれているその場所はそれだけで、もうアクメさせられてしまいそう。

				　そんなアタシのまだ敏感な乳房に、ご主人様は大きなおチ◯ポを挟み込ませてしまう。

				　雄の匂いでイク快感を刷り込まれてしまったアタシの頭は、それだけでぼぉっとしてしまって……。

				「フィーニス、今度はお前のでかいおっぱいで俺のチ◯ポを挟んで奉仕しろ。簡単だろう？」

				「はぁ、そん、らの……、ぁぁつ、うごかひちゃ……いや、いやらのぉっ……あたひの、てぇ、かってに、うごかひちゃ……やぁ……ぁぁぁっ!!」

				　ご主人様の支配する触手によって両手を動かされたアタシは、自分で精液と母乳にまみれてヌルヌルの乳房を寄せてご主人様のおチ◯ポを挟み込んでしまう。

				　ドキドキと心臓の鼓動を早めてしまいながら乳房から伝わってくる熱。

				　敏感になった肌はそのおチ◯ポの形もはっきりと分かってしまって……。

				「そうだ。チ◯ポの先もちゃんと舐めろよ。もっと気持ちいいぞ」

				「ヤらのにぃっ……こんらの、いや、らのにぃっ……ひびれるっ……んぅぅぅっ、はぁ、んっ、れろっ……」

				　ぬちゅりと音がしながらご主人様のおチ◯ポがアタシの乳房に挟み込まれて動いていく。

				　アタシの指が勝手に自分の乳房を揉んでしまって……乳首から母乳を溢れさせてしまう。

				　それだけでも、もう頭が痺れてしまうくらいに気持ちいい。

				　乳房の隙間から口に近づいてくるチ◯ポに、舌を伸ばしてちろちろと舐めてしまう。

				　アタシの心は反発しているのに、身体が抗えなくなってきてしまっている。

				「ほら、こっちも休むなよ」

				「ぁぁっ！　ふぁぁぁ!!　しきゅ、しびれ……、そんらに、ひたら、ま、たぁっ……くりゅっ、きちゃうろぉっ……」

				「それがいいんだろ？　ほら、おっぱいも気持ちいいだろう？　淫乱フィーニス。　母乳まみれ、精液まみれ、唾液まみれのおっぱいでチ◯ポ挟むの気持ちいいだろ？」

				「やぁ……らぁっ、き、もひっ、いいっ、ろっぱい、きもひ、いいっ!!　きもひ、いいろぉっ!!」

				　アタシは、『気持ちいい』って口にすることを我慢できなくされてしまっていて。

				　ろれつがまわらないながらも口走ってしまった台詞はアタシの身体を更に燃え上がらせてしまう材料になる。

				　淫乱なんて、認めたくないのにご主人様のおチ◯ポに悦んで舌を這わせてしまっているアタシは……。

				「この、綺麗な髪ももっと精液で染めてやらないとな」

				　別のご主人様がアタシの隣に立って髪の毛を絡めたおチ◯ポを扱いている。

				　また穢されちゃう、と思うのに……怖くて嫌なのにゾクゾクしてしまう。

				　穢されれば穢されるほど、アタシは敏感になって求めてしまっているようで……。

				「へろっ……んっ……ゆ、るひ、てぇっ……また、くりゅのぉっ……、きちゃう、ろぉっ……、らめに、なっちゃうのぉ……、ん、ちゅ。ゆるひてぇっ、ごひゅじんひゃま、ゆるし、てぇっ……はぁ、ん、ちゅ……」

				「ダメだな。自分からもっとして、といえるまでは続けから、なっ。そら、またイクぞ……！　もっともっと、イジメてやるよ」

				　おっぱいの間におチ◯ポをはさんだご主人様の動きが早くなっていく。

				　アタシのおっぱいは、ご主人様のおチ◯ポに吸い付くようになって、にゅるにゅるが気持ち良くて。

				　さきっぽを舐めあげるアタシの舌も気持ちいい。

				　ぶるぶるっておっぱいの間で震えるのがわかっちゃう。

				　そして、アタシの顔に大量の精液がかけられてしまう。

				　その瞬間、アタシは再び、イッてしまって……、子宮にも精液をかけられて連続アクメしてしまう。

				　膣がきゅぅっておチ◯ポを締めあげて……子宮に注がれる精液をもっと搾り取ろうとしてしまう。

				　さらに、髪の毛を擦られて、また頭から精液を大量にかけられて……染められてしまう。

				　まっしろにされて、法衣がぐちょって音を立てるくらいに水分を吸ってしまっている。

				　そのぬちゃぬちゃとした肌をこする感触が、気持ち良くて……ぞくぞくしてしまっている。

				「あぁっ、い、いひめちゃ……やらぁ……、あたひのかりゃだ、おかひく、ひゅるの、やらぁ……、ゆるひて、ゆるひてぇっ……」

				　きゅっと今度は反対側のフトモモに何かを書かれる感触。

				　確実にアタシの身体はダメになっていくのに……抗おうという気持ちが持てなくなってくる。

				　今のアタシにできるのは、早くこの陵辱が終わることを祈り、懇願することだけで……。

				「なら、仲間を裏切れるか？　仲間を裏切って俺にすべてを捧げることができるか？　できるなら、やめてやってもいいぞ？　ああ、だが、お前の仲間の前で一度はこの淫乱な姿を見てもらうがな？」

				　仲間、という言葉にびくっと震える。

				　アタシを助けてくれるはずの、みんな。

				　それを裏切る、なんて……、できるはず、ない。

				　アタシは、首を横に振る。

				　唯一の救いはなぜかアタシはまだ、『堕天』させられていないこと

				　堕翼族に落とされて翼を黒く染められてしまったら……そう思うと震えてしまう。

				　今よりももっと敏感にされて、快楽にとらわれてしまうって聞いてるから。

				　だから……多少快楽に弱くされても、きっと治療を受けることができる、そうすればこの身体もよくなる、はず……。

				「ふふ。流石は未熟でも『神殿』に所属する聖女だな、フィーニス。そこまで簡単に堕ちてくれないか」

				「はぁ、はぁっ、とう、れん、みんらを……ぎしぇいに、にゃんて……」

				　身体を変えられてしまうのはアタシだけで十分のはず、なのだから。

				　こんな思いをみんなにもさせてしまうことを想像して……、裏切ってしまうことを想像して……ぞくっと震えてしまったなんて、ありえないのだから。

				　きゅぅっと膣に咥え込んだままのおチ◯ポをまた、締めあげてしまっても……。

				「ならば、もっとフィーニスをイジメても構わないだろう？　お前が許されるのは仲間を裏切って俺に差し出すときなのだからな」

				「は、はひ……、ごひゅじん、ひゃま。あたひを……もっと、いひめて、くりゃひゃい……。ぜっらい、みんらは、うらぎらにゃい、かりゃ、あひぃっ！　おっぱいぃ、たたかにゃいれぇっ!!」

				　ご主人様にもっと抗う、と宣言した瞬間、鞭のように振るわれる触手におっぱいを叩かれてしまって、頭が痺れてしまう。

				　もっと、耐えれば、もっと気持ちよくされて、おかしくされてしまうに決まっているんだから。

				　それで、耐え切れなくなってご主人様にねじ伏せられてしまうに決まっている。

				　その時のことを考えると、ぞくぞくとして……期待に胸がドキドキしてしまっていた。

				　アタシ自身、気が付かない間にアタシの心も確実に変えられていた。

				　ご主人様の責め苦に耐え切れずに許しを請うことを知らず望むようになっていた。

				　そのことから目を背け……アタシはさらに責め立てられていく。

				　再び口の中にチ◯ポがねじ込まれる。

				　今まで手を出されることがなかった尻穴での快楽を刻み込もうと触手が這いずりまわってくる。

				　耐えようとする心と……その心を折られてしまう瞬間を望んでしまう相反する感情。

				　それに気づかないまま……。

				「んぐっ……んぅっ……んふぅっ……んっ……んっ」

				「ほう、舌が絡みついてくるようになったな。イイぞ、上手くなったじゃないか」

				　アタシはご主人様に責められて、幾度目かのアクメを迎えてしまうのだった。


                			

	
			
				 堕竜娘との小休止

				

				「んぅ……んんんっ!!　んごっ……んぉぉっ!!」

				　どのくらいの時間が経過したのでしょうか。

				　リューシュさまの体温に包まれながら目を覚ましたわたしの目の前では、フィーニスの陵辱が続けられていました。

				　体内の精気の回復量から考えれば眠ってしまってから一二時間は経過しているでしょう。

				「ああ、すごいです……、自己再生の能力が高そうですが、それが逆に災いしましたね」

				　フィーニスを見ていると、わずかずつ回復していく精気が神力を生み出し、彼女の体力を回復させて傷を癒やしているのがわかります。

				　戦闘時には非常に有益な特性でしょう。

				　ですが、気絶できず痛みも消えやすいという特性でもあります。今の彼女にとっては最悪の方向に作用してますね。

				「ふぅっ……、ん、んんっ……!!　んぐっ……。ぅぅぅぅっ!!」

				　フィーニスの身体は触手に持ち上げられ、仰向けの状態で両足を大きく広げられています。

				　ニーソックスとフトモモの間にもおチ◯ポを入れられて射精されてしまったのでしょう。

				　足の指先からもポタポタとご主人様の精液が垂れています。

				　ストロベリーブロンドが綺麗なロングストレートの髪も、美しい紅色の羽毛も、ご主人様の精液をたっぷりと染み込ませているようでした。

				　肌には何十本もの黒い線が引かれています。

				　それだけ、たくさん出されてしまったのでしょう。きっと、匂いもすごいはずなのです。

				　……羨ましい。

				　無意識に指先を口に当て、舐めてしまいました。

				「んんんっ……ふぅぅんっ……んっ、じゅるっ。んんんっ!!」

				　今、フィーニスを陵辱しているご主人様の分身体は二人。

				　一人は思い切り背中を反らさせて、口の中におチ◯ポを突っ込んでいます。

				　喉奥まで陵辱してしまっているのではないでしょうか。

				　口の端からヨダレがこぼれ落ちてます。

				　もう一人は、フィーニスのおマ◯コを突き上げていました。

				　ぶっといおチ◯ポが出入りして、フィーニスのお腹がおチ◯ポの形に盛り上がっているようです。根本までおチ◯ポが入り込むたびにびくびくと痙攣するフィーニス。

				　アレはもう、リューシュさまに一突きされるごとにアクメしてしまっているのではないでしょうか。

				　あたしよりずっとおっきなおっぱいは、根本から触手に巻き付かれて絞り上げられています。

				　扱き上げるように触手が蠢くたび、乳首の先から母乳が吹き出ているようです。

				　……わたしもあんなふうに母乳が出たら、リューシュさま、喜んでくれるでしょうか。

				「んぅっ……んんっ……んぅぅっ!!　ふぅっ！　ふぅっ……!!　んぅぅっ!!　んじゅっ！　じゅるっ!!」

				「胸、大きいの……、ちょっと羨ましいですね」

				「ルシアはそのくらいで良いと思うぞ」

				　やさしい声と共に頭を撫でられる感覚に、身体の力が抜けてしまいます。

				　リューシュさまの本体(・・)にお姫様抱っこされているわたしは、それだけで蕩けてしまいそうなのです。リューシュさまの心音と匂い……。幸せです。

				　いつまでも意地を張っていたら、この幸せは甘受できなかったでしょう。

				　堕ちて良かった、と思える瞬間です。

				「んっっ……。おはようございます、でいいのですよね？　リューシュさま」

				「ああ、おはよう、ルシア。よく眠れたか？」

				「はい、気を失うまでご主人様に可愛がっていただきましたから、よく眠れましたよ？」

				　いたずらっぽく告げると、わたしは自分の尻尾をしゅるりとリューシュさまの腕に絡めます。

				　どきん、とリューシュさまの心音が高鳴ったのが聞こえて、嬉しくなりました。

				　わたしの鼓動もドキドキと高鳴ってしまっているのですけれど。

				「本当にルシアは可愛いな。ルシアのこんな姿をフィーニスが知ったらどんな顔をするか見ものだ」

				「ふふ、そうですね。とっくに手遅れだった、って知られる瞬間が楽しみです。もっとも、もうフィーニスはご主人様から逃れられないと思いますが……。どうしてまだ堕天させないのですか？　彼女の仲間にしても、リューシュさまが命令してくだされば、わたしが捕らえてみせます。フィーニスの堕ちた姿を見せつけて絶望させてあげるのもまた一興かと思いますが……」

				　アクメを繰り返し、虚ろに開かれたフィーニスの碧眼は、被虐を望む輝きを宿してしまっているようです。

				　まだ、額の神核は青い輝きを保っていますが、ここまで被虐快楽の喜びを身体に教えこまれてしまってはリューシュさまから逃げられないでしょうね。

				　仮に解放されても身体が疼いて止まらなくなってしまうに違いありません。

				　聖女としてはもう、終わりではないでしょうか。

				「まぁ、一応理由があってまだ、堕天させてないんだ。頼まれても堕天はさせないさ。実は……」

				「……そんなことを考えていたのですか。ふふふ。わたしの魔王様にぴったりです」

				　リューシュさまの考えを囁かれ、わたしは納得します。

				　ただ、そのためにはフィーニスの心を完全に折り、『堕天』させずに忠誠を誓わせる必要があります。

				　アレだけ快楽を教え込んでいるのもまだ下ごしらえなのですね。

				「……ルシア、なんかちょっと性格が変わってないか？　魔王様はやめてくれ、まだその器じゃないだろ。おだてられても、できることといったらルシアを可愛がってやることくらいだぞ？」

				「本心ですよ……？　わたしだけの愛しの魔王様。わたしが変わったとすれば、リューシュさまに変えられたのです。可愛がっていただけるのでしたら、何だって致しますよ？」

				　魔王様、と呼ばれる度に困惑した表情を浮かべるリューシュさまがちょっと可愛らしいです。

				　わたしは、ドキドキと胸を高鳴らせながら、リューシュさまの頬へと指を這わせます。

				「正直、ルシアが元魔王だって話は信じてなかったんだが、今ならちょっと信じられるな。いや、どちらかといえば小悪魔、って感じか」

				「いまは、リューシュさまの奴隷です。わたしにとっては、それがすべてなのですけれどね。それにしてもリューシュさまはすごいですね。本体は眠っていても分身体を動かせるなんて……」

				　そう。

				　先程までリューシュさまの本体は確実に眠っていました。

				　けれど、分身体はちゃんとフィーニスを陵辱していたのです。

				　わたしでも、そんなことできません。

				「意識を宿す身体のベースを動かせるように練習したんだよ。苦労したな。でもおかげでこの身体はゆっくり休めるのだけどな」

				　休んでいて元気な分身体に次々と意識を移していくことで、ずっと調教を続けられるみたいです。

				　世の中には寝ながら飛び続ける鳥もいるそうですし、それと同じようなものなのでしょう。

				　こんなに器用に分身を作ったり変化したりできるということは、体内の瘴気の制御能力に優れているはずなのです。

				　それなら、あの技術を身につけてはいないのでしょうか？

				「それだけ器用なのでしたら、他者の精気や神力を操ることもできるはずですけれど、使ってませんよね？　自分の力は自分で中和できないので有効な攻撃手段となるのですが……」

				「……そんなことできるのか？」

				　どうやらリューシュさまは知らなかったようです。

				　なら、伝えるべきでしょう。

				　これからのリューシュさまにとって切り札となりえるのですから。

				「そうですよ。格上の魔族に捕まった時の最後の反撃手段ですから、人類領で戦う者にとっては常識です。一般的には体内の魔力制御を奪って暴発させたり、中和できない攻撃魔法を発動させたりするのです。相手と接触していないといけませんし、精気を奪われている最中にもできませんけれど」

				「聞いたこと無いぞ。それに、俺相手には使う素振りはみせなかったよな？」

				「リューシュさまには申し訳ありませんが……、格下相手に使うメリットは皆無なのです。効果的なのは自分の扱える力より相手の力が上回っている場合だけ。それ以外の場合では、普通に自前の力で凌駕できますから」

				「ああ、そういうことか。『ゼワイト』じゃそういう格下が格上相手に勝つチャンスはできる限り与えないようにされてたから……。上の連中は知ってるんだろうな。こっちでそんな反撃手段があることが伝わってないとは思えない」

				　わたしが結界に閉じこめられている間にそんなことになっていたのですか。

				　個々の力を重視する以上、卑怯な手段、と捉えられているのかもしれません。

				「それなら、わたしがやり方を教えてあげますね。わたしを信じて……抗わないでもらえますか？　リューシュさまほど制御が上手だと、多分掌握できないので」

				「……わかった。他にはどうすればいい？」

				「……そうですね。こうして、ください。んっ……」

				　リューシュさまはわたしを信じてくれたようです。

				　嬉しさを感じながら、わたしはリューシュさまの唇と自分の唇を目を閉じて重ねました。

				　リューシュさまの薄くて少ない魔力と……膨大に蓄えられた瘴気を感じ取ることができます。

				　魔族は精気や神力を、一度魂を通じて瘴気へ変換し、蓄積しています。

				　必要に応じてその瘴気を魔力に変換して使用したり、蓄えておいたりするのです。

				　神族も似たようなもので、普段は大気に満ちた精気を少しずつ取り込んで蓄え、必要に応じて神力に変換しています。

				　しかし、リューシュさまの魂はその魔力の変換も蓄積もうまくできないようなのです。

				　これでは魔術の発動がほとんどできないのも納得です。制御は完璧なのに勿体無い……。

				　ほんの少し、ささやかな魔力を汲みとったわたしはそのままリューシュさまの身体能力……主に精力を強化させてあげます。

				　それから、ゆっくりと離れました。

				　ちょっと頭がぼーっとしてしまいます。

				「どう、ですか？　リューシュ、様……はぁ、んっ」

				「なんとなく、だけど理解できたかな。ちょっと練習させてもらうぞ」

				「はい、んっ……」

				　再び重なる唇。

				　こんどは、リューシュさまからです。

				　わたしは、つい求めるように舌を伸ばしてしまいます。

				　ちゅるっとリューシュさまの舌に絡め取られてしまう、わたしの舌。

				　舌でイクことも癖にされているわたしは、絡み取られ、吸い上げられてしまうと、一気に身体に火が付いたように敏感になってしまう……。

				　ぼうっとする頭で抵抗できなくなったわたしの神力をリューシュさまが汲み上げ、術式を構成していくのがわかります。

				　次の瞬間、ただでさえリューシュさまに目覚めさせられてしまっているわたしの感覚が、更に鋭敏化されてしまいました。

				　びくびくんっとリューシュさまの腕の中で身体を痙攣させてしまい……、その肌がこすれ合う感覚すら強烈な快感となって頭の中に響いてしまいます。

				　こ、これは、すごすぎ、ます。

				「ん！　んふっ！　んちゅ、ちゅる。んぅぅっ!!　んんんぅぅぅっ!!」

				　キスをして、舌を絡めとられている、それだけなのに幸せで、頭が痺れて、真っ白になってしまって、身体が跳ねることが止められないのです。

				　あっという間に大きく背中を仰け反らせたわたしは……股間に感じる尿意を抑えきれずそのまま漏らしてしまいました。

				　その感覚すら気持ち良くて……、リューシュさまの腕に絡みつけた尻尾で必死で腕にしがみつき、服をぎゅっと握りしめてしまいます。

				　しばらくそうしていましたが……わたしの力が抜けたことを感じ取ったのか、ゆっくりリューシュさまの舌が離れていきます。

				　名残惜しいわたしは、目を開いて……舌を伸ばしてもっと、とおねだりしてしまうのです。

				　唾液の糸がつぅーっと糸を引いて、ぷつんっと切れるのが見えました。

				「はぁ……、はぁ……んっ。はっ、あっ……はぁ。りゅーしゅ、さま」

				「こんな感じでいいのか？　ルシア。感覚強化をルシアの身体に試してみたのだが……」

				　リューシュさまの手が優しくわたしを抱きしめてくれていました。

				　頭を撫でてくれる手が気持ちいいです。

				　肉体や感覚を強化する系統の魔術は基本中の基本。魔族にとっては呼吸に等しいものです。

				　これができなければ魔族ではありません。流石にリューシュさまもこれは身につけていたようです。

				「はい、そう、です。思ったとおり、リューシュさまは飲み込みが早い、ですね。でも、ちょっと、強すぎ、ました。んっ……わたしだから、良かったですけれど普通の人なら、きっと、気持ちよくなるより先に苦痛を感じていた、かと……」

				「感覚強化を媚薬として安易に使おうとすると失敗するってことか。それに、今みたいに、直接接触しないといけない、となると使いドコロは難しそうだが……調教の時には有用そうだ。ありがとうな」

				　リューシュさまが笑顔を浮かべてくれました。

				　役に立てている、と思うと嬉しくなるのです。

				「はい、わたしがいくつか術を知っていますし……試してみたければ、遠慮なくこの身体を使ってください。それに、その……今ので……」

				　今のアクメで、わたしは身体の奥まで支配されてしまう感覚を思い出してしまいました。

				　頬は、身体は、熱くなって……、フトモモをこすりあわせると、くちゅり、と濡れてしまったおマ◯コが音を鳴らしてしまうのです。

				「フィーニスが勘違いするくらい、死にそうな声で鳴いていたのにまだ足りないのか？」

				「はい……。だって、あのくらい嫌がったほうが、リューシュさまは興奮しますよね？　わたしは、リューシュさまに悦んでほしいですから……」

				　本当はフィーニスの調教に意識を集中してもらわなければならないのです。

				　でも、わたしはぎゅっとリューシュさまの服を握りしめてドキドキと期待しながらその顔を見つめてしまうのです。

				　リューシュさまの瞳に映るわたしは……発情したメスの顔をしていました。

				「なるほど、ルシアはもっと可愛がってやる必要がありそうだ」

				「はい、わたしのすべてはリューシュさまのものだ、と刻み込んでほしいのです。なんどでも、なんどでも……」

				　わたしが気絶している間も延々リューシュさまに陵辱されていたフィーニスが羨ましかったから、とかそういうことは……、たぶん、あります。

				　リューシュさまは苦笑しながらもわたしにキスをして……触手を絡めてくれました。

				　その感触に身を委ねながら、考えます。

				　リューシュさまはフィーニスを、その仲間たちを利用して『神殿』の内部に入り込むつもりのようです。

				　そのためには、フィーニスやその仲間たちを堕天させるわけにはいきません。

				　たしかに、この場に留まって彼女たちを堕天させたら、いずれベテランの聖女たちと正面から戦わなければならない状況に陥ることは明白です。

				　その時勝てるか、と言えば……正直、厳しいでしょう。

				　数も質もあちらのほうが圧倒的に上なのですから。

				　それを避けるためとはいえ大胆なことを考えるものです。

				　でも、リューシュさまらしい。

				　できるかぎり、リューシュさまの力になろうと心に決めつつ、わたしを貫いて支配するリューシュさまの感触に喜びの声をあげてしまいます。

				　フィーニスにも聞こえるように歓喜の声を上げながら、その後、なんども上り詰め、リューシュさまの精液を注ぎ込んでもらったのでした……。

                			

	
			
				 紅翼乙女は逆らえない　

				

				　どのくらいの時間、ご主人様に陵辱されているのだろう。

				　眠ることも気を失うことも、許してもらえない。

				　今も、ア◯ルとおマ◯コを同時に二人のご主人様に貫かれてしまっている。

				　そして、もう、数えるのも馬鹿らしくなるほど、アタシはイカされていた。

				「や、やひゅまひぇ、ぁぁっ！　あぁぁぁぁっ!!　ひいっ!!　いくぅ！　らめぇっ!!　まらぁぁ!!　やらぁっ……!!　も、もう、いひだぐっ……！　やらぁぁぁぁぁっ!!」

				「フィーニスはマゾだから嫌でもイッてしまうんだよっ！　ほら、マゾ奴隷、出してやるぞっ、喜べよっ……!!　虐められて嬉しいだろっ」

				　おチ◯ポの先を咥え込めるようになってしまった子宮口で受ける精液は、まるで媚薬。

				　びくびくっと痙攣する子宮の振動が快楽の信号に変わって全身に駆け巡ってしまう。

				　ひくんっ、ひくんっと背中を仰け反らせ翼を大きく広げながらイクことを止められない。

				　虐められるなんて嫌で嫌でしかたがないはずなのに、身体は喜んでしまっている。

				　子宮にも腸内にもお腹が膨らんでしまうくらい、精液を注ぎ込まれ満たされていた。

				「あっ……あぁっ……は、ぁっ……、あたひ、まぞ……まぞ……」

				「ああ、そうだ。しかたがないよな。どんなに屈辱的でもこうしなければ俺に堕天させられてしまうんだからな。気持ちいいだろ？　虐められるのは」

				　そう。

				　仕方がないことだから。

				　みんなが助けに来てくれるまで耐え切るには必要なことだから。

				　たくさん、恥ずかしいことを言わされて、おチ◯ポに奉仕をさせられて、胸も、髪の毛も翼も汚されて喜んでみせないといけない。

				　だから、ねじ伏せられて喜んでみせるのもしかたがないことで……。

				「はひぃ……、きもひ、いい、れすっ。もっろぉ……いじめて、くらひゃ……。あたひに、もっと……」

				「……とはいえ、少しは休憩させてやろうか？　フィーニス」

				　快楽に染められていた頭に響くその言葉は救いの言葉のように聞こえた。

				　いくら体力が回復していくとはいえ、アクメ地獄でもうまともに考えることもできなくなっていた。

				　本当に壊れる前に、少しでも理性を取り戻したくて……

				「は、ひっ、や、やひゅまひぇ、れぇっ……」

				「いいぞ、それじゃ、休ませてやろうじゃない、かっ！」

				「あひっ……ひぁぁぁぁぁぁっ!?」

				　アタシの膣はご主人様のチ◯ポにぴったりと絡みつき吸い付いてしまっていた。

				　それを一気に引きぬかれてしまうと子宮も引きずり出されたような快感に蕩けさせられてしまう。

				　Ｍ字に広がられてしまう両足がびくびくっと痙攣して跳ね上がってしまう。

				　ア◯ルはまだご主人様に貫かれたまま、幼女が放尿させられるときのような恥ずかしい格好をさせられている。

				　もう、触手に身体を絡めとられていなくてもご主人様に身体は逆らえなくなっていたけれど、少しでも体力を回復しようと呼吸を整えていく。

				　呼吸が落ち着くのとともに、快楽漬けにされていた思考も少しずつまともになっていく。

				「まだ、フィーニスの仲間を裏切る気は無いんだな？　マゾ奴隷のフィーニスはもっとイジメてほしいからそんなこと言っているんだろ？」

				「……っ!!　はぁ、はぁっ……。う、うらぎれないなんて、当然、じゃない。べ、べつに……虐められたいからじゃ、無いわ……」

				　口調だけはまだ強気を見せないとならない。

				　心が弱っているところなんて見せたら、何をされるかわかったものじゃないもの。

				　たとえ、身体はもうどうしようもなくなっても、心までは……。

				「なら、ただ休ませるわけにはいかないな。ルシア、入って来い」

				「はい、リューシュさま」

				「ぇっ……」

				　アタシはその光景をみて目を疑った。

				　ううん、信じたくはなかった。

				　アタシが身代わりになって助かったはずの女の子が嬉しそうにご主人様の手を握り、腕に尻尾を絡めて入ってきたのだから。

				　しかも……フトモモからは、真新しい白い液体を垂れていて……。

				「う……そ……、え……？　だって、もう、あんなことはしないって……。や、やっぱり、魔族ね！　約束なんて最初から守る気なかったんでしょ！　卑怯者！」

				「そんなの最初からフィーニスは言っていただろ？　俺は卑怯者で外道だ、ってな。ついでに言えばあの時、『代わりに抱かれてルシアを助けるか？』とは聞いたが『もうルシアを抱かない』とは一言も言ってない。あの場でルシアをイキ殺すことは止めたから約束は守ってるぞ」

				「あ……あぁ……」

				　確かに、言われたとおりだった。

				　でも、あんなに嫌がっていたあの子があんなに嬉しそうにご主人様に縋り付いているなんて信じられない。

				　しかも、尻尾を絡めるなんて竜族にとっては最大の愛情表現。

				　普通は、結婚した相手にしかしないはずだ。

				　あんなに泣け叫び、嫌がっていたあの子をあんなに手懐けるなんて……。

				「俺からしてみれば、どうしてフィーニスが身代わりになることを了承したか、という方が不思議だったんだがな？」

				「え、だ、だって、あんな、死にそうだったの、見捨てられるはず、ないじゃない」

				　そう。

				　だって、あんなに苦しそうだったから。

				　泣き叫んでいたから、神核だって黒く濁っていたから……、だから、身代わりに……。

				「本当にそれだけか？　フィーニスはルシアが陵辱されている姿を見て、自分もあんなふうにねじ伏せられてレイプされたいって考えていたんじゃないのか？」

				「……っ!!　そんなこと……、あるはずない、わ……。だって、アタシは、あの子がクーンみたいになるのが嫌で……、だからっ！」

				「自分は、そんなふうになっても構わないと思ったのか？」

				　どきんっと心臓が跳ねる。

				「だ、だって、ご主人様みたいな雑魚魔族に、アタシが壊されるなんて、あるはずないと、思っていたもの！」

				「ルシアが壊れかけていたのに、か？」

				　ご主人様が何を言おうとしているのか、わかってしまう。

				　でも、アタシはそれを認めるわけにはいかない。

				　認めてしまったら……。

				「そ、その子はもう、堕ちているわ。だ、だから耐えられなかったと、思ったのよ」

				「ほんとうに、そうですか？　そんな姿で言っても説得力はないですよ？」

				　その問は、ルシアと呼ばれていた堕竜の女の子から発せられたものだ。

				　金色の瞳でアタシを見つめられている。

				　よく考えたら、アタシはいま、精液まみれで、ア◯ルにはまだオチ◯ポを咥え込んだまま、おマ◯コもぱっくりと開いたままで……。

				「……あっ！　やっ！　み、見ないでっ……!!　こんなアタシ、見ないでっ!!」

				　アタシはルシアの視線から逃れるように頭を強く左右に振った。

				　でも、ご主人様は甘いはずなかった。

				「ああ、そういえばフィーニスも自分が今どんな姿になっているのか見てみたいよな？」

				「はっ……はっ……、や、やめ……、い、いやっ……」

				　頭を左右に振っていやいやとしてもご主人様はやめてくれない。

				　アタシの前に大きな姿見が現れて、今のアタシの姿を映し出してしまう。

				　ぽっこりと膨れた腹部も、穢れた精液が染み付いた服も髪も、何度出されたのか黒い線で刻み込まれた肌も、ご主人様のおチ◯ポの形に広げられたまま戻らず精液を流してしまっているマ◯コも……。

				　なにより……。

				「これが、今のフィーニスだ。望みどおりに虐められて嬉しいだろう？　お前はマゾなんだよ。俺に仕込まれる前から、最初から……お前は俺の奴隷になりたいと心の何処かで望んでいたんだ」

				　鏡の中アタシはにヨダレを垂らしたまま、淫蕩な笑みを浮かべてしまっていた。

				　なんども、なんども、マゾ奴隷だと認めさせられたアタシ。

				　でも、これはご主人様にそういうふうに変えられたからだ。

				　そう、言い聞かせていた。

				　アタシが悪いんじゃない。

				　ご主人様に逆らえない身体にされたから、しかたがないからだって、逃げていた。

				　でも、ご主人様は、アタシが最初からマゾだった、と言っていた。

				　最初からねじ伏せられて、魔族の奴隷に堕ちることを望んでいたのだ、と。

				「ち、ちが……、アタシ……、そんなことっ!!」

				「違わないだろ、マゾ奴隷のフィーニス。なんだなじられただけで母乳が滲み出ているぞ」

				「本当に、マゾ、なのですね。フィーニスは……。虐められて嬉しそうなのです……」

				　鏡の中のアタシも首を左右に振っている。

				　その顔は……嫌がっているというより本当に虐められることを期待してしまっているように見えてしまう。

				　なにより、ご主人様の言うとおり、母乳を滲ませてしまっていた。

				　心臓がドキドキして、身体が熱い。

				「最高だったんじゃないか？　俺みたいな雑魚にねじ伏せられて屈服させられるなんて、マゾにとっては一番のご褒美なんだからな」

				「ああ、違う……、違う……。アタシは、そんなんじゃ、そんなんじゃない……」

				　必死で否定する。

				　そんなこと、認めるわけにはいかない。

				　でも、認めさせられてしまったら、どうなるんだろう、と考えてしまう。

				　最も屈辱的なことを認めさせられることになってしまうのに……。

				「本当かな？　それなら、これからフィーニスは俺の言うことを聞く必要はないぞ。どんな命令でも拒否すればいい。堕天はもうさせないと約束してやろう」

				「し、信じられるわけないじゃない。言うことを聞かなければ堕天させて、みんなのところへ戻れなくさせるつもりでしょう!?」

				　だって、そうじゃなければ……。

				「さて、信じるか信じないかはお前しだいだ。俺は勝手にやるしな。フィーニス、これからチ◯ポを引きぬくから……腸の中に溜め込んでいる精液を全部吐き出してもらおうか？」

				「……っ!!」

				　アタシ達神族は、基本的に食事を必要としない。

				　精気の回復を促すためには食事をした方がいいので、まったく食べないわけじゃないけれど……。

				　だから、排泄というのはあまり行わない。ましてや、その姿を見られるなんて屈辱でしかない。

				　屈辱でしか無いのに……。

				「ま、簡単なことだ……。嫌なら我慢するんだな」

				「あっ……や、やめっ……こんなっ、やめっ……」

				　ア◯ルのおチ◯ポが引きぬかれていく……。

				　考える時間は与えてくれない。

				　そして、ご主人様のおチ◯ポのカリ首がア◯ルを抜けて……。

				「さあ、フィーニスの排泄姿を見せてもらおうか。食事を取らなくても平気な神族の排泄姿など滅多にみられないからな」

				「いやっ、やめてっ……！　許してっ……！　いやぁぁぁぁっ!!　見ないで、見ないでェェェっ!!」

				　おチ◯ポを引きぬかれたアタシはそのまま……自分の意思で精液を排泄してしまう。

				　誰にも見られたくない姿を見られているのに、見られるなんて嫌なのに、敏感になっているアタシはその感覚にすら、イカされてしまって……びくびくっと身体を震わせてしまっていた。

				　尿道からも漏らしてしまう感覚……。

				　それを全部見られて……そしてアタシも鏡の中に映る自分から目をそらせなくて……。

				「フィーニス、俺は精液を出せ、とは言ったがイケなんて一言も言ってないぞ」

				「すごいですね、こんなに恥ずかしい姿を自分から見せただけじゃなく……イッてしまうなんて、やっぱりマゾじゃないですか」

				「あ、あぁ……はっ……はぁっ……」

				　逆らえなかった。

				　もう、堕天なんかさせないってご主人様は言ったのに逆らえなかった。

				　身体だけじゃなく、心まで逆らえなかった。

				「もう、触手の拘束も必要ないな。フィーニス、四つん這いになって俺の足を舐めろ。お前の主は俺だ」

				「あ、あぁ……、ああ……」

				　触手はもう無い。

				　身体は自由で、言うことを聞く必要なんてないはずなのに……逆らえない。

				　こんなことをしたら、本物のマゾ奴隷に堕ちてしまうと思っても、屈辱を感じながらも従ってしまう。身体が止められない。

				　ゆっくりと四つん這いになって、ご主人様の裸足の足へと舌を這わせていく。

				　ゾクゾクとする感覚が身体を突き抜けて……信じられないことにそれだけで、アタシの身体は軽くアクメしてしまう。

				「普段の強気な態度は崩す必要はないぞ。マゾならそのほうがいじめがいがあるからな」

				「く……、し、しかたがないから、よっ……。あぁっ!!」

				「ふふ。そうですね。仕方がありませんね。フィーニスはマゾですから。身体が勝手に屈服してしまうのですよね」

				　背後に立つご主人様がアタシのお尻を強く叩く。

				　痺れるような痛みも快楽として頭の中に響いてしまう。

				　屈辱的な足舐めを止めることはできなくて、まるで愛しい人の唇みたいに吸い付いてしまう。

				　だって、こうしないと、アタシはみんなのもとに戻れないんだから。

				　絶対、もう堕天させないなんて嘘なんだから……。

				「さて、フィーニス。腰を振ってオネダリしてみろ、もっとイジメてください、とな」

				「ご、ご主人様、あ、あたしのおマ◯コも、ア◯ルも、お口も好きに使うんでしょ。言わなくても、もっと虐めるんでしょ……！」

				　そう言いながら、アタシは腰を振ってしまう。

				　開ききったおマ◯コから……何か流れ落ちてしまっている気がする……。

				「さて、どうしてやろうかな？」

				「まだ、ちゃんと認めないのですか？　自分がマゾだって……」

				　ご主人様がそういって笑みを浮かべ、助けようと思っていた女の子にまであざ笑われてしまう。

				　それなのに……アタシの身体はどうしようもなく興奮してしまっている。

				　それでもまだ、みんなが助けてくれれば……。

				　早く助けに来てくれれば……。

				　アタシはそれだけを希望にしていた……。


                			

	
			
				 堕ちた誓約の紅翼乙女　

				

				　魔族の奴隷にされたアタシは、みんなが助けに来るまで耐えることしか選択肢がない。

				　でも、考えてみれば、今まで耐え続ける経験なんてなかった。

				　力と環境に恵まれたアタシは耐える必要なんてなかったからだ。

				　……耐え続けることがこんなにも辛いなんて、思わなかった。

				「や、ぁ……、い、虐めて良いって、言ったのに……。な、なんで、こんな……、は、ぁぁぁっ!!」

				　アタシはもう、心も身体もご主人様の言うことに逆らえないのに首輪に繋がる鎖を地面に打ち付けられたまま放置されていた。

				　しかも、薄い膜のようなスライムに身体を包まれて。

				　このスライムの上から自分の肌に触ろうとしても一切刺激が伝わることはないのに、内側ではスライムのやわらかな感触で全身を焦らすようにマッサージされてしまっている。

				　乳首もクリ◯リスも勃起しているのにその周辺だけに刺激が与えられるもどかしさ。

				　ルシアもご主人様も見ている眼の前だというのに胸を地面の押し付け、お尻を高く上げておマ◯コやクリ◯リスを指でこすってしまっている。

				　はしたない自慰の姿を見られているという屈辱だけでもぞくぞくとした被虐感を得ることはできる。

				　けれど、圧倒的に刺激が足りず、はぁ、はぁ、と舌を伸ばして呼吸を荒くしてしまっている。

				「知らないのか？　これも立派なイジメだよ。実際、辛いだろう？」

				「んっ……はぁ……。考え方が甘いのですよ、フィーニス。自分を誤魔化していうことを聞いていれば抱いてもらえると思ったのでしょうけれど、それは、リューシュさまが望んでいることとは違いますから……、はぅっんっ」

				「……っ！　な、なにを言ってるかわからない、わ……。低級魔族のご主人様の言うことを聞いているのは、『堕天』させられないため、よ……。そうじゃなければ、アタシは、ご主人様の命令になんて従わないわ……」

				　アタシの目の前でルシアは、椅子に座ったご主人様のおチ◯ポに貫かれ、銀色の髪を揺らしながら自ら腰を振って踊っている。

				　自らの両足を腰に、尻尾を片足に絡めてご主人様に抱きついているルシアの表情は、とても幸せそう。

				　さっきまであのおチ◯ポはアタシが独占していたのだから、あんな風に貫かれるとどれほど気持ちよくなってしまうのかわかってしまう。

				　それを突然、とりあげられてしまったアタシは、きゅぅっと締め付けられるように苦しくなる胸にぽろぽろと涙をこぼしてしまう。

				　快楽を得られない惨めな自慰を続けながら、幸せそうな光景を見ていることしかできない。

				　もどかしくておかしくなりそうでも、まだアタシはご主人様の命令には仕方がなく従っているフリを続けてしまっている。

				　本当は、もうご主人様がアタシを『堕天』させる気が無いことにも気付いてる。

				　でも、リティアたちが……みんなが助けてくれることを心の支えにして目をそらし続けていた。

				「『堕天』したくないから、ね。じゃあ聞くが……フィーニスが『堕天』せずに助けられたとして、その後、居場所はあるのか？」

				「な、何言ってるの……？　アタシ、これでも、同年代では実力トップクラス、なんだから……」

				「ん、はぁ……。ふふ、一人で先走った挙句、最低位魔族のリューシュさまに敗れて陵辱された……、んっつ。ふぁっ……。そんな、神族が……本当に必要とされるのですかね？　ふ、ぅんっ。フィーニスの、仲間……は捕らわれたあなたを救出した、ということで評価は上がるでしょうが……。あんっ。はぁ、深いっ……！」

				　……ご主人様がいつまでもその支えを放置しておくわけ、なかった。

				　ぴしっと心の奥に亀裂が入ってしまったのがわかる。

				　金色の瞳で冷たくアタシを見下ろしているルシアに指摘されるまでは、当然、助けてもらえれば今までどおりの生活に戻ることができると思っていた。

				　でも、このままじゃ、みんなと離れ離れになるどころか、『神殿』にいられるかすら怪しい……!!

				　急に恐怖が湧き上がって来て……ご主人様に縋るような視線を送ってしまう。

				「第一、今のアクメできないままのほうが『堕天』しないためには都合が良いだろう？　アクメして無防備になったところに魔力を注ぎこまれていけば『堕天』するのだから、な。俺からはもうフィーニスをイジメてやることはないぞ？　可愛いルシアがいるからな」

				「そう、ですよ。フィーニス。わたしは、りゅーしゅさまに、おねだりしたの、ですよ。はぁっ……んっ、リューシュさまのおチ◯ポで、わたしを、いっぱい、イジメてください、って……。はぁっ！　ふぁっ!!　あぁ、んっ！　リューシュ、さまぁ。どうです、か？　アタシのおマ◯コきもちいいですかぁ？　あぁっ……ん、ちゅ……、ふぁ……。ぁぁ、蕩けてしまいそう、です……。りゅーしゅ、さまぁ……」

				　でも、ご主人様は今のアタシを見てくれない。それどころか、ルシアが甘えた声を出しながらご主人様と幸せそうに結ばれている姿を見せつけられてしまう。

				　ああ、キスして身体を震わせているルシア、とっても気持ちよさそう……。

				　アタシも、あんな風に気持ちよくなりたくて胸を揉もうとして、おマ◯コに指を入れようとするけれどスライムがそれを阻む。

				　惨めで悲しくて辛くて、ぽろぽろ涙をこぼしてしまう。

				　こんなに辛い思いをして頑張って助けてもらっても、その先に明るい未来が待っていると思えなくなっているアタシの心はどんどん摩耗していく。

				　ご主人様を求めて、しまう。

				「あ、あぁ……。ん、くぅ……はぁっ……はぁっ……。やだぁ。辛い、辛いのっ……、イジメても、いいからぁ！　ご奉仕もしてあげても、いいからぁ……!!　ご主人様ぁっ!!　こんな、刺激がないの、おかしくなちゃうっ……!!」

				「何を言っているんだ？　それがフィーニスの望みだろう？　お前の仲間に助けてもらう、ということはその状態になるってことだ」

				「はぁ、そう。ですよ？　それに、リューシュさまを殺す……つもり、なのですよね？　そんなこと、わたしが、させませんけれど……。お仲間に救出されたら、セックスどころかオナニーも我慢しなければならないのですよ？　ふぁっ……はぁっ。んんんっ、リューシュさまぁ、もっとぉ……」

				「そ、それは……」

				　二人の言葉にびくんっと震える。

				　そうだ、みんなに助けてもらったのなら、二度と陵辱されることのない生活に戻ってしまう。

				　でも、一度魔族に穢されてしまったアタシは、きっと愛してもらえない。

				　戦場に出されることもないと思う。

				　でも、今、ご主人様にオネダリすれば、あの快楽を与えてもらえる。

				　みんなを、裏切ってしまえば……きっと、ずっと……。

				　ごくり、と唾を飲み込んでしまう。

				「んふ……。はぁ……。んっ、ちゅ。ふふ。フィーニスも、オネダリしては……如何ですか？　はぁ……この機会を逃したら……もう二度と……味わえませんよ……？　んっ！　はぁ、でも……そのためには、お仲間を裏切って……もらわないと……だめでしょうね……んんっ！」

				「あ、あぁ、そんなこと、そんなこと、で、できないっ。できるわけないからっ……、お、おねだり、なんて……。みんなを、うらぎる、なんて……。はぁ、はぁっ……」

				「フィーニスがああ言っているんだ。無理強いすることはないだろ。ルシア」

				「それも……、そうですね。はぁ。リューシュさまぁ……。みて、わたしがりゅーしゅさまで、喜んでいる姿、みてくださぃ。はぁ、ぁぁぁぁっ！　もう、わたしだけ、わたしだけ、みて。みていてぇっ……!!」

				　ルシアの金色の瞳は快楽に蕩けていて、とても幸せそうで……羨ましい。

				　……つらい、つらい。

				　我慢しているのは、つらい。

				「ああ、やはりルシアは可愛いな。俺のチ◯ポを嬉しそうに飲み込んで絡みついてくるんだからな。っく……もう、我慢できないぞ、ルシア……」

				「はぁ、んっ。わたし、好き、ですからっ、リューシュさまのこと、好きですからっ。だから、もっと欲しいんですっ。リューシュさまのこと、もっと感じたいんですっ、あぁっ、んっ！　はげしっ……！」

				　さっきまで、ご主人様のおチ◯ポで可愛がってもらっていたのはアタシなのに。

				　今は、ルシアに取られてしまっている。

				　ぐちゅぐちゅという卑猥な音は、ルシアがそれだけ気持ちよくなっているという証で……。

				　ずるい、ずるい、ずるい……。

				　ルシアだけ、気持ちよくなって、ずるいっ！

				「ん……ルシア。俺も好きだぞ。一目見て、お前を俺のものにしたい、って思ったから、な。お前のことをもっと、教えてもらおうじゃないかっ……」

				「はぁ、んっ。わたしも、知りたいですよ。リューシュさまのこと。もっともっと、教えてください……。あ、んっ!!　はぁっ！　愛して、しまいましたから、リューシュさまの、こと……、あふぁぁぁっ!!　ああっ、もっと、もっとぉっ!!」

				「あっ……あぁっ……ああ、ずるい。ルシアだけ……」

				　ご主人様も遠慮なくルシアを犯している。

				　おチ◯ポだけじゃなく、触手までのばしてルシアのア◯ルを貫いて……。

				　激しくかき回されてるのにルシアは嬉しそう。

				　今なら、あれがどれだけ気持ち良いのかわかってしまう。

				　なんで、あたし、我慢してるんだろう。

				　我慢しても気持ちよくなれないだけなのに。

				　あんなに幸せになれないだけなのに。

				「っくっ、吸い付かれるな……。そろそろ、いく、ぞっ。ルシア……！」

				「ん、はぁっ、あぁぁっ、あっ、来てっ、来てくださいっ！　わたしの中で、気持ちよくなって、いっぱい、注いで……、あぁぁぁぁぁっ!!」

				「あ……ああ。ああああっ……」

				　ご主人様が射精したのか、ルシアは背中を仰け反らせながらびくびくっと身体を痙攣させて……結合部から白い液体を溢れさせていた。

				　その光景を見たアタシは、ルシアの姿をご主人様にねじ伏せられ、精液を注ぎ込まれてイカされた時の自分の姿と重ねてしまう。

				　アタシは嫌がってみせていたけれど……確かに、幸せを感じていたことを理解してしまう。

				　ぶつん、とアタシのなかの何かが切れてしまった気がした。

				「ごしゅじんさまぁ!!　アタシっ……、アタシにもおチ◯ポ、おチ◯ポ入れてほしいの！　おチ◯ポ入れて、イジメてっ！　アタシ、マゾ奴隷だからっ、ご主人様がイジメてくれないと駄目なのっ。もういやぁっ!!　我慢いやぁっ!!　犯してっ!!　犯してぇっ……!!　もう、助けてもらわなくてもいいからぁっ!!　もうずっとご主人様の奴隷でいいからぁっ!!　アタシを堕天させてもいいからぁっ!!　お願いっ!!　おねがいぃぃっ!!」

				　初めて、自分の意志でご主人様に懇願した。

				　ルシアを押しのけてでもおチ◯ポを入れてほしくて仕方がない。

				　押し込めていた感情が濁流となって理性を押し流してしまう。

				　もう、どうなっても良かった。

				「良いのか？　仲間を裏切って俺に協力しなければもう抱いてやらないぞ」

				「裏切ってもいいっ！　こんなの、耐えられないのっ！　気持よくなりたいの！　イジメてほしいのっ！　誓約でもなんでもするからっ……!!　最底辺のマゾ奴隷のアタシをイジメてぇっ!!」

				「はぁ……、あ……はぁ……ようやく、素直に、なったのですね……、フィーニス。魔族と誓約を結ぶことがどういう意味を持っているか、わかりますよね……」

				　ルシアの言葉にアタシはこくこくと頷く。

				　神族にとって交わされた誓約は魂に刻み込まれる誓い。魔族と誓約を結ぶということは、その神族は『堕天』せずとも魂まで魔族に捧げた裏切り者になるということ。

				　アタシはそうまでしてでも、ご主人様に与えてもらえる快楽に屈服して……求めていた。

				「なら、今すぐその体と魂に誓約を刻んでもらおうか。生涯を俺の奴隷として過ごす、とな？」

				「……いいわ。見ていて……ご主人様」

				　その言葉とともにご主人様があたしの身体を包むスライムを解除してくれる。

				　精液にまみれていた身体はスライムがすべて清めてくれたのか、綺麗になっていた。

				　疼く身体を抱えたまま、アタシは指先を噛みきって血を垂らすと……自分の腹部に文字を書いていく。

				『生涯ご主人様(リューシュさま)の奴隷として生きることを誓う』と。

				　それは、すぅっとアタシの中に入り込み、消えていった。

				　もう二度と、引き返せない……。

				「なるほど、覚悟は本当みたいだな」

				「ああ……、わたしはもう『堕ちて』いますから……誓約ができないのですよね。羨ましい」

				「ねえ、いいでしょ……？　ちゃんと誓約したでしょ？　だから、だからっ……アタシも……っアタシにも……あ……？」

				　アタシの両手が再び触手に絡め取られ……、身体を持ち上げられていく。

				　両手を左右にまっすぐに伸ばされてた格好は『神殿』の象徴である十字架にも酷似していた。

				　本来であれば神聖な象徴である十字架にかけられて犯されてしまう。

				　神族としてのアタシが終わってしまう予感は、ぞくぞくとした快感となって身体を駆け巡っていく。

				　鼓動が、早まっていく。

				「こ、こんな格好で……して、くれるの……？　ご主人様……、はぁっ、はぁっ……こんな、格好で……」

				「ああ、フィーニス、『お願い』だ。今、お前が一番俺に陵辱されるのにふさわしいと思う姿に、なれ」

				「はぁ……、はぁ……、は、はい……」

				　気がつけば神力の操作はもう許されていた。

				　アタシは一度ご主人様の精液に汚れた法衣を消す。

				　それから……、アタシが生成できる中で最も神聖なドレスを身にまとう。

				　白い手袋に白いブーツ。

				　膝下まで伸びる長いワンピース状のスカートは純白。

				　本来なら結婚の誓いを交わすときに着るドレス……。

				「ふふ、最低の神族ですね、フィーニスは。花嫁衣装で陵辱されたい、なんて……」

				「そう、なのっ……。お願い、ご主人様……。一番綺麗で、清らかなアタシを壊して、イジメて……穢して!!　アタシは最低だって、思い知らせ……んふぁぁぁぁっ!!　ああぁぁぁぁぁぁっ!!」

				「良いだろう。フィーニス。ちゃんとイジメてやろうじゃないか」

				　そして、ご主人様のおチ◯ポと全く同じ形の触手にアタシのおマ◯コはこじ開けられてしまう。

				　すっかりご主人様のおチ◯ポの形を覚えてしまったおマ◯コはすんなり子宮口までその触手を受け入れてしまった。

				　いつもよりずっとずっと敏感な身体は子宮口から全身へと突き抜ける快感を余すところなく脳が認識できてしまう。

				　快楽の声で歌いながらアタシはビクビクと身体を震わせ、翼をパタパタと羽ばたかせてしまう。

				「ぁぁっ、すご、いのっ！　これ、すごいのぉっ!!　いいのっ！　いままでで、一番、いいっ！　ひぁぁぁっ!!あぁああああっ！　ごしゅ、じんっ、さまぁっ！　すご、あぁぁっ！　ありっ……ひぁぁっ!!　あぁぁぁぁっ!!」

				　ごりごりと触手が子宮口をこじ開けながら膣内をかき回す快感に身を任せる。

				　期待どおり。ううん、それ以上の快楽を得られたアタシは早くもご主人様にすべてを捧げたことは間違いじゃなかった、と考えるようになっていた。

				「まだまだ、これからだぞ？」

				「ふぁぁぁ……、んぶっ……んぐっ!?　んんんんぅぅぅっ!!　んぉぉぉ」

				　ご主人様のおチ◯ポを同じ形の触手がアタシに殺到してきた。

				　口の中にねじ込まれたおチ◯ポは喉奥を通りすぎて胃の中にまで一気に入り込んできた。

				　呼吸がくるしくて、頭がぼーっとしてしまうけれど、食道を犯される快感に再びアクメしてしまう。

				「んっ……んじゅっ……んぐっ……んぅぅっ!!」

				　何本かの細い触手がより合わさっておマ◯コに入り込んでいる触手と同じくらいの太さとなったモノがアタシのア◯ルにゆっくりと回転しながら入ってくる。

				　子宮を圧迫するだけじゃなく、腸の奥の奥まで入ってくる。

				　身体の中を征服されていく被虐感にびくん、びくっと身体を震わせ、ぽたぽたと愛液をこぼしてしまう。

				（気持ちいいっ、ご主人様に忠誠を誓ったのが、こんなにも気持ちいいなんて……！）

				　頭の中を駆け巡る快感は、今までのものとは比べ物にならない。

				　自分から屈服して身体を捧げる快感の大きさに頭の中は、もう焼きつくされてしまいそう。

				　乱暴に子宮口を突き上げられ、徐々にこじ開けてくる触手チ◯ポ。

				　腸を逆流して入ってはいけない場所にまで入り込んでくる腸の触手チ◯ポ。

				　そして喉奥から胃までを陵辱する触手チ◯ポ。

				　連続アクメが止まらなくて、意識が遠くなりそうなのに、それ以上の快感で無理やり覚醒させられてしまう。

				　胸も触手で縛り上げられて母乳を絞りだされてしまう。

				　純白の服にシミをつくってしまいながら、乳首の先端をこするようにさらに触手チ◯ポが訪れる。

				　乳首とクリ◯リスを触手チ◯ポの亀頭で押されてしまう快感におかしくなりそう。

				「おぉっ……んぉぉっ……、んじゅっ……ふぉぉっ」

				「あは、はしたないですね。おマ◯コからも胸からもあんなに飛び散らせて……。ああ、あんな状態でも自分から腰を振ってますよ。フィーニスったら、最低、ですね」

				「ああ、そうだな。だから、俺の奴隷にふさわしい」

				　何を話しているのか、今のアタシにはもう意味を理解できない。


                			

	








			
				　ただただ、今まで味わったことのない圧倒的で暴力的な快感になんともトバされては引き戻されてぐしゃぐしゃにされてしまっている。

				　確実にアタシの魂を二度と戻れない奈落の底へと導いていくのがわかってしまう。

				「～～～～～～!!　～～～～～～～～～！！！！」

				　不意に、こみ上げる吐き気のような感覚と共に口の中から触手が飛び出してくる。

				　ア◯ルから入ってきた触手がアタシの身体を完全に支配してしまったのだ。

				　そして、未だに抵抗していた子宮口がとうとう陥落して……こじ開けられ、子宮にまで触手チ◯ポが入り込んでくる。

				　次の瞬間、一回のアクメを感じる時間が、いつもの何倍も長く感じてしまう。

				　戦っている時のように全身の神経が覚醒して、周りの景色が遅くなっている気がする。

				　触手チ◯ポのイボイボに何度も子宮口が擦り上げられてその度に押し寄せる絶頂の波。

				　一瞬で過ぎ去るはずのそれが、何分間にも引き伸ばされて感じられてしまう。

				（むり……、アタシ、こんなの知っちゃったら……ぜったい、ごしゅじんさまいがいで、まんぞくできるわけ、ないぃぃ……）

				　続けて、子宮と、腸内とで一斉に注ぎ込まれる精液。

				　身体の内側と外側、全部一緒にご主人様に穢されていく。

				　そのまま、いろいろと限界を超えていたアタシの意識はぷつんっと途切れてしまう。

				　姿形はまだ『堕天』する前のまま。

				　アタシはご主人様が与えてくれる快楽のために仲間を裏切るような、最低の存在に堕ちてしまったのだった。
                			

	
			
				 遅すぎた救援　

				

				「……はぁっ、はぁっ」

				　息が苦しい。

				　神術での体力回復が追いつかない。

				　周囲も闇に包まれ始めている。

				　でも、足を止めるわけにはいかない。

				　胸騒ぎがする。

				　こうしている間にもフィーニスは……。

				「リティア、ちょ、ちょっと待って、はぁっ……」

				「……っ！　キューフ、ごめん」

				　気が付けば息を切らせたキューフが少し遅れていた。

				　馬車を使えない現状、荷物の大半を彼女が持っている。

				　さらに、今は普段誰も通らないような道を歩いている最中。

				　普段より、体力の消耗が激しくて当然だった。

				　移動速度を上げたつもりでも思った以上に先に進むことができていない現状に焦っていた自分は、それを失念していた。

				「リティア、少し休憩しませんか？　そうしないと万全の体勢で戦うことはできませんから」

				　ベルカナの顔色も良くない。

				　索敵を担当している彼女は、慣れない場所でずっと神経を尖らせている。

				　体力だけでなく精神的な消耗も激しいはずだ。

				　リーダーである自分は、それも考慮するべきだった。

				「……ごめん、休憩する」

				「ううん、ボクの方こそごめん。この中で一番体力あるはずなのに……。すぐに休憩の準備をするね」

				「普段馬車に置いている荷物を持って歩いているんですから仕方がありませんよ。それなのに、いつも……すみませんね、キューフ」

				「これはボクの役目だからね。よっと」

				　キューフは大きな背負いカバンの中から長くて丈夫な縄を取り出した。

				　続いて、その縄を器用に操るキューフは、数本の丈夫そうな樹の間にかけていく。

				　あっという間に蜘蛛の巣みたいな簡易のハンモックが出来上がった。

				　その上に毛布を敷いたキューフがその上に乗って強度を確かめていく。

				「うん、大丈夫。今、温かい飲み物を準備するから、みんなも乗って待っててよ」

				「お願いします。キューフも、疲れているのにすみませんね」

				「これはボクが好きでやっていることだから、気にしないで」

				　荷物カバンを近くの丈夫そうな枝に吊る上げたキューフ。

				　今度は空色の髪を縛るピンク色のリボンを器用に操って、地面で焚き火の準備をしていく。

				　こうした食事や寝床の確保はキューフが得意。

				　任せっきりは申し訳ないと思うけれど、キューフはいつも手伝わせてくれない。

				　キューフ以外は普段料理しないからだと思う。

				「ベルカナ、周りの状況は？」

				「大丈夫です。魔族や魔物の気配はありません。ただ、この先は瘴気の濃度が濃くなっているように感じます。キューフは大丈夫ですか」

				「うん。このくらいならボクは平気だよ」

				　休憩しながらでも、ベルカナは周囲の警戒を怠っていない。

				　それに、瘴気に対して敏感なキューフが平気なら大丈夫だと思う。

				　濃い瘴気の中では人間や神族でも影響を受ける可能性がある。

				　神族であれば最悪『堕天』。

				　自分のような人間であれば魔に心を奪われたり、理性を失った狂戦士になる場合もある。

				　そういった変調をいち早く感知できるのが人間と精霊の間に生まれたとされる亜人。

				　その亜人種の一つ、ドワーフであるキューフは自分たちの中で一番、瘴気に対して敏感で耐性が低い。

				　鉱山に小鳥を連れて行くようなものである。

				　逆に瘴気に対してもっとも耐性が高いのは人間である自分。

				　そのため、キューフやベルカナが瘴気の影響を受けないように神術で護る大事な役割がある。

				　だから、このまま消耗した状態で突っ込むのは自殺行為だった。

				　いくら自分が、普通の人よりも遥かに精気の回復が早いとしても、だ。

				「……ごめんなさい。みんな。あの時、私がフィーニスを後押ししなければこんなことにはなりませんでした」

				「最後に許可したの、自分。ベルカナ、自分を責めない」

				「そうだよ！　ボクだって、強く反対できなかったし……みんなの責任だよ！　……リティア。このことはまだ報告していないんだよね？」

				　キューフの問に頷く。

				　実はこのフィーニスが先走ったことはまだ『神殿』には伝わっていない。

				　自分たちはただ、要請を受諾し救援に向かう、とだけ連絡したのだから。

				　これで、自分たちも戻らないことがあればより上位の組織が動くことになる。

				「だったら、まだ、フィーニスが『堕天』していなければ、一緒にいられるよ！　リティアの浄化魔法だってあるんだし！　フィーニスは瘴気には強いんだし」

				　そう、確かにフィーニスは神族だけれど、瘴気に対する耐性が高い。

				　浄化能力が高いからだと思う。

				　でも、自分はキューフの言葉に素直に頷くことはできない。

				「それ、は……」

				「……キューフ。その可能性は……」

				　フィーニスが先行してからもう五日は経過している。

				　なのに、戻って来ていない。

				　きっと、自分の言ったことを聞かずに無茶したんだと思う。

				　……ばか。

				　通常、魔族に捕らわれてから神族が『堕天』せずに耐えられるのは三日が限界と言われている。

				　魔族に捕らわれたということはまず確実に精気を吸い尽くされて隷属化させられているからだ。

				　フィーニスが到着するまで一日かかったとしてもすでに四日が経過している。

				　時間的には手遅れの可能性が高い。

				「だって、あの誇り高いフィーニスだよ？　簡単に魔族に屈するわけないじゃない！」

				「そう……ですね。フィーニスならきっと、耐えてくれます」

				「……」

				　キューフの真っ直ぐな瞳に、自分は何も言えない。

				　フィーニスは今まで敗北らしい敗北を経験していない。

				　ちょっとした小細工も戦術も吹き飛ばせるだけの力がある。

				　……だからこそ、それを覆されて敗北した時が、怖い。

				　圧倒的な実力差があったのなら、持ち前の負けん気を発揮できるだろう。

				　けれど、今回は場所からしても高位魔族がいるとは考えにくい。

				　雑魚と呼べるような相手に敗北してプライドを折られたとしたら……。

				　不意にむにっと顔に柔らかな感触が押し当てられた。

				　気づけばベルカナが自分の頭を抱き寄せていた。

				「リティア、きっと大丈夫です。そのことを私たちが信じてあげなくてどうするんですか」

				「そうだよ。絶対、フィーニスを助けようね、リティア！」

				　そうだ。

				　自分がフィーニスを信じてあげなくてどうする。

				　改めて、自分の未熟さを思い知る。

				「……フィーニスに、何があっても助ける。必ず」

				　そう、心に決める。

				「うん！　明日にはフィーニスが捕まっているところに到着できるはずだよ。ご飯を食べたらゆっくり眠って、しっかり休んでから行こう！」

				「そうですね。キューフ、リティア。明日は、きっと厳しい戦闘になるはずです。フィーニスが遅れを取ったほどですから……」

				　ベルカナの言葉に頷いた。

				　きっと、大丈夫。

				　なんども自分に言い聞かせる。

				　それでも胸の奥に燻ぶる不安は、消えることがなかった。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

				

				　そして、翌日。

				　自分たちはフィーニスが戦闘を行ったと思われる場所まで足を運ぶことができていた。

				「……此処で戦闘が行われたようですね」

				「うん。あちこち焦げてる……瘴気もほとんど無いね」

				　ある一点から放射状になにか焼け焦げたような跡が残っている。

				　この様子からかなり広範囲に攻撃する炎の神術を使ったらしい、と察する。

				　この神術は消耗が激しいけれど威力も相応のはずだ。

				　正直、この神術に耐え切るような魔族がいる、とは考えたくない。

				「……ベルカナ、瘴気は？」

				「あ、はい。……そうですね、こちらの方から感じられます」

				「うん。でも、濃くないね……それに、なんというか。全然敵意が感じられないというか……正直言ってもっと魔族に襲われるのかと思ってた」

				　それは自分も感じていた。

				　あまりにもあっさりと接近できている。

				「フィーニスのこの神術を受けたんなら、その傷も相当な深手のはずだよね。だからコチラと戦う力が残っていない、っていうのは……？」

				「……フィーニスが一矢報いることができてその傷の回復にかかりきりになっているのなら、良いのですが……」

				　この状況となっている可能性は二つ。

				　一つは、二人の考えているとおりこちらへと注意を向けるだけの余裕がないか。

				　もう一つは……その必要が無いか。

				「っ！　待ってください。何か聞こえます」

				　その言葉に一気に緊張が走る。

				　耳をすませば……確かになにか聞こえる。

				　向こう側の丘のほうから、だ。

				「……っ！　…………っ!!」

				　ベルカナがそっと近づいて丘の向こう側を確認する。

				「……っ！　いました、フィーニスですっ！　あ、ああ、でも……」

				　ベルカナの声が震えている。

				　そっと手招きされたことを確認して自分たちもそっと近づいた。

				　神力で視力を強化してその状況を確認した自分は、思わず歯ぎしりする。

				　フィーニスは結果的にはまだ『堕天』していなかった。

				　額の青い輝きを放つ神核がそれを証明している。

				　だけど、首輪以外なにも身に着けていなかった。

				　一回り大きくなったように見える胸には黒っぽい触手が絡みつき……白い液体に塗れている。

				　両手を後ろ手に触手で縛られ、浅黒い肌で背中に翼を生やした大男に背後から貫かれてしまっている。

				　アレが、きっと魔族。

				　でも、自分でもそれほど力は強いようには見えない。

				　胸の中の不安感が強くなった。

				　両足も持ち上げられたフィーニスの目の前にはもう一人、銀色の髪の竜族らしき少女がいる。

				　彼女はフィーニスの前に跪き、前から舐めているのだろうか……？

				「リティア、狙います、良いですね？」

				「……ベルカナ、お願い。キューフ、荷物は一度此処に置く。戦闘準備」

				「うん！」

				　ベルカナは長距離から弓矢で狙撃することを得意としている。

				　この距離なら十分に射程範囲。

				　相手に気づかれる前に……倒せる。

				　神力が矢に込められていく。

				　その瞳にも神力が込められているのか、淡く輝いているのがわかる。

				　ふっと息を吐いてベルカナの矢が放たれる。

				　それは……まっすぐに突き進み、魔族の男を通りすぎてその背後に生えていた樹に突き刺さる。

				　失敗か？　と思った矢先、ぐら、とその樹が倒れ、黒い髪の青年の姿へと変わる。

				　同時に大男の魔族も消滅していった。

				　どさ、とその場にフィーニスが崩れ落ちる。

				　すぐにキューフが走っていった。

				「フィーニスっ!!」

				「……さすが、ベルカナ」

				「魔力を感知すればこのくら……っ！　だ、ダメですキューフ！　戻ってっ！」

				「えっ、きゃぁっ!!」

				　キューフの足元が突然、軟体生物へと変わり、まともに身体を絡めとられてしまったのだ。

				　空を飛べないキューフが避ける手段はなかった。

				　どうにか抜けだそうともがいているけれど、周囲五メートルくらいは軟体生物と変わっている。

				　足も地面に届いていないようだし、抜け出すことは困難だろう。

				　あんなに巨大な軟体生物を操るなんて……。

				　慌てて次の矢を構えるベルカナの前に一人の男が立つ。

				「止めたほうが良いぞ？　お仲間が『堕天』するところは見たくないだろ？」

				　それは、先ほど矢を受けて倒れたはずの男だった。

				「囮、でしたか……」

				　悔しそうにベルカナが唸る。

				　ベルカナすらも欺く囮を使う相手、ということに正直、驚きを隠せない。

				「そういうことだ。俺の名前はリューシュ。フィーニスの仲間、だろう？　取引がしたい。まさか断らないだろうな？　ああ、これも囮だ。射抜いても無駄だぞ？」

				　フィーニスばかりか、キューフも人質となったような状況。

				　そういう黒髪、黒瞳の男に対して、自分は睨みつけることしかできなかった。


                			

	
			
				 下級魔族と聖女見習いたちの取引

				

				「……取引？」

				「ああ、そうだ。取引がしたい。キミがリティアだろ？　で、そっちのエルフがベルカナ、落とし穴に見事にハマってくれたのがキューフで良いよな？　俺はそっちに手を出さない。その代わり、俺が『ゼワイト』に戻るまでの護衛をしてもらいたい、というな」

				「あなた、なぜ私たちの名前を……？」

				「……」

				　自分たちの名前を目の前のリューシュと名乗った魔族が知ることができる可能性は少ない。

				　可能性として最も高いのはフィーニスが彼に伝えた場合。

				　けれど、彼女は素直に自分たちのことを話すような性格じゃない。すでに心を折られている、と考えるべきだろう。

				　自分だけじゃなく、ベルカナも気がついたのだと思う。

				　彼に見えない位置で、声を震わせているベルカナがそっと手を握ってきた。

				　念話を行うつもりなのだろう。

				　自分もベルカナの手を握り返した。

				（リティア、聞こえますか？）

				（……聞こえてる）

				（フィーニスに、もう余裕はないでしょう。どうします？　素直に話を聞きますか？）

				　正直なところ、自分はリューシュとの取引に乗る気はない。

				　彼を此処で見逃すには危険過ぎるから。

				　フィーニスを見捨てる行動にでる自分を仲間は責めるかもしれない。

				　特に、一番真っ直ぐな心をしているキューフには。

				　でも、それでいい。

				（その気はない。できるだけ正確にリューシュらしき気配のいる場所を全部教えて）

				（構いませんが、突撃はできないと思いますよ。数が多すぎます。きっと何処かで止められてしまうかと……）

				（大丈夫、フィーニスが人質になっているのにそんな無茶、しない）

				　今考えていることをベルカナやキューフに話したら、きっと反対されるだろう。

				　いつもは、自分がもっと慎重に行動するように話しているからだ。

				　でも、今回は不意打ちの最大火力で彼を一気に叩く。

				　普段の自分の言動をフィーニスから聞いていればこそ、リューシュの不意をつくことができる。

				「さて、な。ちなみに取引に応じる気がないなら、フィーニスは『堕天』させる。もう二度と平穏な生活には戻れないだろうな」

				「や、やめてっ！　フィーニスを堕天させないでっ!!　リ、リティアっ！　もう少し話を聞いてみようよっ！」

				「それは、取引、じゃない。脅迫」

				　自分はリューシュを睨みつけたまま。

				　キューフがスライムに身体を絡めとられながらも必死にフィーニスのところへと向かおうとしているのがわかる。

				「悪いが、そういう姑息な手に頼るしか無くてな。俺は弱くて小心者なんだよ。しばらく何事も無く過ごすことができたら大人しく『ゼワイト』に帰るから安心しろ」

				「フィーニスも、置いていってくれるの？」

				「それはフィーニス次第だ。俺に付いて行きたい奴は連れて行く。その時、俺から離れたい、と言うように頑張って説得するんだな」

				「……ずるいですね。隷属していたら逆らえないと思いますけれど」

				「隷属は帰る前に解除しておく。後は本人の意志だろ？　流石に人質もなしに無償で同行できる、なんて考えられないしな」

				（リティア、周辺にいるあの魔族と思われる気配を伝えます。大半は囮でしょう。先程は、最も瘴気を多く持っていた個体を攻撃したんですが……。これでは本体の判別は困難です。どうするつもり、ですか？）

				　ベルカナから、リューシュの分身がいると思われる場所を教えてもらう。

				　数は……多い。

				　生物だけじゃなく無機物にも彼は擬態しているのがわかった。

				　落とし穴の仕掛けも多い。

				　こんなに広範囲にたくさんの分身を配置して擬態させることができるような魔族がいるなんて。

				　こういう待ち伏せて自分のフィールドに引き込むタイプの魔族がいると知ったのも、戦うのも、初めて。

				　自分たちが教えられてきた魔族の姿と随分違うことに驚いている。

				（……ありがとう、ベルカナ。そして……ごめん）

				（えっ!?）

				「……リティア、フィーニスはボクがちゃんと説得する。ボクたちのところに残るように説得すれば離れ離れにならなくて済むよね？　あの竜族の子もそうでしょ？」

				　キューフがこちらへと視線を向ける。

				　確かにちょっと聞いただけではこちらにもメリットは有るように聞こえる。

				　でも、本能が告げている。

				　彼をこのまま野放しにするのは危険過ぎる、と。

				　リューシュがフィーニスから情報を得たのであれば最も警戒するべきはベルカナ。

				　実際、リューシュはベルカナから一度も目を離していない。

				　あんな囮を用意していたのもベルカナの能力をフィーニスから聞いていたからだろう。

				　でも、フィーニスだけじゃなくキューフやベルカナも知らない事実がある。

				　身体に多大な負担がかかるけれど、この中で最も高い火力を持つのは自分だ、ということ。

				　これは、完全な不意打ちになるはず！

				「ねえ、リティア。ボク、そんなに悪い話じゃないと……、えっ……きゃぁっ!!」

				「……っ!?　これはっ！」

				　自分の体内でリューシュに気づかれないように生み出した神力を束ねていく。

				　本来扱える許容量を超えた力の行使に、心臓が悲鳴を上げる。だが、今は無視。

				　胸を抑え、意識を失いそうになりながらも、神術を解き放つ。

				　光が天空に登った直後、真っ白な雷がすべての気配へ向けて一斉に降り注いだ。

				　どれが本体かわからないなら、全部まとめて消し飛ばしてしまえばいい。

				　キューフを捕らえていた軟体生物へも直撃し、塵へと返していく。

				　雷が消える頃には辺りには瘴気の欠片も残らない。

				　……はずだった。

				「……な、んで」

				　確かに、一度は魔力の反応がある場所を全て攻撃した。

				　周囲に瘴気は、ない。

				　隠れる場所など、もう、どこにもないはず。

				　なのに、一度は完全に消滅したリューシュは何事もなかったようにフィーニスの背後に現れる。

				　フィーニスは気を失っているのか嫌がる様子もなく背後から抱き寄せられてしまう。

				　脂汗が滲み出てくる。

				（リティア、今のは!?　だから、私にリューシュの居場所を探らせたのですね……。でも、すみません……）

				（……っ！　ベルカナは悪く無い。自分が、甘かった）

				　ベルカナがミスしたとは思えない。

				　とすれば、ベルカナが認識できないような場所に潜んでいる、と考えたほうが自然。

				「ああ、びっくりした。だが、これで交渉は決裂、ってことでいいか？　フィーニスは『堕天』させてもらうぞ？　随分不思議そうな顔をしてるが……種明かしをしてやる気はないぞ？」

				「ま、待って！　待ってよっ！　や、やめてっ……！　リティア！　なんで、なんで攻撃したのさっ！　なんでも、なんでもするからっ！　やめてよぉっ!!」

				　リューシュの手がゆっくりとフィーニスの神核に触れる。

				　青い輝きが揺らめき、ジワリ、と赤い輝きを帯び始める。

				　それに血相を変えたキューフが、必死でリューシュの行動を止めようと叫ぶ。

				「ぼ、ボクが！　ボクが身代わりになるからっ！　それ以上フィーニスになにもしないでっ！」

				「キューフっ！　だ、ダメです！　あなたには瘴気に対する耐性が無いんですよ！　身代わりなら私がなりますからっ！」

				「ベルカナこそ、ダメだよ！　ボクは『堕天』することはないけど、ベルカナは『堕天』しちゃう！」

				「……ふたりともダメ。自分が代わりをする。精気が欲しいなら、自分が一番良い。さっきのも、自分の、独断」

				　ベルカナの手を離して一歩前に出る。

				　自分の心臓が未だに過剰に神力を生成しようとしているのか、胸が痛くて苦しいが我慢。

				　気を抜けば暴走してしまいそうな力を必死で抑制する。

				　まだ、フィーニスを助けていないのに命を落とすわけにはいかない。

				「リティア!?　む、無茶だよ！　それにリティアは人間なんだから、処女を失ったら神力使えなくなっちゃうじゃない！」

				「そうですよ！　リティア、神族でも魔族に犯し殺されてしまう者がいるというのに、耐えられるわけありませんっ！　死んでしまいます！」

				「大丈夫、どのみち、この中で一番最初に脱落するのは、自分」

				　神族であるフィーニスやベルカナはもちろん、亜人であるキューフも加齢は遅い。

				　それに比べて自分が万全に戦えるのは、あと数年もないと思う。

				　元々、あまり丈夫ではない身体を無理矢理強化して『神殿』の聖女として活動しているのだ。

				　いつ限界が来てもおかしくない。

				　将来があるみんなより、先がない自分が犠牲になるほうが良いに決まってる。

				「……なるほど、さすがは未熟でも聖女様、ってことか。なら、もう一度だけチャンスをやろうか。だが、言っとくがもう交渉する気はないぞ。一方的にこっちから条件を突きつけて……そっちが飲むか否か、だ」

				「……当然、だよね。ボクはフィーニスが助かるなら、良いよ。リティア。いつも迂闊に手を出すのは危険だって言ってるのに、なんで今回は……」

				「拒否は、できないんですよね？　大丈夫、です。何を要求されても覚悟はできています」

				「飲むに、決まっている。フィーニスを、離して」

				　リューシュの手がフィーニスの額から離れる。

				　赤みを帯びていた神核は元どおり青い輝きを放っていく。

				　その様子にホッとした。

				　後は、リューシュが自分を抱くように興味を持たせて……自爆覚悟で殺すだけ。

				　精気を奪われれば、それは確実に本体に届く。

				　それを狙う。

				　でも、それには大きな問題があった。

				　ベルカナだけじゃなく、キューフよりも自分には性的魅力が乏しいこと。

				　キューフは身長は低いけれど、意外とスタイルが良い。

				　ベルカナはエルフで綺麗。

				　それに比べて自分は、無愛想。

				　髪の手入れだけはかかさずにしているけれど、そのくらいで……。

				「一つはそっちの浄化巡りの旅に俺たちも同行させてもらうこと。まだしばらくは旅を続けるんだろ？　それから、夜の相手をしてくれること。誰か一人(・・)のところに俺が足を運ぶから相手をしてくれ。拒否は……、しないよな？」

				「旅の間に調教、するつもり？」

				「答える必要はないな。で、どうする？　俺としてはそっちがフィーニスとルシアを諦めるならこの場は見逃しても構わないけどな。『ゼワイト』に戻るまで生き残ることができれば、俺としてはどんな手でもかまわないのだし」

				　確実に、自分のせいで状況は悪化した。

				　でも、フィーニスに今以上に手を出されることがなくなる、と考えれば案外悪くはないのかもしれない。

				　魔族は分身を使えるが、まともに精密操作できるのは一体が限度だから、全員を調教しようとすればどうしても効率はおちるはず。

				　なら……最悪、彼を殺すことができなくとも自分が彼をつなぎとめることができれば、全員が堕ちることは避けられる……と思う。

				　フィーニスの治療の時間も稼げるだろう。

				　たとえ自分は処女を失って、もう、聖女としての活動ができなくなるのだとしても。

				「ボクは……良いよ。それで、助けられるなら」

				「私も、受け入れるしか無いでしょうね」

				「……選択肢はない、よく言う。でも、仕方がない。かまわない」

				　自分がそう告げると、リューシュはフィーニスを解放してくれた。

				　すぐにキューフが駆け寄る。

				　自分もフィーニスと銀髪の竜族の少女に近づいた。

				　残念ながら、銀髪の竜族の少女はすでに堕ちているようだ。

				　彼女を助けることは難しいだろう。

				　ただ、ふたりとも体調に問題はなさそうで、ほっとする。

				　微かに瘴気がまとわりついているがこのくらいは自然に浄化されるものだし大丈夫だろう。

				　キューフにも影響が出ない程度だ。

				「今夜から宿泊は三人バラバラに寝るようにな。寝床は俺が準備してやる。三人とも自分の淫らな姿を見られたいなら、一緒に寝ても良いけどな」

				「……っ！」

				　自分たちが魔族に抱かれている姿は確かに見られたくない。

				　その提案には素直に従うことにする。

				　リューシュは旅の同行をする間はルシアという銀髪の堕竜の少女と共に逃げ出したダークエルフだという扱いとすることに話し合って決めた。

				　黒髪の少しあどけなさの残る顔立ちの青年から、浅黒い肌の銀髪のダークエルフへと姿が変わった。

				　ほとんど瘴気を発することなく、神力を多少まとわせている。

				　どうやら、本体ではなく分身だからこそこんなことができるらしい。

				　でも、自分はその技術に恐怖していた。

				　街中に魔族と気づかれずに入り込むことができる技術を持つ者。

				　彼がそっと内側から崩そうとしたらどうなるか……。

				　どうにかしてこの道中に始末しなくては、と考えつつ……全員で村へと移動を始めた。

				　夜に眠るための小さなテントも彼が準備してくれた。

				　そして……その夜、彼は、自分のテントへと姿を現したのだった。

                			

	
			
				 白き乙女の恥じらい　

				

				「……ど、どうして？」

				　テントに現れたリューシュへ向けて最初に出た言葉はそれだった。

				『神殿』では恋愛は禁止されていない。

				　むしろ、推奨すらされている。

				　恋人との間に育まれた愛情は時になによりも強い力となるからだ。

				　けれど、自分に言い寄ってくるような男性はいなかった。

				　だから、肉体的魅力も、性格的魅力も自分には無いと思っている。

				　リューシュが此処に姿を見せたのは、性的魅力以外に何かを感じたからだとしか思えない。

				　自分がまだ彼の殺害を諦めていないことに気づいた？

				　それなら、真っ先に無力化しに来たとも考えられる。

				　大規模な神術を放ち、精気が回復しきっていない自分。

				　そこを狙い、処女を奪われてしまえば自分は『聖女』ではなくなる。

				　でも、それならむしろ好都合とも……。

				「リティア、お前のことが心配でな。精気と神力のバランスが崩れているだろ？　かなり辛いんじゃないのか？」

				「……!?」

				　……心配？

				　今、魔族がただの人間である自分を心配している、と言ったのだろうか。

				　いや、それよりも自分の体調のことを見ぬかれてしまっている。

				　今も気を抜けば、心臓を破裂させてしまいそうなほどに神力が高まってしまう。

				　それを無理やり押さえ込んでいるため、苦しさもある。

				　みんなの前では平然としていたつもりだ。

				　見ぬかれていたことに驚愕する。

				　無意識に後ずさりしてしまう。

				「……今、そんなに変なこといったか？」

				　リューシュが不思議そうな顔をする。

				　自分はそんなに変な顔をしていたのだろうか。

				「魔族にとって、人間なんて家畜。心配なんて、ありえない。なにを、企んでる？」

				　自分のような力を持つごく一部の人間以外は、魔族に対抗する有効な手段を持たない。

				　下級と呼ばれる魔族にすら身体能力で圧倒されてしまうのだ。

				　だから、基本的に人間は魔族にとって最も支配しやすい家畜、という認識のはずだ。

				　心配している、なんて近づいて来たのなら必ずなにか裏がある。

				「さて、な。あったとして素直に種明かしすると思うか？　それより今はリティアの体調を何とかしないとな。相当苦しいだろ、それ」

				「……こ、来ないで」

				　リューシュにとって自分の不調は好都合のはず。

				　しかも、自分は先ほど彼に交渉を無視して殺意を向けたのだ。

				　彼が治療するメリットなど無い。

				　なのに、どうして……？

				　彼の思考がわからない。

				　それが、怖い。

				「拒否はさせないぞ、リティア。『夜の相手』をしてもらうために来たんだからな？」

				「……っ!!」

				　彼の言葉に、逃げることは許されないのだと思い出す。

				　なら……、今やるべきことは一つだけ。

				　彼の思惑は関係ない。

				　リューシュの本体を滅ぼすことだけを考えよう。

				　その結果、自分がどうなろうと。

				　一度目を閉じる。

				　ゆっくりと呼吸を整えてから目を開けた。

				　擬態を解いた、黒髪と黒い瞳の少し幼い顔立ちの彼がいる。

				「……わかった。好きにして、いい」

				「ああ、そうさせてもらう。せっかく可愛いのに苦しそうな顔をしているのはもったいないからな」

				「……っ!?」

				　何を言われたのか頭が理解する前に、リューシュに抱き寄せられ唇を重ねられてしまった。

				　反射的に彼の服をぎゅっと握ってしまう。

				「んっ……。ふぅ、んっ」

				　精気を奪われるのかと思っていたが、そんなことをする様子はない。

				　ただ、唇を重ね合わせるだけの穏やかなキス。

				　嫌悪しなければならないはずなのに心地よさすら感じてしまいそうな……。

				（……今が、チャンス。何を考えていようと、関係ないっ！）

				　それに戸惑うのも一瞬。

				　押さえつけていたものを解放し、自分の中のありったけの精(マ)気(ナ)を神力へと変換していく。

				　限界までモノを詰め込んだ革袋に更にモノをつめ込むようなもので心臓が張り裂けそうなほどに痛む。

				　普通であれば魔族に力を与えるだけの行為。

				　だが、魔族が神力や精気を瘴気に変換する能力には限界が存在する。

				　その限界を超えた能力の神力を一気に流しこむのが、自分の持つ最後の切り札。

				　どれだけ巧妙に本体を隠していたとしても、瘴気を生み出すことができるのは彼らの魂だけだ。

				　その魂が制御しきれない神力を流し込めば、上級魔族であろうと内側から破壊できる。

				　……はず、だった。

				「んぅ……」

				（……うそ）

				　破裂しそうだった心臓の痛みが消えている。

				　暴走状態だった神力と精気をあっという間に掌握されてしまったのだ。

				　彼を殺すどころか、神力を流し込んで本体の居場所を探ることすらできなかった。

				　……信じられない制御能力。

				（……絶対、気付いてる）

				　そして、自分の不調に気付いたリューシュであれば確実に今、何をしようとしたのかバレている。

				　この状態ではどんな術式を使われても身を護ることはできない。

				　どんなことをされるのかと、思わず恐怖に身体を固くした。

				「リティア、もう少し自分を大事にしたほうが良いぞ」

				　……それなのに、彼は自分の体調を整えただけで唇を解放してくれた。

				　自分の体調はリューシュと会う前より調子が良いくらいだった。

				「……なん、で……？」

				「言っただろ？　リティアは可愛いんだから苦しそうな顔は見たくない、ってな」

				　混乱した。

				　今のは確実にリューシュも気付いていたはずだ。

				　リューシュとの約束を反故にして彼に攻撃を仕掛けた。

				「……り、理解、不能。リティアに性的魅力、ない。リューシュ、幼女趣味？」

				　それなのに、自分が可愛いと言われるとは思わなかった。

				　初めて男性から向けられる言葉に頬が熱くなる気がする。

				　動揺から幼いころのように自分のことをリティア、と言ってしまう。

				　なにかよくわからないがこのまま相手のペースに乗せられるのはマズイ気がした。

				　とっさに出た言葉は自分なりの拒絶のつもりで。

				「幼女趣味、な。否定はしないでおこうか。小柄でスレンダーなリティアが気に入って此処に来たわけだから。ただ、リティアに魅力がないとは思わないぞ。顔立ちは可愛いし、白い髪も銀色の目も綺麗だ」

				「あり、えない」

				　白い髪と銀色の目は『珍しい』とはよく言われる。

				　キューフやフィーニスもちゃんと『綺麗だ』って言ってくれているのに。

				　リューシュがまっすぐにこちらを見つめて『綺麗だ』と言われたことに対して、ドキッとしてしまった。

				　なぜか急に彼の顔をまっすぐに見ていられなくなって視線を逸らしてしまう。

				　そんな自分の頭を彼はゆっくりと撫でてくる。

				　彼はフィーニスを人質に取るような卑怯な魔族だ。

				　拒絶するべきなのに……、身体が動かない。

				「あー、もしかして、リティア。今まで自分に価値が無いとか、そんなふうに考えてるか？」

				「当然。自分に価値なんて、あるはず、ない。代わりになれる人。いくらでも、いる」

				　リューシュの言葉に頷いた。

				　だって、自分は『神殿』に捨てられた人間なのだから。

				　両親からいらない、と破棄された人間なのだから。

				「ああ、だからそんなに簡単に自分の命を差し出そうとするわけか……。リティアがいなくなればあの、キューフとかフィーニスとか悲しむだろうに」

				「キューフも、ベルカナも、フィーニスも寿命は、長い。自分が死んでもきっとすぐに別な人が隙間を埋めて、忘れられるだけ」

				　確かに、リューシュの言うとおり自分の死は皆を悲しませるかも知れない。

				　でも、それは一時的なものにすぎない。

				　時間が、皆を癒やしてくれるはずだから……。

				「そういうことか。リティア、もしまた、お前が命を無駄に捨てるようなことをするなら、フィーニスは堕天させるし、キューフやベルカナの安全も保証できないな。これでリティアの命に価値ができただろ？」

				「……っ！　卑怯もの！」

				　リューシュの言葉に思わず彼を睨みつけてしまった。

				　自分なんかの命のために皆まで危険に曝(さら)すことなどできるわけがない。

				　これで……自殺することもできそうになくなった。

				「ああ、俺は卑怯者で小心者だ。それは否定しない。だが、俺はリティアの命にそれだけの価値があると思っている」

				「……本当に、そんな、価値なんて……、っ!!」

				　リューシュの唇が首筋に降りていく。

				　とっさに普段肌を守っている防壁を展開する。

				　肌が弱い自分は、日中出歩くときは常に薄い防壁で守っている。

				　でも、それは自分を抱き寄せているリューシュによって無効化された。

				　初めて感じる首筋に吸い付かれる感覚に声が出そうになる。

				　きゅっと歯を噛みしめて我慢した。

				「あるさ。だから、キューフやベルカナではなく、リティアのところに来たんだからな」

				「しんじ、られるわけ、な……っ！　……っ!!」

				　今度は耳元に声をかけられ、舌が這う感覚がする。

				　ぞくぞくとする感覚が頭に伝わって来てしまう。

				　リューシュから伝わる熱に彼の服を握る手に力が入ってしまう。

				「本当だよ。身体だけじゃなく、最後まで諦めない心も綺麗だとおもうぞ」

				「そんなこと、ないっ、っ！　ないっ!!」

				　リューシュの言葉に心が揺さぶられる。

				　耳を貸してはダメだと思うのに頭の中に染み渡ってくるようで。

				　優しく頭を撫でられる心地よさに少しずつ抗おうとする力が抜けていく。

				　このまま、抱かれてしまったりすれば処女を奪われて魔族の精気の供給源と成り果てるしかなくなるのに。

				　きっと、リューシュはそれが狙いのはずなのだ。

				「だから、リティアが抱かれたくない、と思うなら今日はなにもしないで帰っても良いぞ」

				「……え？」

				　耳元で囁かれる優しい声。

				　このまま、リューシュがいなくなる。

				　でも、それはこの後でベルカナやキューフ、あるいはこれ以上抱かれては危険なフィーニスを抱きに行く可能性を示唆している。

				　それは、駄目だ。

				　彼は此処にいてもらわないといけない。

				　犠牲になるのは、自分でいい。

				「どうする？　リティア」

				「本当に、卑怯者。此処に、いて」

				「リティアを抱いても良いということか？」

				　耳元で再び囁かれる。

				　これからされることを考えると頬が熱くなる。

				　今まで意識していなかった恥ずかしさがこみ上げてくる。

				「……言わせ、ないで。恥ずかしい」

				「だめだ、リティアの口から聞きたい」

				　あまりの恥ずかしさに心臓がドキドキと高鳴っている。

				　魔族を相手にこんなにドキドキするなんて、自分はおかしい。

				　でも、自分を欲しいと言われたことも、求められたことも、初めて。

				　それは、不思議と不快な感覚ではなくて。

				「……リティアを、抱いて。リューシュ」

				　口にした瞬間、顔から火が出そうなほどに熱くなった。

				　こんなにも心臓が高鳴ってしまっている。

				　でも、これで終わりじゃなかった。

				「それなら、服を脱いで見せてくれ」

				「……っ！　へん、たいっ！」

				　リューシュに乱暴され、服を脱がされてしまうのならまだ我慢できる。

				　だけれど、よりによってリューシュの目の前で服を脱がなければならないなんて……。

				「嫌なら、帰るぞ？」

				「～～～～～～!!」

				　リューシュを此処に繋ぎ止めておくためには自分から服を脱がなければならなくなってしまった。

				　ゆっくりとぬくもりが離れた寂しさを感じつつ、リューシュの視線を感じる。

				　頬が熱く、視線を重ねられないまま、まずはフトモモまで覆っているソックスを脱いで裸足になっていく。

				　自分の身につけている修道服は動きやすさからひざ上までしか無い。

				　そのためかリューシュの視線がフトモモに集中している気がする。

				　できるだけ修道服がめくり上がらないようにソックスを脱いだものの、後はワンピース状の修道服を脱ぐしか無い。

				　迷っている間は足に集中的に視線が送られている気がする。

				　見られているという恥ずかしさをどうしても意識してしまいながらも覚悟を決めて一気に脱いでしまう。

				　今まで、男性の前で下着姿にもなったことはない。

				　下着を身に着けているというのに恥ずかしくて胸と股間を隠してしまう。

				「肌の色も薄いんだな。雪のような白い肌、ってこういう感じなんだろうな。綺麗だぞ」

				「……も、もう許して」

				　リューシュの褒める言葉に恥ずかしさと……なにか別の感情が湧き上がってきて思わず座り込んでしまう。

				　これ以上は自分からできそうにない。

				　リューシュへ視線を向け、ふるふると首を左右に振ってしまう。

				　これで彼の不評を買って立ち去ってしまったら……と思うと不安で仕方がない。

				「意地悪しすぎたか？　そこまででもよく頑張ってくれたな。綺麗だぞ、リティア」

				　どうやら、許してくれるようだ。

				　よく考えてみれば理不尽な要求をしたリューシュに腹をたてるべきなのに、最初に浮かんできた感情は安堵。

				　そして、少しだけ嬉しく思ってしまった。

				「……へんたい」

				　その感情をごまかすように彼に悪態をついた、はず。

				　視線を重ねられず、頬が熱い自分の姿は、彼にどう見えているのだろうか。

				　それを考えようとしたところで、顎を持ち上げられ唇を塞がれてしまう。

				　今度のキスはとても情熱的だった。


                			

	
			
				 白き乙女の恥辱調教の始まり　

				

				「んっ……ふっ……」

				　ぎゅっと目を閉じながらリューシュのキスを受け入れる。

				　最初は唇を重ね、吸い上げられる。

				　何度も、何度も。

				「ん、ちゅ……ふぁ……んっ。ちゅ……」

				　触れ合う唇の感覚は、そんなに……イヤじゃない。

				　自分の顎を持ち上げていたリューシュの手は背中に回されて、抱き寄せられてしまう。

				　リューシュは服を消して裸になったのか、その体温が肌に伝わってくる。

				「……っ!!　んっ!!」

				　その感触にびくんっと身体は怯え、震えてしまう。

				　自分は今まで、無意識に防壁を展開していたため、直接男性の肌に触れたことがない。

				　けれど、今、防壁はリューシュに無効化されている。

				　初めて触れて感じる男性の体温。

				　そして、意外と大きくてしっかりとした胸板。

				　細い自分とは全く異なる男性の肉体が怖い。

				「ふっ……んんっ……、んふ……。ふぅ……」

				　湧き上がる恐怖心にリューシュの胸板を手で押すけれど、自分の細腕ではびくともしない。

				　きっと、どんなに嫌がっても、もう、逃げられない。

				　神術の使えない自分はこんなにも無力なのだと思い知らされてしまう気がした。

				　自然と身体が強張る。

				　そんな自分を気遣うように頭が撫でられる。

				　重なった彼の唇は決して焦ることはなく自分が落ち着くのを待っているようだ。

				「ちゅ……ん……ふ……」

				　優しい感覚は、彼になら身を任せても良いかもしれない、という心境にさせてくれる。

				　触れ合う体温はまだ怖い。心臓がドキドキしている。

				　それでも、身体の力を抜きリューシュに身体を預けて行く。

				　その変化にリューシュは気づいたのだろう。

				　床に敷かれた毛布の上へと押し倒されてしまう。

				　再び身体を硬直させてしまう自分の唇に舌が触れてきた。

				「んぅ!?　ん……ふっ……。んちゅ……、ちゅる」

				　にゅるっと唇をこじ開けるように入り込んでくる舌を受け入れる。

				　舌を噛むわけにもいかない。

				　これ以上、彼を傷つけようとすれば報復の矛先が向くのは自分以外だから。

				　彼をこの場に留めるために受け入れると決めたのだから。

				「ちゅ……んちゅ、ちゅる……は、んっ」

				　びくびくと、怯えるように舌を伸ばしていく。

				　最初は挨拶をするようにつん、つんっと先端を突っつきあうだけ。

				　もっと乱暴に扱われると思っていた自分はなんとなく安心してしまう。

				（いや、じゃ、ない？）

				　もっと、嫌悪感があると思っていた。

				　実際にはむしろ心地よくて、戸惑ってしまう。

				　魔族なんて乱暴で力まかせに貪るだけだと聞いていたのに、リューシュはむしろ真逆。

				　気遣うように優しくしてくれる。

				　これなら……、と舌の先端で舐めあっていく。

				　舌先から、段々と舌全体を絡み合わせるより深いキスへ変わっていく。

				　自分はほとんどリューシュに舐められてばかりだけれど。

				　それが、心地良くて、安心して。

				　頭がぼーっとしてきてしまう。

				「……っ！　ふぅっ!!　んぅぅっ!!」

				　それを感じ取ったのか、リューシュの硬い指先がフトモモの外側を撫でる感触がした。

				　ぞくっとする感覚が頭の中に伝わってくる。

				　初めて男性に触れられてしまうその感触は、やっぱり恐怖が先に立ってしまう。

				　それを安心させるようにリューシュは舌を絡ませてくれる。

				「んっ……ふぅ……んっ……」

				　どこまでも彼の手も舌も優しい。

				　今までろくに刺激を受けてこなかった自分の肌はとても敏感で怖がり。

				　そこに彼が与えるのは触れるか触れないかという微細な刺激。

				　そのむず痒さは、舌が絡みあう快感よりずっともどかしくて、身体の芯の疼きへと変わっていく。

				　全身が熱を帯びたように熱くて、汗ばんでしまう。

				「んっ……ふっ……ん、ちゅ……、は……はぁっ……」

				　いつしか、ピッタリと閉じていたはずのフトモモから力が抜けていた。

				　リューシュの手によって簡単に広げられた足。

				　無防備になったフトモモの内側に、リューシュの手が滑り込んでくる。

				「んぅっ!?　んっ!!　ふ……ぅんっ!!」

				　フトモモの外側だけでもこんなに敏感なのにフトモモの内側を撫でられてしまった自分はびくんっと身体を震わせてしまった。

				　ぞわぁっっとこみ上げてくるむず痒さに身体の芯はますます熱を帯びていく。

				　もっと触れてほしい。

				　ぼーっとする頭で、もっととねだるように足を少しずつ開いて触りやすくして、舌を絡めてしまう。

				　でも、リューシュは意地悪だ。

				　もう少しで熱を帯びた場所に触れてもらえる、と思ったところで指は逃げてしまう。

				　そして再びフトモモの内側をゆっくりと股間に近づくように指が這って……。

				（……じら、されて、る）

				　リューシュの指の動きに意識が集中すると、余計に肌が敏感になっている気がする。

				　再びフトモモの内側から指が滑ってきて……今度はお腹へと滑っていく。

				　もう少し下の方に触れてほしい。

				　気が付けばリューシュに触られる感覚を求めてしまっている。

				　あんなに、触られるのが怖かったのに。

				「ふ、ぁ……？」

				　焦れったさをごまかすように舌を絡めていたのに、今度はそれも取り上げられてしまう。

				　舌が、リューシュの体温が、離れていく。

				　その寂しさに舌を伸ばしてしまう。

				　目を開いてリューシュの顔を見ながら、手は身体の左右に開いた状態で力を抜いてしまっていた。

				「あ、も、もっと……」

				「もっと、欲しいのか？　リティアは恥ずかしがり屋なのにエッチだな」

				「……っ!!　し、しらない」

				（い、今、なにを……）

				　思考が蕩けさせられていたとはいえ、自分からリューシュを求めてしまった。

				　あまりの恥ずかしさに顔から火がでそう。

				　でも、そんなの序の口だった。

				「そうか？　なら、リティアがわかるまで確かめてみようか」

				「……っ!!」

				　首筋にリューシュの唇が落ちて、吸い上げられてしまう。

				　ちゅぅっと強く吸い付く刺激はやわらかな刺激とは違い、頭に強い刺激となって痺れさせてしまう。

				「リティア、お前の身体に俺のことを刻みこんでやるからな」

				「や、やめ……っ！」

				　そのまま、首筋を舐められてしまう。

				　無防備な肌を舐められてしまう感触は指先とはまた違った刺激で、怖い。

				　ヌメヌメとして、気持良く感じてしまう、から。

				　声を出してしまうのも恥ずかしい。

				　再びきゅっと目を閉じてしまう。

				　いつも、無意識に展開している防壁がないことがこんなに心細いとは思わなかった。

				　そんな自分を安心させるかのようにリューシュの舌は優しく肌を滑り落ちていく。

				　首筋から鎖骨へ、そして下着で隠したままの胸へ。

				「本当に、綺麗な肌だな。リティア。シミひとつ無い」

				「や、み、見ないで……」

				　リューシュに見られているという恥ずかしさを意識してしまった自分は首を左右に振る。

				　でも、それでリューシュが見ることをやめるとは思えない。

				　はぁ、はぁっと息が荒くなってしまっているのが、わかってしまう。

				　身体の芯の疼きも強くなって……。

				「そんなの勿体無いな。こんなに綺麗だ」

				「……っ!!」

				　乳房を隠していた布地が取り払われてしまう感触がする。

				　無防備な肌を曝(さら)してしまっている恥ずかしさをどうしても意識してしまう。

				　ふるふると左右に首を振って拒絶の意思を示すことしか、今はできなくて。

				「リティア、乳首が勃起してるじゃないか。興奮、しているんだろ」

				「……ちが、っ!!　っ!!」

				　否定の言葉をあげようとした直後、乳首を吸い上げられてしまう。

				　今までの刺激なんて比べ物にならないほど強い快感が、頭の中を突き抜けていく。

				　背中を仰け反らせてしまい、目に涙が溢れてくる。

				「確かに膨らみは小さいけれど、ちゃんと柔らかいし、女の子らしいな」

				「はぁっ！　や、ぁっ！　だ、だめぇっ!!」

				　刺激は止まらない。

				　乳首を舌先で弄ばれてしまう。

				　吸われたり、引っ張られたり、舌で叩かれたり。

				　思わず床に敷いていた毛布を握りしめてしまう。

				「本当にダメか、確かめてみようじゃないか」

				「……っ!?　あっ！　ふぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」

				　次の瞬間、リューシュの指が自分の下着の上から撫でられてしまう。

				　直接触られていないのに感じられた強烈な刺激に、大きな声が我慢できなかった。

				　いくらテントである程度場所が離れているとはいえ、大声を上げれば聞こえてしまうかもしれない。

				「なるほど、敏感なリティアにはこのくらいがちょうどいいか？　快楽が強すぎると痛いっていうしな」

				「あぁ、そこ、いや、いやっ、あぁっ！　ああぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　布越しに指と股間が擦れていく。

				　それだけで、自然と背中が仰け反って腰が浮き上がってしまう。

				　直接触れていないのにこれなのだ。

				　これ以上の強い刺激があると考えると、怖い。

				「そんなリティアの顔を見ていると、このままこのチ◯ポを入れたくなるな」

				「しょ、しょじょは、だめ。せいじょじゃ、なくなる」

				　それなのに、リューシュの股間のものは大きく硬くなっていた。

				　先端は大きく開いていて、イボイボがいっぱいあって、グロテスクだった。

				　処女を失ってしまえばもう聖女ではなくなってしまうという恐怖以外にも、あんな大きなモノがはいるわけないとも思う。

				　神力で強化されていない自分なんて、魔族に簡単に壊されてしまう。

				　ぶるぶると怯えて、首を左右に振ってしまった。

				「安心しろ、リティアの処女を奪う気はないさ。今日はこうするんだ」

				　リューシュはそう告げると自分の下着を脱がせてしまう。

				　そのまま、リューシュは男性器をフトモモの間に挟ませ、自分の股間と男性器がこすれ合うようにしてしまった。

				　更にどこからか触手が現れてそのフトモモにヌルヌルとした液体をかけていく。

				「こ……れ……？　あぁっ!!」

				「素股、っていうんだよ。これなら、処女は奪わなくて済むだろう？」

				　ぐじゅっと自分の股間から溢れ出す蜜と触手の粘液潤滑油に、フトモモの間をリューシュの男性器が前後して移動する。

				　先程は布越しの刺激だったのに、今度は直接体温が触れ合い、擦れ合う。快楽が頭の中を突き抜けていく。

				「ふぁっ！　あぁっ！　つよ！　あぁぁぁっ!!」

				「イイだろ？　リティアの身体が敏感でエッチな証拠、だな！」

				　イボイボが股間に喰い込んで入り口を擦り上げていくだけじゃなく、自分の陰核も擦れてしまう。

				　びりびりとした快楽が駆け抜けるたび、背中を仰け反らせて毛布をぎゅっと握りしめていく。

				　じゅぼじゅぼという水音も聞こえてきて恥ずかしいのに、身体は、気持ちいい。

				「はずか、しいっ！」

				「ああ、リティアは恥ずかしくていいんだよ。俺がその恥ずかしがっているリティアを見て楽しんでいるんだからな」

				　その言葉に、ますまず顔に熱を帯びてしまう。

				　こんな顔なんて見られたくない、と首を左右にふる。

				　見られていると意識してますます恥ずかしくて。

				　それが、快楽を煽っていく。

				　恥ずかしいのに気持ちいい。

				「み、みないでっ、こんなの、みないでっ！　あぁぁっ！　や、ぁぁぁぁっ!!」

				「ああ、いいぞ、最高に可愛いぞ。リティア。　すごく興奮する。ああ、聞こえるだろ、お前のマ◯コがグチュグチュって音を立ててるぞ。リティアは恥ずかしいのに気持ちよくなってるんだな？　目を開いて見てみろよ」

				「ちが……ちがっ……、あぁぁッ!!　ちがっ!!」

				　でも、リューシュの言うとおり、目を開いて見てしまう。

				　薄い陰毛の生えている自分の股間とリューシュの大きくてグロテスクな男性器が擦れあっている。

				　自分の股間は明らかにぬめぬめと滑っていて。

				　乳首も、見てわかるくらい硬く尖っていて。

				　自分でもどうにもならないくらい感じてしまっているのは明白だった。

				　さらに身体は熱をもって、止まらない。

				　ぞくぞくとした快感が駆け上ってきてしまうのが、わかる。

				　なにか、自分の内側で破裂しそうに膨れ上がってきているのを感じてしまって。

				「さあ、行くぞ……、このまま、出してやるからな。リティア。お前のその白い身体を俺の精液で染め上げてやるよ」

				「や、やぁっ……！　やめっ……！　や、っ！　～～～～～～!!」

				　恥ずかしさが限界を超えた気がした。

				　激しくこすりあげるリューシュの男性器の感覚。

				　陰核が男性器のでこぼこに擦られたのがきっかけて頭の中が真っ白に染め上げられ爆発したように感じてしまう。

				　喉を逸らしながら身体がのけぞって勝手にびくびくっと震え上がり、力がこもる。

				　それに伴って、リューシュもまた、その白濁を自分の胸に向けて解き放った。

				　ぬちゃぬちゃと濡れていく、自分の胸。

				「は……ぁ……」

				　その衝撃に、耐えきれなかった意識が、遠くなる……。

				

				　目を覚ましたのは次の日。

				　身体は綺麗にされており、すでにリューシュはいなくなっていたのだった。


                			

	
			
				 裏側での企み　

				

				「んっ……ちゅ……、はぁ。リューシュ、さま。あぁ、熱くて、硬くて……ん」

				「ごしゅじんさまぁ……、はぁ、ん。ぺろ。んっ……」

				「ああ。良いぞ。ふたりとも、ちゃんと奴隷らしくなってきたな」

				　リティアたちがリューシュさまの分身に調教されている頃、わたしとフィーニスもまた、調教をされていました。

				　わたしは、ア◯ルもマ◯コも触手でいっぱいにされながら、リューシュさまの分身体のおチ◯ポを舐めてご奉仕しています。

				　フィーニスは、真っ白い花嫁衣装のままお腹を妊婦のように膨らませ、触手におっぱいを絞り出され、喜んで苛められていました。

				　フィーニスは虐められれば虐められるほど、えっちな身体になっているようです。ウエストはきゅっと引き締まったままですが、おしりやおっぱいはむっちりとして肉付きが良くなっています。　

				　……ちょっと、羨ましいのです。

				「んふ。彼女たちもまさか全員同時に調教されているなんて、思っていないのでしょうね。はぁ、んっ、ちゅ……ぺろ……あぁ、おチ◯ポ。ぴくぴく、して。興奮、してくれてるんですね」

				「あぁ、リティアも、ベルも、キューフも、ご主人様に……。あぁ、皆、アタシを護ろうとして穢されてるって思うと、ぞくぞくしちゃう。ん。ちゅ……。アタシ、とっくに、手遅れなのに。もう、ご主人様の、モノに、されちゃってるのに……」

				「ああ、ルシアもフィーニスもちゃんと協力してくれよ。そうしないと上手く行かないだろうからな」

				　そう。リューシュさまがひとりずつ調教、なんてまどろっこしいことをするはずはありません。

				　こうして、わたしたちを可愛がるのと同時に彼女たちも同時に調教しているのです。

				　分身を同時に動かせるリューシュさまならでは、でしょうね。

				　ちゃんと『自分が調教している間は他の人は調教されることはない』と思われるように、日中はリューシュさまの分身を一人しか出さないようにしているようですから。

				「あ……はぁ……。できる限り、日中、彼女たちを引き離すようにするのでしたね？　はぁ、れろ……」

				「ああ、情報交換されて、三人同時調教をしていると気がつくことが遅くなるように、な」

				「はい、ごしゅじんさま。ベルは勘がいいもの。早めに、堕ちるように協力、するわ……ん。ぴちゅ……」

				　リティアは何度もリューシュさまを傷つけようとしたようですから、たっぷり虐める必要がありますね。孤立させてあげましょう。

				　キューフ、というあのドワーフは純粋そうでしたから、騙しやすいかもしれません。

				　問題はベルカナでしょうか。あのエルフはフィーニスと仲が良さそうなので、確かに早めにこちら側に来てくれれば助かりますね。

				「そうだな。ベルカナはケツ穴マゾ奴隷の資質がありそうだ。おっとりしているように見えてなかなかの淫乱だな」

				「はぁ、んっ……、ベルも、アタシみたいなマゾ奴隷に、なっちゃうのね」

				「リューシュさま、本当に調教、お上手、ですよね……。どこで、そのようなテクニックを身につけたのか、きに、なります……」

				　リューシュさまは心のなかに入り込んでくるのが上手だと思います。

				　魔族領である『ゼワイト』で調教の練習ができる場所はそう多くはないはずですが……。

				「ああ、俺の住んでいた村に変わり者のサキュバスがいてな。どんな環境にいればどんな性格に育つか、そして、どんな手段で落とすのが良いか……そんな研究をしていたんだよ。んで、力の弱い連中が少しでも生き延びられるようにって分身を使って女の調教を練習させてくれたからな。こんな環境で育ったこんな性格の女は、こんな風にすれば陥落させやすい、って感じでな。分身の同時操作もそのサキュバスに教えてもらった」

				「あぁ、だから……リューシュさまはこんなに、上手、なのですね……。はぁ。んっ。その方に、感謝しなくてはなりませんね。おかげで……こんなにも気持ちよくしてもらえるのですから……」

				「アタシが、マゾに目覚めさせられちゃったのも、そのせい、なのね……」

				　たぶん、リューシュさまもまた、たくさん勉強したのでしょう。

				　元々、勘も良いのだとおもいます。

				　リューシュさまが最も優れているのは、相手の性格を、その奥に隠れた性癖を見抜くその観察能力にあるのかもしれません。

				「何を言ってる？　フィーニスは最初からマゾだっただろうが。そんなことを言う奴にはお預けが必要、かな？」

				「ああ、ごめんなさいっ！　お預けは、いやなのっ！　ちゃんとやるから、いじめてっ！　アタシ、マゾ奴隷だからっ！　いじめて……あぁぁぁっ!!　ごしゅじんさま、アタシの、なかで、あばれてぇ……あぁぁぁっ！　んっぺろ……」

				「んふふ。あまり大きな声をだすと、リティアやキューフ、ベルカナに聞こえてしまうのではないですか？　そうなったら作戦は台無しですよ？　ちょっとは自重して、ください。ん、ちゅ。ん。んんっ……！　あっ、リューシュ、さまっ、そんっ!?　わたしもっ、うごい……てぇっ。こえ、でちゃ……、あぁぁぁっ!!」

				　本当は、ちゃんとわたしが結界を張っているのでそれぞれのテントから声が漏れることは無いんですけれど、そんな無粋なことは言いません。

				　でも、声を我慢しなければならないのに、ア◯ルもおマ◯コもかき回されて気持よくさせられてしまうのってぞくぞくしてしまいます。

				　しかも、ご奉仕しているので、口をひらかないわけにはいかないのです。

				　でも、一番敏感な子宮口は、まだ虐めてもらっていません。

				　気持よくても、此処を虐められないと、満たされないのです。

				　フィーニスは子宮を内側から虐められているのでしょう。

				　もう、奉仕どころではなく全身をびくびくと痙攣させてアクメしてしまってます。

				　あそこには、リューシュさまの本体が、隠れている。リューシュさまくらい瘴気と魔力の発生量が少なければ、神族の体内は絶好の隠れ場所になるのです。

				　でも、子宮の中から子宮口を、おマ◯コを虐められるってどんな感覚なのか……気になってしまいます。

				　今度、お願いしてみましょう。

				「やぁ、いじわるっ！　あぁっ、こ、ぇぇっ。がまん、でき、な、ぁぁぁっ！　きこえちゃ、や、だぁっ!!」

				「んっ、は……あぁぁっ。わたし、もぉっ。も、もっと、ほし……おく、きて……ほし、あぁっ……おチ◯ポ、ごほうし、もっと、んっ、きもち、よくっ！　ふぁぁぁっ!!」

				「ああ、気持ちよくしてやる。ルシア、フィーニス。チ◯ポから精液出してやるから、ちゃんと受け止めろよ！」

				　リューシュさまのおチ◯ポから精液が出そうなのか、わたしの子宮口を触手で突き上げられてしまいます。

				　あっという間に背中を反らせて、身体が勝手に痙攣してしまいます。

				　スイッチを入れられてしまった身体は、もうイクのが止められなくなるのです。

				　そして、顔にめがけて放たれる精液を受け止めていくのです。

				　目を閉じて、ひくん、ひくんっと身体を震わせてしまいます。

				「朝まではまだ時間があるからな。たっぷり可愛がってやるよ」

				　そうして、わたしとフィーニスは気を失うまで可愛がられてしまったのでした。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

				

				　毛布をかけられた状態で目を覚ました時、自分は裸。

				　隣にはきちんと折りたたまれた着替え一式が置かれていた。

				　その時、昨夜の記憶を取り戻し、猛烈に恥ずかしくなる。

				　鏡の術式で首筋を確認したところ、しっかり赤い痕が残っていた。

				　昨夜のアレは、夢ではなかったという証拠である。

				「……リューシュ」

				　唇に、胸に、そして、股間に残っている彼に触れられた感覚。

				　決して、不快なものではなかった気がする。

				　でも、だからこそ危険なのだと思う。

				（……でも、あの感覚に溺れるわけには、いかない）

				　毒でも明らかに苦かったりすればすぐに吐き出したりするだろう。

				　でも、甘く飲みやすかったりすれば飲み干してしまうに違いない。

				　彼の与えてくれたぬくもりというのはそういう類のものだ。

				　そう、自分に言い聞かせる。

				　ひとまず用意されていた下着と修道服を身につける。

				　そして下着の感触は残したまま、身体を薄い防壁で覆っていく。

				　日焼けに弱い自分の肌はこうして護らないとならない。

				　首筋の痕は、少し迷って幻術で隠しておく。

				　気づかれてしまったら、恥ずかしい。

				　そうして、服装に問題がないことを確認してから、外へ出た。

				「……おはよう」

				「う、うん。おはよ」

				「お、おはようございます」

				　自分がテントから出た時、丁度、ベルカナとキューフもテントから出てきたところだった。

				　なんだか、キューフもベルカナも頬が赤いような気がする。

				　結構、大きな声を出してしまったこともあり聞いていたのかもしれない。

				　あるいは、自分が気絶した後でキューフやベルカナのところへもリューシュが足を運んだ可能性もある。

				　でも、そんなこと聞けるわけ無い。

				　気まずい空気。

				　とにかく何か言わないと。

				「あ、きょ、今日はいい天気、だね」

				「日差しが、強くなければ、いい」

				「そ、そうですね。穏やかな天気になるといいですね。歩きやすいですから」

				　やっぱり、ぎこちない。

				　自分はこういう会話は苦手だ。

				　どうしよう、と思う。

				「……おはよう。リティア、ベル、キューフ。その迷惑、かけてるわよね。ごめん」

				　そして、フィーニスも姿を見せた。

				　結局、昨日、フィーニスは気を失ったままでちゃんと話ができなかった。

				　心が壊されていないか心配だったけれど、この様子を見る限りは大丈夫だと思う。

				　すぐにキューフとベルカナが駆け寄っていく。

				　自分も近づこうとしたけれど、躊躇してしまう。

				　だって、フィーニスを人質に取られているにもかかわらず、二度もリューシュを殺そうとしたのだから。

				　フィーニスが『堕天』していないのは、リューシュが許してくれているからに過ぎない。

				「フィーニス！　よかったぁ……。その、大丈夫？」

				「アタシがあんな低級魔族に屈服するわけないじゃない！　って、言いたいところだけど、その正直、危なかったわ。ありがとう。昨日は、その、されなかったわ」

				　そうやって笑みを浮かべる姿は、いつもの、フィーニスだと思う。

				　ほっとした。

				　自分が犠牲になれば、これ以上フィーニスに危害を加えられることがないのだと確かめられた。

				　ただ……。

				「……フィーニス、ご主人様というのはリューシュのことですよね？」

				「あ、うん。その。最初、名前を教えてもらえなくて、ご主人様、としか呼べなかったの。結局後で名前を教えてもらっても癖が抜けなくて……」

				「フィーニスは、悪く、ない。わるいのは、リューシュ」

				「そ、そうだよ。フィーニスは悪くないよ」

				「こっちとしては身の安全を確保しているだけなんだけどな」

				　こんどは、ダークエルフに姿を変えたリューシュがルシアと一緒に歩いてくる。

				　リューシュの姿を意識したとたん、ドキンっと鼓動が跳ね上がるのを感じた。

				　慌てて視線を逸らしてしまう。

				　頬が、熱い。

				　……あれ、なんで、自分はこんなこと……。

				「……許しませんから」

				　そう考えられたのは一瞬だけ。

				　冷たい言葉と殺気にびくっと身体を震わせてしまう。

				　視線を向けた先ではリューシュとルシアがキューフたちと一緒になって話をしているところだった。

				「おはようございます。みなさん」

				「あ、ルシアもおはよ。……約束は守ってくれるんだよね？　リューシュ」

				「ああ、そっちが約束を守る限りはフィーニスには手を出さない。堕天もさせない。隷属を解除することはできないがな。リティアみたいにまた攻撃されたら、今度は容赦しないからそのつもりでいてくれ」

				　リューシュの言葉に少しだけキューフが厳しい視線を自分に送る。

				　攻撃を仕掛けた自分に厳しい視線が向けられることは仕方がない。

				　ベルカナが自分に向ける視線もどこか不安げ。

				「フィーニスが無事でいる限りはボクたちもリューシュを傷つけたりしないよ。リティアもベルカナも、それでいいよね？」

				「仕方がありません、から……」

				「……いい」

				　キューフが自分たちの意思を確認する。

				　この場で、自分は頷くしか無い。

				　あからさまに敵対の意思を見せれば、ヘタすればリューシュだけじゃなく味方であるはずのキューフまで敵に回してしまう可能性がある。

				　それは避けなければならない。

				「アタシを自由にした時には覚えていなさいよ！　絶対痛い目をみてもらうんだから！　それで、これからどうするの？」

				「……まずはこのまま、こっちの巡礼ルートにある村に向かう。そこが一番近い。次にその村で、『神殿』への報告と馬車の調達を、する。それから本来、次に向かうはずだった村に向かう。良い？」

				「わかりました。リティア。このまま報告するわけにはいきませんが。いろいろと問題がありすぎます」

				「あー、ルシアのことは報告していいぞ。俺が戻る時には置いていくつもりだ」

				　ルシアはリューシュの言葉に頷く。

				　彼女は魔族のところから逃げてきた奴隷ということ。

				　でも。正直に言えば彼女がリューシュに捕らわれてフィーニスと一緒に調教されても、まだ離れる意思が残っている、とは信じていない。

				「リューシュはルシアにも気遣ってくれたんだっけ？」

				「はい。リューシュさまはやさしいですよ。必要以上に精気を奪おうとはしませんし、その、いろいろと気遣ってくれているのですから」

				　キューフはあまりルシアを警戒しているようにはみえない。

				　でも、ルシアはリューシュに対しての好意も隠そうとしていないので、基本的にリューシュの味方と思って警戒したほうが良い。

				　時々、自分に向けられる殺気が篭った視線が、それを証明している。

				　リューシュが用意したという朝食を食べた自分たちは、次の村へと出発した。

				　朝食はとても美味しくて、ちょっと意外な一面を発見したと思う。

				　ちょっとだけ、リューシュへ気を許しそうになった自分。

				　それはすぐに後悔となる。

				「ん……ぅ……」

				「リティア、どうしたの？」

				「……なんでもない」

				　最初に感じていたのは、キューフと荷物を分けて背負い歩いている、リューシュの視線だった。

				　今は防御能力を持つキューフが先頭を歩き、その次にフィーニスとルシア、自分、リューシュ、最後にベルカナの順番で歩いている。

				　索敵能力の高いベルカナには後方の警戒をしてもらっていたのだ。

				　リューシュの前を歩いているのだから、視線を感じるのは当然。

				　でも、一度意識してしまうと、どうしても気になってしまう。

				（……リューシュ、見てる）

				　防壁で日焼けに弱い肌を守っている今は、修道服の感触を感じない。

				　下着姿で歩いているような錯覚がある。

				　背中やフトモモ、お尻に感じるリューシュの視線にどうしても昨夜の記憶が呼び起こされてしまう。

				　ただでさえ、彼の姿を意識するだけでドキドキと心臓が高鳴ってしまう自分。

				　自ら服を脱ぎ、リューシュに素肌を曝(さら)してしまった自分の姿を思い出してしまうと、恥ずかしさが倍増してしまう。

				　視線を感じるほどに、全身の感覚が鋭くなっている気がする。

				　でも、隊列を乱すわけにはいかない。

				　我慢しながら歩く自分に、更に恥ずかしさを助長させる出来事が起きる。

				「……っ！」

				（ま、たっ……）

				　時々お尻から伝わってくる。ぞわっとするような快感。

				　まるで、お尻をリューシュの無骨な指で撫でられてしまったよう。

				　否応なしに昨夜、全身をリューシュに撫でられてしまった記憶が呼び起こされてしまう。

				（肌、敏感になって……る？）

				　下着の布地と素肌が小擦れあうだけで感じてしまうほど敏感な肌にされてしまったのだろうか、と考えると顔から火が出そう。

				　肌を覆う防壁の精度を高めて下着が触れ合う感触を防ぐこともできるが、そうすると今度は自分が裸で歩いているような錯覚を感じてしまう。

				　修道服の感触を感じないだけでこんなに恥ずかしさを感じてしまうのだ。

				　どうなってしまうのか、分からなかった。

				「……っ!!」

				　今度ははっきりと下着が変形してお尻を撫でる感触が感じられてしまった。

				　びくんっと身体が反応してしまう。

				　ちらっとリューシュへ視線を送るとニヤニヤとした笑みが返ってきた。

				　そういえば、今朝この服を準備してくれたのは、彼だ。

				　なにか仕掛けていてもおかしくない。

				　幸い、今回は声を我慢することができた。

				　でも、いつ撫でられてしまうかわからない緊張感が、神経を敏感にさせている。

				　どうしてもリューシュの視線が気になって、時々、彼の方を盗み見てしまう。

				　リューシュはやはりじっと自分のことを観察しているようで視線が重なってしまう。

				　ドキンっと心臓の鼓動が高鳴り、慌てて視線を逸らす。

				　彼を意識すればするほど、はぁ、はぁっと吐息が荒くなってきて全身が汗ばんでしまう。

				　ぐちゅ、と下着が湿っているのは汗のせい、だと思う。

				「ん……ぅ……」

				「リティア、どうしたの？」

				「……なんでもない」

				　今度は、キューフに違和感を持たれてしまったみたいだ。

				　必死で平静を装う。

				　恥ずかしいはずなのに全身が敏感になっている、なんて言えるわけ無い。

				「……っ！」

				　今度は乳房を優しく撫でられてしまった。

				　こんな状況だというのに、自分の身体はその優しく撫でる感触を快楽として受け止めてしまう。

				　でも、感じる快楽もほんの一瞬のことで我慢もできる。

				　だから、気づいていなかった。

				　身体の芯の疼きが、少しずつ強くなっていることに。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

				

				　予定していた距離を移動できた自分たちは食事をすませ、リューシュが準備したテントで各々休息をしていた。

				「ん、は……ぁ……。んっ……」

				（リューシュ、好き勝手、して……）

				　道中、さんざん身体を弄ばれてしまった自分。

				　食事の時間も意地悪くお尻を撫でられていた身体は火照っていて、何かを堪えるようにぎゅっと身体を抱きしめて、毛布に座りながらリューシュが姿を見せる時を待っていた。

				　一度、下着を脱ごうとしたけれどピッタリと張り付いていて脱ぐことはできなかった。

				（……今日は、来ない？）

				　でも、彼は姿を見せる様子はない。

				　慣れない荷物運びで疲れているのだろうか。

				　でも、彼が来てくれなければこの身体の火照りは……。

				（リティアを、こんなにしておいて……、他の誰かのところ、に？）

				　そんな想像をすると、胸の奥がきゅぅっと締め付けられるような感触がした。

				　切なさに、恐る恐るフトモモから指を這わせ……自らの下着に触れる。

				　ぐちゅ、という水音と共に鋭い快感が背中を伝わっていく。

				「はぁ……はぁっ、あぁっ……」

				（リティア、ぬれ、てる……）

				　このままだと声が漏れてしまう。

				　恥ずかしさを堪えるように毛布を口に咥えた自分は、座り込んだ状態でそっと下着に触れていく。

				　敏感な身体はちょっと撫でただけでびくっと震えてしまう。

				（し、仕方がない。このままじゃ、眠れない）

				　この火照りが収まらないと眠れそうにない自分。

				　昨日の出来事を反芻しながら、恐る恐る自分の乳房にも触れていく。

				「ん……んっ……」

				　修道服越しに触れてもそこまで快感は伝わってこない。

				　でも、乳首が勃起してしまっているのは、わかってしまった。

				　このままだと、くちっ、くちっと音を立てながら、下着越しに秘裂を撫でるほうが、気持ちいい。

				「ふぅ……んっ……」

				（リティアのこんな、姿、誰かに、見られたら……）

				　きっと、死ぬほど恥ずかしい。

				　特に、リューシュに見られてしまったら。

				　だから、こんなことはやめないと。

				　そう思うのに……。

				（やっ、とまら、ないっ……）

				　座っていられなくなって、毛布を噛み締めたまま、仰向けになってしまう。

				　乳房を撫でる刺激では物足りない自分は、きゅっと乳首を摘み上げてしまう。

				　腰が自然にびくんっと跳ねて、足を広げてしまう。

				　くちっ、くちっという水音はだんだんぐちゅっと言う音に変わってしまっている気がする。

				「んふぅっ……ふぅっ……。んっ……」

				　声だけは出すまいと必死で我慢する。

				　でもそうすると、気持よくなりきれない。

				　かといって、直接触れるのは、怖い。

				　結局、中途半端な快感になってしまう。

				（リューシュ、どうして、いるの？）

				　どうしても頭を過るのは昨日、リューシュされたこと。

				　裸を見られた恥ずかしさ、肌をなでられた感触。

				　それらを思い出す度に身体の奥が疼いてしまう。

				（このまま、じゃ……）

				　とても、恥ずかしくて悔しいことだけれど、リューシュがいるはずのテントに足を運んでみようか。

				　いや、そこにはフィーニスとルシアがいるはずで。

				　彼女たちに、自分が昨夜されたことと、今日の日中にされたことを知られてしまう可能性がある。

				　それは、イヤだ。

				「くぅ……んっ。ふぅ……ん。りゅ、りゅーしゅ。あ、ちが……」

				　リューシュ、と名前を呼びそうになって、求めてしまいそうになりながら我慢を続ける。

				　結局、この日はリューシュは姿を見せることはなく。

				　自分は身体の火照りを解消できないまま、朝を迎えることになってしまう。

				

				　結局、修道服は着替えられたけれど、下着は取り替えることができていない。

				　彼が仕組んだのだから、取り替えなくても大丈夫なものなのだろう。

				「……おは、よう」

				　もやもやとした感情が胸の中に渦巻いている。

				　リューシュの身体は一つしか無いのだから、自分だけ特別扱いされないのは当然だ。

				　昨日は、誰のところへと行ったのだろうか。

				　キューフのところなのか、ベルカナのところなのか。

				「……っ！　お、おはよ。リティア」

				「おはようございます、リティア。大丈夫ですか？　ひどい顔ですよ？」

				　二人の反応を見て、なんとなくキューフのところに行っていたのではないか、と思う。

				　自分の顔を見て、なんだか気まずそうにしていたからだ。

				　キューフはこういう時、わかりやすい。

				「……平気」

				　おそらく、目の下に隈などできているのだろう。

				　キューフが気まずそうにしていたのは、きっと声とか聞こえていたって思ったから。

				　彼女のせいではないとわかっているのだけれど、きっと恨めしそうな顔を向けてしまった。

				「おはよう。三人とも。朝飯できてるぞ」

				　声を聞くだけで、ドキンっと鼓動が早まる。

				　結果的に、昨夜はリューシュのことが頭から離れなかった。

				　こんな自分、明らかにおかしい。

				　ちら、と顔をみるだけで、頬が熱くなる。

				　昨日、さんざん日中嬲っておいて自分を放置した鬼畜なのに。

				　リューシュを無視して通り過ぎ、ルシアとフィーニスが待っているはずの場所へ向かおうとする。

				「今日も可愛がってやるよ。リティア」

				「……っ！」

				　でも、すれ違う瞬間、囁かれてしまった。

				　また、下着で嬲られてしまう。

				　じっと、その様子を見られてしまう。

				　はっ、と呼吸が荒くなり、つぅっとフトモモになにか伝うのを意識してしまう。

				　なにか言い返そうと振り向いた時、キューフがリューシュに楽しげに話しかけるところだった。

				　ルシアは、リューシュが優しい、と言っていた。

				　昨日、キューフのところへリューシュが足を運んだことは間違いない。けれど、彼女にひどいことはしなかったのだろう。

				　自分にも、なんだかんだでリューシュはやさしくしてくれた、気がする。

				　だから、あんな風に楽しそうに、キューフが、笑っている。

				　頭を撫でられても拒絶すること無く、嬉しそうにしている。

				　その姿を見ているベルカナは複雑そうな表情だ。

				　それは、自分も同じなのかもしれない。

				「～～～～っ、キューフ、リューシュは、敵っ！　仲良く、しないっ！」

				　思わず、叫んでしまう。

				　きゅぅっと胸の奥が苦しくなる。

				　キューフが笑っている姿を見たくない。

				　リューシュと仲良くしている姿を見たくない。

				「えっ、あ、その、ごめ……、でも……ボク……」

				　はっとしたキューフの表情。

				　自分が叫んだ本当の理由はわかっている。

				　その感情から目を逸らすように、急いでその場を後にする。

				「……自分、最低……」

				　気が付けば、涙が流れ落ちてしまっていた。

				

				　この日の道中は気まずい空気が流れていた。

				　原因はわかっている。

				　いつもは明るいキューフが、沈んだ表情を浮かべているからだ。

				　そんなキューフを慰めるようにルシアが隣に立って何か話しかけている。

				　リューシュが敵なのは、間違い、ない。

				　魔族、だから。

				　自分たちと仲良くしようとしているのも、何かの策に決まってる。

				　だから、キューフを咎めたことは間違いじゃない。

				　そんな風に言い訳をしながら歩いている。

				　本当は……、昨日、自分がつらい思いをしていた時、リューシュに満たされていたであろうキューフに嫉妬してしまったからだ。

				　リューシュの優しい手つき、体温、それらを昨日、感じることができなかった寂しさから、だ。

				　そして、そのリューシュは、といえば。空気を読まずに自分の胸やお尻を撫でて、虐めてくる。

				　それが、自分の中の疼きを、切なさを強めてしまう。

				「はぁ、や、やめ……」

				「俺は何もしてないぞ？」

				　歩調を緩め、リューシュの隣を歩くようにする。

				　とぼけるリューシュをキッと睨みつける。

				　次の瞬間にはお尻を、乳房をやさしく撫でられてしまう心地よさに、きゅっと唇を噛みしめて声を我慢することになってしまう。

				　リューシュは、一番敏感な乳首や秘裂には決して触れようとしない。

				　それが、余計に自分の肌を過敏にさせている気がする。

				「……昨日は、キューフ？」

				「答える必要はないだろ、リティア。俺はやりたいようにやる。ただ、昨日リティアのところに行かなかったのはお前の身体を心配して、だ。神族と違って無理はできないんだろ？」

				　リューシュと自分を結界で覆っての会話なので皆には聞こえないはず。

				　嘘か本当かはわからないけれど、自分を心配したというリューシュ。

				　その言葉だけで、ちょっと嬉しくなってしまう自分が、いやだ。

				「……あのくらい、平気。それより、今夜は、自分が相手、する」

				「なんだ？　身体が火照って我慢できないのか？」

				　図星をつかれた恥ずかしさに、身体の芯が熱くなってしまう気がした。

				　誰のせいで……と言いたいがぐっと堪える。

				「ベルカナにも、キューフにも、できるだけ手をだしてほしく、ない。それだけ」

				「本当かな？　ま、それはリティア次第だな。昨日した自慰を見せてくれるなら考えてやるよ」

				　……見られていた？

				　まさかの言葉に、あまりの恥ずかしさに言葉に詰まる。

				　顔が一気に熱くなっていく。

				「な、んで……」

				「気付いているんだろうが、その下着は俺が準備したものだ。何をしているのか把握する機能くらい、仕込んでいても不思議じゃないだろ？」

				「～～～～～～っ!!」

				　これでは、迂闊に自慰もできないっ！

				　リューシュの名前を呼んでしまったことも聞かれているはずだ。

				　頭の中が真っ白になった。

				「いいだろ、リティア」

				　自分は、股間の湿り気が増していくのを感じながら、頷くことしかできなかったのだった。


                			

	
			
				 鏡の中の白き乙女

				

				「…………ん、ぅ」

				　身体が、熱い。

				　結局今日も移動する間、ずっとリューシュによって身体を弄ばれ続けてしまった。

				　どうしても我慢できなくなれば、防壁の神術で身を守ればいいだけの話だ。

				　裸で歩いてしまうような錯覚も肌をなでられる感触にくらべればマシのはず。

				　それなのに、抵抗もせず、自分は身を任せてしまっている。

				　魔族の責め苦など受け入れるべきではないとわかっているのに。

				　今も、リューシュが自分のところへと来てくれる時を、待ちわびてしまっている。

				　彼が来てしまったら、目の前で自慰を見せなければ、ならないのに。

				「は……ぁ……。んっ」

				　熱を帯びてしまった吐息。

				　無意識に、もじ、と座ったままフトモモをこすり合わせてしまう。

				　もしかしたら、また、今夜も放置されてしまうのではないか、という不安もある。

				　だって、キューフは自分より素直だし、可愛いし、スタイルも良い。

				　リューシュが幼女趣味だとしても、キューフも十分低身長で子供らしくて……。

				「……や、だ」

				　今夜も自分は一人のまま、リューシュはキューフのところへ足を運ぶ姿を想像してしまう。

				　きゅぅっと胸が苦しくなった。

				　昼間、自分はキューフに言ったはずだ。

				　リューシュは敵だ、と。

				　だから、仲良くしてはいけない、と。

				　なのに、自分はこうしてリューシュがこの場に現れることに期待している。

				　彼に辱められてしまうだけなのに。

				　自分が、わからない。

				「……りゅー、しゅ」

				　思わず、彼の名前を口に出してしまう。

				　やさしい手付きで肌に刻み込まれてしまった彼の体温を思い返しながら、恐る恐る、乳房へと左手を這わせていく。

				　日中、リューシュは言っていた。

				　この下着には自分を監視する役目もある、と。

				　だから、こんなことをすれば、リューシュにすぐに伝わってしまう。

				「はぁ……、リューシュ。んっ……リューシュっ」

				　なのに、彼の名前を呼ぶ度に鼓動が高まる。

				　こんな姿も見られていると想像するだけで吐息を荒くしてしまう。

				　そして、右手はフトモモから……。

				「なんだ？　もう、始めていたのか？　聖女サマが随分と淫乱なんだな」

				「……っ！　リューシュっ！」

				　あまりにも絶妙なタイミングで声をかけられて、びくんっと震える。

				　きっと、今の姿も全部見ていたのだろう。

				　やっぱり、彼は卑怯で、鬼畜で、外道で、ヘンタイで……。

				　そう思うのに、彼が此処へ現れたことにホッとして嬉しくなってしまう。

				「構わないからそのまま続けてくれ、自慰を見せてくれるんだろ？　リティアが綺麗な白い肌をさらして乱れる姿を見せてくれ」

				　このままでは、本当に彼に見られてしまう。

				　恥ずかしいのに……、ぞくぞくとしたモノがこみ上げてきて、身体が、熱い。

				　心臓もドキドキと高鳴ってしまっている。

				「…………みて」

				　そう言って、自分から修道服を脱いでいく。

				　フトモモ、股間、お腹、胸、と脱ぐにしたがって露わになっていく素肌に、リューシュの視線を感じる。

				　その恥ずかしさが、身体の興奮をさらに高めていく。

				「は……ぁ……んっ、リューシュ」

				　リューシュの下着だけの姿となった自分。

				　すでに股間はぐっしょりと湿り気を帯びてしまっていた。

				　彼の言うとおり、自分は……淫乱なのかもしれない。

				　座ったまま、その恥ずかしさに頬を染めながらいきなり、乳首をきゅぅっとつまみ上げる。

				「んっ！」

				　ぴりっと伝わってくる快感。

				　やはり声を聞かれるのは恥ずかしくて我慢してしまう。

				　そぉっとふれた下着はやはりぐっしょりと湿っていて、ぐじゅっと音を立ててしまう。

				「もう、そんなにぐしょぐしょなんだな、リティア」

				「……んふぅっ！」

				　リューシュの声が耳に届くとぞわっとして、指に力が入ってしまう。

				　下着越しに秘裂を指でなぞっていく気持ちの良い感触に、ふるふると身体を震わせた。

				　でも、これ以上は、怖い。

				　これ以上気持ちよくなってしまうのは怖くなってどうしても指の動きは鈍くなる。

				「いつもそうやって自慰してるのか？　あんまり慣れてないみたいだな」

				「……昨日が、はじめて」

				　リューシュが驚いたように目を見開いたのがわかった。

				　ちょっとだけやり返すことができたみたいで、嬉しくなる。

				　今までは、まともに自慰をしたことはなかった。

				　興味が全く無かったわけじゃない。

				　でも、普段は防壁で刺激を抑えている自分。

				　敏感な場所に触れる感触は強すぎて、痛みを感じてしまっていた。

				　やり方が悪かったこともあると思う。

				　それを気持ちがいいことだとしてできるようになったのは、リューシュの愛撫を経験したからだ。

				　でも、自分一人ではどうしてもあと一歩を踏み出せない。

				　だから、とても恥ずかしいことだけど、すごくドキドキするお願いを、リューシュにしてしまう。

				「……おね、がい。てつ、だって。うまく、できない、の」

				「反則だろ、リティア。そんな顔でお願いされて断れるかよ。可愛いぞ」

				　自分が見上げているリューシュの顔は、なんというかすごく嬉しそう。

				　その表情を見ると、自分も嬉しくなってしまう。

				　リューシュが目の前で裸になっていく。

				　股間の男性器はすでに勃起していて反り返っていた。

				　流石にそれは直視できなくて、目を逸らしてしまう。

				「このチ◯ポはリティアが可愛いからこんなに勃起しているんだぞ。本当はこのまま襲って処女を奪ってやりたいくらいだ」

				「……それは、ダメ。こわい」


                			

	








			
				　処女は奪ってほしくない、とふるふると首を横にふる。

				　聖女でいることは止めたくない。

				　こんな無防備な姿でいるのだ。

				　魔族であるリューシュが強引に自分の純血を散らしてもおかしくはない。

				　でも、身体はリューシュのぬくもりを、その手が与えてくれる快楽を求めてしまっている。

				　矛盾している、と自分でも思う。

				「ああ、リティアの純血はそのままにしておいてやるよ。今は、な」

				　リューシュがそう言いながら、自分の背後に座る。

				　そのまま、自分は抱き寄せられてしまった。

				　腰のあたりにリューシュの男性器が触れるのがわかって、びくっと震えてしまう。

				　でも、彼の体温は安心できるもので……背中に身体を預けていく。

				「そのかわり、リティアにはこれ以上ないくらい恥ずかしい思いをしてもらうぞ」

				「……っ！」

				　こくんと、自分は耳元に囁かれたリューシュの言葉に頷いた直後、両足を掴まれ大きく開かれてしまう。

				　思わず、きゅっと目を閉じてしまう。

				「目を閉じるな、リティア。目を閉じたら……今日はここまでだ」

				　リューシュがいなくなる、と聞いた自分はそれが嫌で目を開く。

				　目の前には、全裸で両足を大きく開かれた白い髪と銀色の目の少女が、いた。

				　顔は赤く、乳首は勃起していて。

				　股間はフトモモまでびしょびしょに濡れていた。

				　ぴったりと閉じていたはずの股間のワレメは少し開いてしまっている。

				「どう思うリティア、目の前の女は」

				「……っ、はずか、しい」

				　それは、鏡に映った、自分自身。

				　いつのまにか、身につけていたはずの下着は消え去り、自分の全身が映せるほどに大きな鏡が設置されていた。

				「ああ、恥ずかしい姿、だよな……目の前の女は聖女なのに、こんなに濡らしているんだ」

				「っっ!!」

				　鏡の中の少女は両足を閉じられないように触手で固定されてしまい、リューシュの指が秘裂を大きく開いていく。

				　ぬちゃり、と若干白濁した糸を引きながらひくんっと震える膣の入り口と陰核があらわになる。

				　汗と分泌物の匂いを感じてさらに恥ずかしさが募る。

				　なのに、身体は熱くて、吐息が荒い。

				「乳首だって、魔族の俺に触ってほしくてしかたがないように見えるよな？」

				「……みえ、る。ふぁっ……！」

				　だって、本当に目の前の少女は、顔を赤くして明らかに銀色の瞳に期待を宿している。

				　ふるふると震えている小さな蕾は硬くなっているように見えた。

				　鏡の中の少女の乳房に、リューシュの指が滑っていく。

				　自分の指では決して得られない快感に背中を仰け反らせてしまう。

				「声は我慢しても良いぞ。リティア。目を閉じなければな」

				「ふぅ……んっ！」

				　リューシュの指が、ゆっくりと秘裂をなぞりあげていく。

				　あまりの恥ずかしさと、伝わってくる快感を我慢するように両手で口を覆う。

				　両足を閉じたくなるけれど、触手に固定されてしまっている今はフトモモをびくびくっと震わせてしまうだけだった。

				「軽く撫でただけでも、気持ちよくなっているみたいだぞ、目の前の女は。リティア、淫乱、と言ってやれ」

				「……いん、らんっ。ふぁぁぁっ!!」

				　リューシュの口調は馬鹿にする、というわけではなく、どこか優しく諭すように聞こえる。

				　目の前の、鏡に映った自分を、淫乱、と罵倒する。

				　それと同時にリューシュに膣の入り口に浅く指を入れられて快感を得てしまう。

				　ぞくぞくと立ち上る快感が、自分を罵倒した時のものかリューシュに愛撫された時に得られたものかがわからない。

				「目の前の女は聖女なのに、魔族に愛撫されて感じているんだ、から、淫乱だよな。それとも、ヘンタイか？　恥ずかしくて嫌なはずなのに気持ちよくなっているんだからな」

				「は、ぁっ！　へん、たいっ。はぁっ、あぁぁっ!!」

				　こんな異常な状態で白濁した愛液を溢れさせている女なんて、確かに、ヘンタイ。

				　さらなる罵倒が、それと同時に動かされるリューシュの指の動きが、頭の中に快感となって駆け巡っていく。

				「そうだろうな。目の前の女がヘンタイなら、今こうして気持ち良くなっている姿を見られているって、どう思っているんだろうな？　なあ、リティア……？」

				「はぁ……あぁ……も、もっと、みてほし……。はずかしく、して、きもちよく、して……って……」

				　自分の姿も恥ずかしいが……リューシュの視線も見えるのだ。

				　リューシュは自分の全身を舐め回すように見ている。

				　ぐちゅぐちゅに濡れた秘裂も、膣口もぷっくりと膨れてしまっている陰核と乳首もそして……ひく、ひくっと蠢いている菊穴まで、全部。

				　それなのに、抵抗もせず、リューシュに身体を預けてしまっているのだから。

				「なるほどな。リティアは恥ずかしくされるのが大好きなマゾだったんだな……」

				「……ち、が、リティア、まぞ、ちが……、あぁっ、あああぁっ!!」

				　ふるふると、首を横にふって否定はする。

				　でも、こんな状況で気持ちよくなってしまっている自分は、マゾと言われても仕方がない。

				　素直になれない自分をお仕置きするように、リューシュは陰核を指で押しつぶすように愛撫していく。一緒に乳首もつまみ上げられてしまうと、びくんっと身体ひとりでに痙攣してしまうほど、気持ちがいい。

				　我慢しなければ聞こえてしまう、と思うのに声が我慢できない。

				　気持ちよくなるのが怖い。

				　独りでするときは、これ以上は踏み込めないのに、リューシュの手は容赦しない。

				　ぱちんっとはじけ飛んでしまうような快感にがくがくって身体を震わせていく。

				「じゃあ、目の前の彼女はどうだ？　マゾだと思うか？　言葉で虐められながら身体をびくびく震わせているぞ……？」

				「あぁ、マゾ……、へんたい、まぞ……」

				　鏡に映っている自分は、身体を痙攣させながら嬉しそうに口元を歪めてしまっていた。

				　さらに、足の指先をきゅぅっと握ったり開いたりしてしまっている。

				　それどころか、もっと虐めてほしい、というように腰をくねらせてしまっている。

				「なるほどな、それじゃあ、もっと虐めてやらないとな……？」

				「う、んっ！　ふぁぁぁっ!?　あ、やぁぁぁ！　ひぁっ！　あぁぁぁっ!!　ああぁああぁぁぁ!!」

				　くちゅり、とリューシュの指が自分の中に入ってくる。

				　処女を破られてしまうのでは……と一瞬怯えたが、実際には違って。今までよりも強い快感が身体の内側から湧き上がってくる。

				　それと、同時に急激に尿意を感じてしまう。

				　よりによって、リューシュに見られてしまう。

				　ガマンしないと、と思ってリューシュの指を締めあげて抑えようとするけれど、指の動きは止まってくれないどころか、感じてしまう快感も大きくなってしまって。

				「あぁっ！　やぁ！　も、もれっ……、もれちゃ……っ！」

				「大丈夫だ、ヘンタイマゾなら、もらしてしまってもおかしくないだろ？　目の前の女は……ヘンタイマゾなんだろ？」

				「……っ！　や、あぁっ！　も、だ、だぁ、め、ぇ……!!」

				　リューシュの言葉が最後のトドメだった。

				　頭が真っ白に染め上げられてしまう強烈な快感に背中をぐぅっと反らせ、フトモモをぶるぶると痙攣させながら、何かを勢い良く放出してしまう。

				　放物線を描きながら、目の前の鏡にまで届いてしまっていた。

				「恥ずかしいな、リティア、お漏らししてしまうなんて、な……」

				「はぁ……、はずか、しい。リティア……はずかしい……」

				　本当に、このまま死んでしまいそうなほど恥ずかしい。

				　でも、こんな、ヘンタイマゾ女なんて、リューシュは……。

				「だが、俺は好きだぞ？　恥ずかしいのが大好きがヘンタイマゾのリティアは、な」

				　耳元に囁かれた言葉だけで、ぞくぞくってしてしまって。

				　さっきの余韻もあって、軽く頭が白くなりそうなほど気持ちよかった。

				　そして、それを証明してくれるように、リューシュが唇を重ねてくれる。

				　どこまで、本心なのかはわからない。

				　昨日の自慰を見て放置していたことを冷静に思い直せば、自分の心を弄んでいた、と考えるのが自然。最低男なのだ、リューシュは。

				　でも、それがわかっていても嬉しくて。

				　恥ずかしいのに、自分から舌を絡めにいってしまう。

				　ちゅるっと絡み合う舌の刺激は、とても気持ちがいい。

				「ん……ふ……」

				　でも、まだまだ、夜は始まったばかり。リューシュをこの場に留めるためにはまだ、彼に弄ばれないといけない。

				「は、ぁ……、もっと、して……？」

				　蕩けた思考で、彼にそうねだる。

				「そうだな、リティアの口で俺のチ◯ポを満足させてくれたら、もっと気持ちよくしてやるよ」

				「……っ！」

				　この、リューシュの男性器を、自分の口、で……。

				　そんな、恥ずかしいこと……。

				　恥ずかしいこと……。

				「リティア、する」

				　ドキドキと心臓高鳴らせながら、頷く。

				　そして、そっとリューシュの体温から離れ、彼の前に跪いた。

				「……っ！」

				　視線を上げると見える、リューシュの姿。

				　彼の男性器は、自分の恥ずかしい姿を見て興奮していたらしく大きく勃起していた。その迫力に、こくんっと生唾を飲んでぺたんと座り込んでしまう。

				　……怖い。

				　でも、できないといえば、きっとリューシュは此処から立ち去ってしまう。

				　それは、イヤ。

				　特に、キューフのところへと行ってしまうのは。

				　緊張に身体を固くしながら不安げにリューシュの顔を見上げた。

				「リティアはやり方を知らないだろ？　まずは、ご奉仕します、っていうんだ」

				「……ご奉仕、する」

				　リューシュには、丁寧な言葉を使いたくない。

				　自分はまだ、リューシュに屈服したわけでも、奴隷になったわけでも、ない。

				　上目遣いで答えた自分の姿を見たリューシュは、にや、と笑みを浮かべただけだった。

				「最初はそれでいいさ。それじゃ、リティアの綺麗な手で俺のチ◯ポを握るんだ、やさしくな」

				　恐る恐る、その凶悪そうな男性器を両手で軽く握ってみる。

				　熱くて、どくん、どくんって脈打っていた。

				　思わず手を引っ込めたくなったが、じっと自分を見つめるリューシュの顔をみて、我慢する。

				「……っ、あつ、い」

				　こうして、触っていると、昨日得た快感を思い出してしまう。

				　先ほど気持良くさせられてまだ敏感な膣が疼いてしまう気がした。

				　じわ……と股間から何か溢れだしてしまう感覚が恥ずかしい。

				　それなのに、ドキドキする。

				「そうしたら、俺のチ◯ポのさきっぽにキスしてみろ」

				「これに、キス……、は、ぁ……」

				　恥ずかしさとこの心臓の鼓動は、先ほどの官能を呼び起こして身体を敏感にさせてしまう気がした。ふるっと身体を震わせながら腰を上げ、おそるおそる彼の男性器に唇を近づけていく。

				　匂いは……正直、キツイ。でも、不思議と興奮してずっと嗅いでいたくなる。

				　はぁ、はぁ、と呼吸を乱しながら、恥ずかしさに身体を震わせて……彼の男性器の先端にキス、してしまう。

				「これ、じゃない。チ◯ポ、だ。これからちゃんとそう呼べ。キスしたら先端を舐めるんだアメを舐めるみたいにな」

				「んっ、アメは、噛み砕くほう」

				「おぃっ!?」

				「……でも、舐めて、あげる。この、チ◯ポ」

				　ちらちらとリューシュの顔色を窺(うかが)いながら、舌を伸ばして先っぽを舐めていく。

				　一瞬慌てたリューシュはいい気味だ、と思う。自分をこんなに弄んでいるのだから、少しくらいは反撃しても構わないだろう。

				　実際、リューシュは怒ることはなく、ちろちろとリューシュのチ◯ポの先を舐め続ける自分に苦笑を浮かべただけだった。

				　頭に手を置かれて、優しく撫でられる。

				　敏感になっていた身体にはそれすらも今は快楽として受け取ってしまう。

				　つぅ……っとフトモモに何かが伝い、地面へと滑り落ちていく。

				「ん……、は、ぁ……へんな、気分」

				「そうそう。そんな感じで頼むぞリティア。先っぽに吸い付いて舌で舐め回すようにするともっと良い。手もゆっくり前後に動かしてくれ」

				　リティアの要望に、こくんと頷く。

				　言われたとおり、先っぽを咥えてちゅるって吸い上げながら、舌で舐めまわしていく。

				　時折、ぴくん、ぴくんっとチ◯ポが気持ちよさそうに震える。

				　舌先に感じるエグい味も濃くなっているみたい。

				　頭が、ぼうってしてくる。

				「ん、ちゅ……れろ……んっ。きもち、よさ、そう……はぁ……」

				「うっ、はぁ。ああ、リティアの口は気持ちいいな。最高だ。もっと下品な音を立てても良いんだぞ。じゅるるって、な」

				　リューシュが褒めてくれて、嬉しい。

				　ゆっくり手を前後に動かしてチ◯ポの棒になっているところを撫でていく。

				　時々、リューシュの顔を見て、気持ちよさそうな顔になっていることを確認する。

				　お礼のように自分の髪の毛を優しく撫でるリューシュの手の動きが心地よくて、もっと続けたくなってしまう。

				　恥ずかしいけれど、言われたとおり、先っぽに吸い付いてじゅるるって音を立てながら強く吸い上げてあげた。

				「リティアみたいに清楚で綺麗な聖女が、奴隷みたいに俺のチ◯ポに吸い付いて恥ずかしい音を立ててるなんて、興奮するな……」

				「ん。ちゅ。いわ、ないで……」

				　声で自分をいじめてくるリューシュの吐息は荒い。

				　自分の恥ずかしい姿に興奮してくれると思うと、頬が熱くてドキドキが止まらない。

				「なら、見てみるか？　今、リティアがどんな顔しているのか……」

				「……っ！」

				　おそらくはリューシュがなにかしているのだろう。

				　あの大きな鏡は自分たちの横に移動していた。

				　そこには、頬を赤く染めながら白い髪を揺らし、両手でチ◯ポを大切そうに握り、舌を這わせているヘンタイマゾの姿が映しだされていた。

				　魔族の汚いモノをイヤイヤ舐めている表情じゃない。

				　例えるなら、恋をする相手へ向けるような……。

				「可愛い顔だよな。奉仕するのが嬉しくて仕方がないって顔だ」

				「……り、りてぃあ、しらない。ん、ちゅるっ。んっ……んじゅ……。こうしないと、フィーニスも、ベルカナも、キューフも、ひどい目に、あう、から。それ、だけ……」

				　リューシュには、そう言って強がってみせる。

				　でも、鏡に映る自分の姿が物語る、リューシュに抱いた感情を悟ってしまった。自覚してしまったとたん、猛烈な恥ずかしさが襲ってくる。

				　でも、ここでやめて、どこかに行ってしまうのは、もっと嫌。

				　もっと気持ちよくしてあげるために、強めに吸い付いて、舌で先っぽをほじるように舐めてあげる。

				「うぉっ。リティアの口マ◯コ、ますます吸い付いてくるな。本当にそれだけか？　こんな風に情熱的に奉仕してくれるのは」

				「ん。ちゅ……はぁ、リティアを、マゾ、って言ったのは、リューシュ」

				　自分が、リューシュへ抱く恋慕を自覚したことは気づかれたくない。

				　頬が、全身が熱を帯びたまま、リューシュへと視線を向ける。

				　こんな風に恥ずかしいのに気持ちよくなるマゾ体質になったのも、リューシュがしたこと。

				　そのことを認めるほうが恋慕の感情を知られるよりマシだった。

				「変態マゾ聖女だから、無理やり奉仕するのが気持ちよくてしかたがないのか？」

				「……んぅっ！　はぁ、そ、そう。ん。ちゅ……。はずかしい、のに。きもち、いい……」

				　好きな人に恥ずかしい姿を見られ、言葉で虐められてしまうことに快感を感じてしまっている自分は、間違いなくマゾ、だと思う。敏感になった全身はもっと刺激を求め、もじもじ、っと物欲しげにフトモモをこすりあわせてしまう。

				　聖女としては、あるまじき姿なのに……。

				「なるほどな、そんな変態マゾ聖女には約束どおり、もっと気持よくしてやらなくちゃな」

				「ん。ふぁ……？　……ひゃぁっ!?」

				　次の瞬間感じたのは、お尻を舐められてしまったような感触。

				　慌てて鏡を見ると、一本の触手が自分のおしりへ近づき、撫でていた。

				　その先端がおそらくは舌のような質感になっているのだろう。

				　チ◯ポを舐めているのに、お尻を舐められている。

				　そんな異常な状況に興奮は高められ、腰を動かしてしまう。

				　自分からもっと舐めてと誘っているような、恥ずかしい、姿。

				「な、なに……？」

				「気持よくしてやる、って言っただろ？　左手を借りるぞ、右手はそのままチ◯ポを掴んで奉仕を続けろよ？」

				「ん……ふ、ぁ……ん。ちゅ……」

				　思わず口をリューシュのチ◯ポから離してしまっていた。

				　慌ててもう一度、チ◯ポに吸い付いたけれど、集中することができない。

				　おしりを舐められてしまう感触が気持ち良い。

				　リューシュに言われたので、恐る恐る左手から力を抜いた。

				「本当に気持ちよさそうに腰を振ってるな。だが、本番はこれからだぞ？」

				「はぁ、んっ。ちゅ。ん……？　……っ!!」

				　左手の指先まで触手に絡みつかれてしまう。

				　そのまま、自分の左手は秘裂へと導かれ……ぐちゅ、と音を立てて膣の中に入っていく。

				　敏感になっていたその場所に与えられた直接的な刺激にびくびくっと身体が震えてしまう。

				「んっ！　んんっ!!」

				「オナニーしながらチ◯ポをしゃぶるなんてリティアにとってはすごく恥ずかしいだろ？」

				「は、はずか、しい……。んっ。あたま、どうにか、なり、そう……」

				　人差し指を膣に差し込み、ゆっくりと指の腹で壁をマッサージするような動き。

				　気持ちが良すぎて怖いのに触手に絡みつかれた左手は止まらない。

				　全身を駆け巡る快感に、ぽたぽたと蜜がこぼれていく。ちゅる、っとおチ◯ポへのおしゃぶりも止められない。

				　匂いが、味が、その熱が、自分をおかしくさせていくみたい。

				　舐められているお尻も、気持ちいい。

				　舌の感覚がくせになってしまいそう。

				　本当にリューシュが自分のお尻をなめていたらと考えると恥ずかしくて死にそうなのに、それは、自分の発情を助長するだけ。

				「本当に変態マゾになったんだな、リティア。そんなに嬉しそうにチ◯ポをしゃぶって……」

				「ん……んふっ……。んんっ……はぁ、い、や？　こんな、ヘンタイ、マゾの、リティア……。ん。ちゅ。はぁ、いらない？」

				　リューシュは、こんな、ヘンタイマゾになった自分を好きだと言ってくれた。

				　その言葉が嘘ではないことを確かめようと上目遣いで見上げる。

				　少しだけ、不安が胸に渦巻いていた。

				「いいや。好きだぞ。リティア。リティアに溺れてしまいそうだ。こんなに可愛いくてエロい聖女のリティアを捨てるものかよ。俺だけのものにして持って帰りたいくらいだ。ああ、その顔、……すごく、興奮するぞ」

				「はぁ、うれ、し……んぅぅっ！　も、だ……だめ……、リティア、また、きちゃ……ぁ……んっ。じゅるっ。はむっ……」

				　好きだ、と言われて頭が痺れ、また、頭が真っ白になりそうな感覚に襲われてしまう。

				　普段ならここで止めてしまう指の動きが、止まらない。口の端からこぼれ落ちる唾液に気を止めることができず、夢中で、リューシュのチ◯ポの先端に吸い付いていく。

				「いいぞ、リティア。出るぞ……。そのまま、口の中に出すからな。全部吸い上げろよ……！」

				「……っ！　んっ、じゅるっ……んんっ……ちゅるっ!!」

				　何か先っぽから溢れ出してくる。

				　反射的に下がろうとした自分の頭をリューシュが抑えてしまったので下がることはできない。

				　先程までとは比較にならないほど濃い匂いの何かが口の中に流れ込んでくる。

				　舌に、喉に絡みつくひどい味を感じながら、頭が真っ白に染め上げられていく。

				　身体がのけぞって、痙攣が止まらない。

				「んくっ……、んっ……ふぅっ……んっ」

				　少しでもたくさん受け止めようとするけれど口の中に入りきれないほどの量が流れ込んでくる。

				　口の隙間から入りきらないそれがこぼれ落ちていく。

				　勿体無いと思うけれど、ひくんっと震える身体は自由が効かない。

				「全部は流石に無理か……。口を開けてくれ、精液でいっぱいになっているリティアの口の中が見たい」

				「ん、ぁ……」

				　この味が、匂いが……精液……。

				　口の中がリューシュの匂いでいっぱいで、頭がくらくらする。

				　身体の痙攣が治まってから、上を向いて精液を零さないように口を開く。

				「口の中、精液でいっぱいでエロいぞ、リティア。そのまま舌で精液と唾液を絡めてたっぷり味わってから飲み込めよ。そのままだと飲みづらいからな。唾液をからませたほうが飲みやすいぞ」

				「……ん」

				　こくん、と頷いた自分はそのまま口と目を閉じた。

				　唾液と精液を舌で絡み合わせていく。

				　自然とそれは、リューシュの味を味わい尽くすことになって。

				　こくん、と飲み干した快感にぶるっと身体を震わせてしまう。

				「のん、だ」

				「よし、口の中を開けて見せてくれ。ちゃんと飲み込んだか確かめてやるからな」

				　髪の毛を撫でる心地よさに体を震わせながら、口を開けて舌を伸ばして見せる。

				　口の中はまだひどい味が残っている。

				　こうして無防備に口の中を見られるのも本来なら恥ずかしいはずのことで。

				「よし、ちゃんと飲んだな。偉いぞ。リティア」

				「あ、んっ……んっ……ちゅ……」

				　精液を飲んだばかりの口だというのにキスしてくれる。

				　嬉しい。

				　舌を絡み合わせる感触は幸せを感じてしまう。

				　このまま、リューシュが、リティアの身体だけを求めてくれればいいのに、と思う。

				　そうすれば、リューシュが魔族領に戻るとき、犠牲になるのは自分だけになるだろうから。

				　ルシアはリューシュが好きみたいだから、離れることはないと思う。

				　でも、キューフやベルカナ、フィーニスなら、まだ、リューシュの毒牙から救えると、想いたい。

				「はぁ、はぁ……。ん、ぅ……。次は、どうする、の？」

				「そうだな、こんどはア◯ルを開発してやろうか。処女を奪わなくてもリティアの身体を味わえるように、な……」

				「……こわ、い」

				「気長に開発してやるよ。人間のリティアには無茶はできないからな」

				　リティアは、本来必要のない人間で……捨て駒。

				　だから、リューシュをもっと自分に夢中にさせないと。

				　そう思いながら、リューシュが与えてくれる快楽に身を任せていく。

				　それから、毎日、リティアは昼も夜も、リューシュに調教させられていく。

				　休憩時間に木陰で、皆に気づかれるかもしれないとドキドキしながらおチ◯ポへの奉仕をしたり。

				　下着を身につけずに歩かされて、しまったり。

				　排泄する様子を見られてしまったり。

				　処女こそ奪われなかったけれど、マゾだから、と自ら受け入れて何度も気持ちよくさせられてしまった。

				　本当は、リティアのほうが、リューシュから離れられなくなっていることに気づかないふりをしたまま。

				　リューシュの意地悪な愛が、この身体を致命的なまでに蝕んでいるとは、思わないまま。

				　出発してから五日後、中継地点の村へと到着したのだった。

                			

	
			
				 村の手前で……　

				

				「おに……、リューシュ！　あそこだよ、次の村は！」

				「お、ようやくか。結構長く歩いたな」

				「ごめん、みんな……、リティアが、遅くて……」

				　先頭を歩くキューフが目の前にある村を指差して、リューシュに説明していた。

				　この村は、普通ならあの場所から三日も歩けば到着できる距離にある。

				　二日も遅れてしまった原因は、リティアが遅かったから。

				　なぜなら──。

				「体調がすぐれないのでしたら、仕方がありません」

				「リティア、もう少しで村でゆっくり休めるよ。がんばろうね」

				　キューフやベルカナが心配してくれるけれど、本当は身体の不調なんかじゃない。

				　ずっと、リューシュに嬲られて、発情して、敏感になってしまっているから早く歩けなかった、だけ。今もリティアは、リューシュの命令で下着の代わりとして触手を身につけている。

				　紐のような細い触手が下着の代わりにおマ◯コに食い込んでいた。

				　乳房にも触手は巻きつき、乳首はざらざらとした法衣の布地とこすれ合う快感に勃起してしまっている。

				　法衣の布地は厚いので、ちょっと見た程度ならわからないはず。

				　もしかしたら、誰か……例えば、フィーニスやルシアはリティアの状態に気付いているかもしれない。そう考えるだけで、フトモモがびしょびしょになるほどにおマ◯コから蜜を溢れさせているヘンタイマゾ。

				　それが、今のリティア。

				　でもリューシュという爆弾を抱えているリティアたちは、村の中に入る前にこれからどうするか決める必要がある。

				　快楽に流されそうな理性を奮い立たせ、皆を見る。

				「……だいじょう、ぶ。んっ、くっ……、問題、ない。それより、一旦休憩する」

				　そう言って、リティアは足を止めた。

				　ベルカナはこれから何をするかすぐに察してくれたみたい。

				「これからのことを相談する必要がありますからね」

				「リティア、ベルカナ、それってリューシュのこと、だよね？」

				「……その、とおり」

				　キューフの真っ直ぐな瞳にうなずいた。

				　どこか不安げに、彼女の瞳は揺れているように見える。

				「もともと、リティアたちはどうする予定だったのですか？」

				「そうね、アタシたち『巡礼者』は村に滞在するとき、『神殿』の施設である『教会』を利用しなければならない決まりがあるわ。だから、まずはこの村の『教会』に行くことになるの」

				「ええ、フィーニスの言うとおりです。そこでルシアのことも報告する予定でした。ただ、その時リューシュの件をどうするか。それが、問題となりますね」

				「んっ……ベルカナの、言う、とおり。んっ……。はっ。これから、リューシュが、ダークエルフとして、一緒に行動する、なら。保護した、という報告が、必要」

				「……？　リティア、それのどこが問題なの？」

				　キューフはこの流れのどこに問題があるのかがわかっていないらしい。

				　ありえないと思うが、このままリューシュがダークエルフとしておとなしく保護され、監視のもとて慎ましく暮らすなら、問題ない。

				　……本当、そんなことになったのなら、遠慮無くこの気持ちを打ち明けて一緒に暮らすのも良いと思えるのに。

				　でも、リューシュ本人は魔族領に帰るつもりらしい。

				　だから、その可能性はないと思ってる。

				「問題、ふたつ。んっ、はぁ、一つは、……リューシュが、魔族領に帰った時」

				「あ、リューシュが『ゼワイト』に戻るなら……、一緒にいたボクたちが魔族に手を貸していた裏切り者って思われちゃう、ってこと……？」

				「確かに、魔族を匿っていたとなれば問題になるわね。ドジを踏んだアタシだけならいいけど、リティアたちにまで迷惑をかけてしまうわ」

				　フィーニスがリューシュを睨みつけている。

				　彼女の様子を見る限りだと、すっかりリティアたちが知っているフィーニス、だと思う。

				　少しだけ、安心した。

				「ああ、それなら大丈夫じゃないか？　俺が正体を見破られずに一人(・・)だけで『ゼワイト』に戻るなら単に『逃亡者』に見せかけた『内情を探るスパイだった』と言えるだろ。そうやって魔族領に送り込まれる元神族は珍しく無いって聞くぞ」

				「ああ、確かにそうね。だから魔族領から逃亡してきた神族がこっちで過ごす際には監視者が必ず同行することになっているわ」

				「うーん。それだと、リューシュに逃げられた時、やっぱりボクたち疑われちゃわないかな？」

				　やはり、リューシュがいなくなることを考えると、胸がきゅぅっと苦しく痛む。

				　でも、キューフにも話したとおり、リューシュは、敵で、滅ぼさなければならない相手。

				　自分に何度も言い聞かせる。

				「キューフ、それはないと思いますよ。ちゃんとリューシュが教会の中に同行して、顔を見せたのなら魔族と疑われる可能性は低いですから。私たちが監視者としての力不足を咎められ、何らかの罰則を科せられることになるでしょうが裏切り者扱いはされないかと想いますよ」

				「……そこで、もう一つの、問題。報告するなら、リューシュに、教会の中にも来てもらう必要、ある。んっ」

				　リューシュは監視が必要な魔族領『ゼワイト』からの逃亡者という扱いなのだ。

				　一人、村の外で待っていてもらい、野放しにするなんて論外。

				　とすれば、一緒に『教会』の中に入ってもらう必要がある。

				　リティアたち『聖女』の本拠地である『教会』に、だ。

				「それって……。リューシュが魔族だってバレちゃうよね？」

				　キューフはリューシュのことを心配そうに見つめている。

				『聖女』の立場からすれば、『教会』所属の聖女たちや上層部にリューシュの正体を見破ってほしいところだ。

				　そこで、彼が滅ぼされ、フィーニスもルシアも解放されるのが、一番理想的。

				　リューシュへの恋慕を自覚してしまった今、彼がいなくなることを想像すると胸が張り裂けそうに痛む。本当にいなくなってしまった苦しさはこの比じゃないと思う。

				　だからこそ、『聖女』でありながら魔族であるリューシュに恋をしてしまったリティアには相応しい、罰。

				「リューシュさまは神気を纏っている上瘴気をうまく抑えているので、予め魔族だと知っていなければ見ぬくのは困難です。だから、大丈夫ではないですかね」

				「まあ、やってみないとなんとも、だな」

				「……『教会』に結界、ある、から。は、ぅ……、外部からは、分身の操作、できない、んっ！」

				　今のリューシュは分身体だから、神気を纏いダークエルフのように見せかけることができているのだと思う。

				　でも、『教会』は『聖女』たちが最も無防備な姿でくつろぐ場所。また、魔族の襲撃時には避難所や防衛拠点となるので、外部からの瘴気や魔力が入り込めないようになっている。

				　魔族は分身と微弱な瘴気や魔力で繋がっている、と聞いている。だから、本体も結界の内側にいなければ分身体は動かせないはずだ。

				　結界の中にさえいれば、分身に使う微弱な瘴気程度は大気中に存在する微弱な瘴気にまぎれてしまってわからないだろうけれど。

				「そこは大丈夫だろう。俺の本体はちゃんとお前らと一緒に中に入る予定だからな」

				　今までずっと探しても見つけられなかった、リューシュの本体。

				　それが、『教会』の結界を通る時、姿を見せる。

				　どくんっと心臓が跳ねた。

				　きっと、それが、最後の……リューシュを殺せる、チャンス。

				「ご主人様、分身体でないと神気を纏うことはできないのではなかったかしら？」

				「まぁ、このくらいはいいか。本体を神気でつくった分身体で覆うんだよ。そうすれば簡単にはばれないはずだ」

				「リューシュさま、その時は、わたしもお手伝いするつもりです。安心してください」

				　リティアがそんな思考をしている間にもフィーニスの疑問にリューシュは答えている。

				　今の話が本当なら、神気で作り上げたナイフで分身体を刺して内側で爆発させれば、いい。

				　それでも殺せなかったら、上層部が見ぬいてくれるのを期待するしかない。

				　でも、直接見たのならともかく、通信用の水晶越しであればわからない可能性は高い。

				「……バレた時は、ふっ、リティアが、リューシュを、滅ぼす、から……、は、ぁ……」

				「そうならないことを祈るよ。どちらにしてもここは乗り切らないとな」

				「リューシュ。無茶をする必要なんてないだからね？　ここで……、ボクたちを見限って別れる、っていう選択肢もあるんだよ？」

				　人間の生活圏まで来ることができた今、ここでリューシュが無茶をするメリットはほとんど無いはずだ。ベルカナの目を誤魔化すほどの隠蔽能力があるなら、逃げ隠れしていたほうが確実に生き延びることができるだろう。

				「冗談言うなよ、キューフ。ここで逃げたらお前らと一緒にいられなくなるからな」

				「……ボクたちと一緒にいてくれるため、なの？」

				　リューシュが、キューフの空色の髪を撫でていく。

				　彼が、自分たちと一緒にいるために命をかける覚悟をしている。

				　その事実にか、頬を赤く染めたキューフの表情には隠し切れない喜びがあった。

				　間違いなく、リューシュに心を奪われ、恋してしまっている、表情。

				「ああ。そうだ」

				「……っ！　キューフ、ズルイです」

				「キューフだけじゃないぞ、ルシアも、フィーニスも、ベルカナも、リティアも、な」

				　リューシュの足に尻尾を絡ませながら頬を膨らませたルシアの頭を、彼は苦笑しながら撫でていく。

				　でも、リティアは混乱していた。

				　確かに最初の頃は、休憩時間にリューシュとキューフが仲良く話していることはあった。

				　でも、普段歩くときはキューフは先頭、リューシュはリティアの後ろ、と離れて歩いていたはず。

				　休憩時間もリティアを辱めている時間のほうが多かったはず。

				「本当、節操がありませんよね」

				「ご主人様ったら、最低、よっ！」

				「それだけお前たちが魅力的なんだよ」

				「……っ！　そ、そんなんじゃ、誤魔化されないわよ！」

				　ベルカナもフィーニスも口調はきついけれど、表情はまんざらでもなさそうで。

				　それを見たリティアに、ぞくっとした、悪寒が走る。

				　ベルカナは確かにリューシュの近くを歩いていた。

				　天真爛漫なキューフとは違う、落ち着いた性格のベルカナ。

				　彼女なら魔族に特に敵意を持つエルフであるし、そうそう籠絡されないだろうと考えていたのに。

				「べ、ベルカナ？　キューフ？　ふたりとも、いつの間に、リューシュ、と仲良く……？　だって……そんな、時間は……、ずっと、リティアが……、ぁぁぁっっ!!」

				「ようやく気付いたか、リティア」

				　冷静になってどういうことなのか考えようとした矢先、おマ◯コの中に、リューシュの指の形をした何かが入って来た

				　それは、リティアのおマ◯コの中の一番敏感なところを優しくマッサージして、くる。

				（こ、このタイミング、はっ！）

				　今は、日中。

				　しかも、キューフたちの目もあるのにっ。

				　バレちゃう……っ！

				　どうにか歯を噛みしめて無表情を貫いているものの、口を開けば淫らな声が溢れだしてしまいそうだった。

				「……っ！　……っ!!」

				（こ、こえ、でちゃ……。こんな、ところで……。みんなに、しられちゃ……）

				　リューシュの指は、ア◯ルの中にも入ってくる。

				　まだ、リューシュのおチ◯ポを受け入れてはいない、その場所。

				　でも、指でほぐされることに慣れていたア◯ルからも快感が伝わってきてしまう。

				「…………っ！」

				　気を抜けばアクメしてしまいそうな強烈な快感。

				　くちゅ、くちゅっと頭に響く水音は皆にも聞こえてしまいそう。

				　がくがくと膝が震えて立ってられない。

				（も、だ、だめ、イクっ！　イカ、されちゃうっ！　皆の、皆の前、なのにっ……！）

				　ぺたんっと地面に座り込んでしまう。

				　キューフが、フィーニスが、ベルカナが、みんなが、見てる。

				　リティアの恥ずかしい姿、見ちゃってる。

				　イクところは見られたくない、とガマンすればするほど、身体は敏感になっていく。

				　せめて声は出さないようにと両手で口を覆うけれど、その手がゆっくりと掴まれてしまう。

				　ベルカナと、キューフに。

				「べ、あっ、あぁぁぁっ！　きゅっ、ふぁっ！　あぁぁっ、や、やぁっ！　あぁぁっ！」

				　なんで、と混乱してしまう。

				「ふふ、許しませんから、そう言いましたよね、リティア」

				「は、ぁぁっ！　ふぁっ！　あぁぁっ！」

				　気がつけばルシアがリティアの正面にいた。

				　片手で顎を持ち上げられると、ぞくっとするほど冷たい金色の瞳が目の前にある。

				「ごめんなさい、気付かれちゃったよ『お兄ちゃん』」

				「キューフは素直だからしかたがないさ。むしろ、もっと早く気づくと思っていたんだけどな」

				「リティアったら、エッチなことに夢中でボクのことに気を回す余裕は全然なかったみたいだよ？　何をされているのか、ボクが気付いている、なんて思ってなかったみたい」

				　いつもどおりの、キューフの無邪気な笑顔。

				　でも、中身はまるで変わってしまっているようだった。

				　だって、リティアのこんな姿をみて、笑ってる。

				　いつもなら、心配してくれるような優しい子、なのに。

				「『ご主人様』。リティアだけは、まだ心まで堕ちていなかったんですね。さっき、ご主人様の本体が姿を見せる、と聞いた時明らかに気配が変わりましたから……」


                			

	








			
				「……まだ、諦めていなかったのですね。でも、その精神力があるからこそ『聖女』に相応しいのでしょうけれど」

				　リューシュのことを『お兄ちゃん』と呼んだキューフと『ご主人様』と呼んだベルカナ。

				　そして、ルシアのどこか呆れたような言葉に、なんとなく察してしまった。

				　彼が調教していたのはリティアだけじゃなかった、と。

				「やっぱり、村に入る前にリティアにも仲間になってもらう必要があるわね、ご主人様。このままだとリティア、教会の中でリューシュが魔族だってバラしかねないわよ」

				「そん、な、あっ、あぁぁぁっっ！　ふあっ！　ああっ！　ああああぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　フィーニスにまでそう言われてショックなのに、アクメを迎える寸前まで追い詰められていた身体はただ、快楽を求めてしまって。

				　びくびくびくっと激しく身体を痙攣させ、身体をのけぞらせてしまう。

				　ずっと堪えていたから、ということも手伝ってか、リューシュが『潮吹き』と呼んだ放尿感が訪れる。

				　誰が見ても、明らかにアクメを迎えてしまった姿。

				　身体に力が全く入らない。

				「確かにそれは困るな、リティア。ここで、二度と俺から離れられないようにしないといけないようだ」

				　リューシュの唇が重なる。

				　全部、ムダ、だった。

				　リューシュを引き留めようとしたことが、全部。

				　どういう方法を使ったのかはわからないけれど、リティアだけじゃなく、キューフもベルカナも、みんな、たぶん、リューシュの、もの。

				　悔しくて、悲しくて、涙があふれる。

				　なのに、キスは優しくて求めてしまう。

				　心の支えが崩されてぐちゃぐちゃになった心にリューシュのぬくもりが入り込んできてしまう。

				　いつしか、自分からも舌を絡めてしまっている。

				　リューシュの優しさに甘えたくなる。

				　こんなにひどい状況を作った元凶、なのに。

				「リティアが心の底から俺のものになるまで、かわいがってやるからな」

				　そう、耳元に囁かれて、ドキドキとリティアは、期待してしまうのだった。

                                			

	
			
				 そしてすべてを捧げた白き乙女は、自らの価値を自覚する

				

				　リューシュのモノにされていたのはリティアだけだと思っていた。

				　けれど、実際にはキューフも、ベルカナも、リューシュの毒牙の餌食となっていた。

				　そればかりか、もう、引き返せないところまで堕ちていた。

				　本当は、約束を違えたリューシュに対して怒るべきだ。

				　でも、リティアの心に最初に湧いたのは、悔しさと悲しさ、だ。

				　きゅぅっと胸の苦しさに涙が溢れてくる。

				（リティアは、やっぱり、リューシュの特別じゃ、ない……？）

				　リューシュは昼も、夜も、リティアだけを見てくれていると思っていた。

				　リティアの中でリューシュの存在が大きくなっていくのと同じように、リューシュの中でリティアの存在が大きくなっているから、毎夜、リティアだけのところへ来てくれるのだと。

				　だから、リティアだけを見てくれるリューシュになら、どんなにヘンタイマゾにされても良いと思っていた。

				　それで、リューシュが、リティアに夢中になってくれるのなら、それでもいい、と。

				　……でも、違った。

				　きっと、リューシュにとっては調教するべき相手の一人にしか過ぎなくて。

				　特別でもなんでもない。

				　リティアが一番ショックを受けたのは、その事実を突きつけられてしまったと感じたことだった。

				「は、ぁ……。んっ。はぁ、ひどい、ひと、なの、に……。んっ……」

				　リティアにとって、ここでリューシュに突き放されて乱暴に陵辱されてしまったほうが良かった。

				　それなら、リティアは楽になれた。

				　やはり、リティアは不要物。そう、すべてを諦めることができたのだから。

				「ん……。はぁ、なん、で。そん、な。やさしい、の……。んっ」

				　けれど、リューシュは、優しくリティアの身体を抱き寄せてキスをしている。

				　リューシュの舌が優しくリティアの舌に絡みついてきて、気持ち、良い。

				　みんなが見ているのに、リティアもリューシュを求めて舌を絡めてしまう。

				　そして、温かく包まれるぬくもりを求めてリューシュの背中へと手を回していく。

				　ふれあうことで感じる、最初は怖かったリューシュの体温。

				　今は、安心感すら覚え、離れたくないと感じている。

				　こんな気持ちになるのは、リューシュだけ。

				　他の男の人に触れるのは、やっぱりまだ怖い。

				「ん……、ふぁ。んっ、ちゅ……。りゅーしゅ、ぅ……」

				　リューシュがリティアを好きになってくれている。

				　そんなの幻想だったと、リティアはもう、わかっているのに。

				　こうして優しくされてしまうと、諦めきれない心が湧き上がってくる。

				　好きという感情が止められなくて、リューシュのモモにおマ◯コをこすりつけてしまう。

				　ぐちゅ、と水音が聞こえた気がした。

				「あ、リティア自分から腰を振っちゃってる」

				「身体はもうすっかり、ご主人様を求めてしまっていますね。リティア。そのまま、心も素直にしましょう？　そうすれば、もっと気持ちよくなれます」

				　キューフとベルカナが、リティアの恥ずかしい姿を見ている。

				　リティアが自分からリューシュを求めていると、見抜かれている。

				　心の中まで見られているようで恥ずかしさが募る。

				　アクメしたばかりの身体が熱くて、もっと気持ちよくしてほしいと感じてしまう。

				　でも、絡めあっていた舌はゆっくりと離れていく。

				　もっとほしい、と口を開いて舌を伸ばした。

				「リティア、可愛いぞ。もっと恥ずかしい姿を見てやるからな。キューフ、ルシア、リティアの手を抑えてくれるか？」

				「うん。まかせて。おにいちゃん」

				「はい、良いですよリューシュさま」

				「や、ぁ……」

				　リューシュの言葉にゆっくりと頭を左右に振る。

				　リューシュの体温が離れて消えていくのが何よりも嫌だったから。

				　でも、力の入らない身体では抵抗できない。

				　両手をキューフとルシアに掴まれ、地面に押さえつけられてしまう。

				　そして、リューシュはリティアの法衣を捲り上げた。

				「リティア、やっぱり下着を着けてなかったんだねエッチな匂いがずっと漂ってたよ。ボク、それでずっと興奮してたんだから」

				「陰毛、薄いけれどちゃんと生えているのね。リティアは元々体毛が薄いみたいだけれど……」

				「みない、でっ！　こんな、リティア、見ないで……！」

				　皆の視線を受けて恥ずかしさが倍増する。

				　しかも、今は日中の屋外。

				　誰に見られてもおかしくはない。

				　それなのに、身体が熱くて、リューシュが欲しくてたまらなくなっている。

				　フトモモをピッタリと合わせてどうにか見られないように……。

				「リティア、足を開いてくれ」

				「……っ！」

				　リューシュに命令されてしまう。

				　こんな、みんなの前でぐちょぐちょのおマ◯コを開いて見せるなんて……。

				　恥ずかしいと思うのに、リティアはゆっくりと両足を開いていく。

				　あらわになる、おマ◯コと、ア◯ル。

				　恥ずかしさでどうにかなってしまいそう。

				「リティア、まるで洪水だな。ぐちょぐちょになってるぞ……」

				「ふふ、ア◯ルまでびしょぬれになって……エッチな身体ですね。こんな、皆に見られているのに感じているなんて信じられないですね」

				　ルシアもリティアの恥ずかしい姿をみて、笑みを浮かべている。

				　おかしくなりそうな恥ずかしさにぶんぶんと激しく頭を左右に振る。

				　でも、自分でもこの状況に興奮してしまっているのが、わかる。

				「みない、でぇっ……はっ、はっ、ぁぁっ！　りゅ、ふぁっ！　あぁぁぁっ！」

				　リューシュはそのまま、指をおマ◯コに入れてきた。

				　ぐちゅ、と水音を立ててリティアのおマ◯コは指を受け入れ柔らかく締めあげてしまう。

				　軽く入れられただけなのに、敏感になっているリティアは気持ちよくてぐぅっと背中を反らせてしまった。

				「このまま、みんなの前でア◯ル処女を貰うからな。初めてチ◯ポを入れてやる」

				「そん、なぁっ！　い、や、あぁぁっ！　ふぁぁぁぁっ！　そ、そこ、びんか。あぁぁぁっ！　やぁ、ま、たぁぁっ!!」

				　リューシュの指がくいっと折り曲がり、膣壁をぐりぐりと押してマッサージしていく。

				　その強烈な刺激に、今のリティアが耐えきれるはずもない。

				　身体の痙攣が止められず、自然と腰が浮き上がって二度目のアクメを迎えてしまう。

				　再び、襲われる放尿感。

				　みんなに、一番恥ずかしい姿を、見られてる。

				「わぁ、リティアのこれ、潮吹き？　すごく感じてるんだね。ボクたちに見られてるのって、そんなに興奮しちゃう？」

				「キューフ、い、いじわる、いわない……ぁぁ！　ふぁぁっ！」

				　心優しいキューフまでリティアをいじめてくる。

				　でも、どうしようもなく興奮してしまって。

				　ひくんっ、ひくんっと身体の痙攣が止まらない。

				　それなのに、リューシュの愛撫は止まらない。

				　たっぷりと蜜をからませた指で、リティアのア◯ルへと人差し指と中指を揃えて、ゆっくり入れていく。

				「あぁっ！　んぁぁぁっ！」

				　ゆっくりと回転させながら入りこんでくる指。

				　指で子宮の裏辺りをぐりぐりと押されると頭がチカチカするような気持ちよさに襲われてしまう。

				　リティアのア◯ルもリューシュの手ですっかり解され気持ちよくなることができる場所になっていた。

				　最初は、嫌悪感もあって、苦手だったのに、ずっと愛撫して解されてしまって……。

				　こんなに恥ずかしいリティアの姿を見られている。

				　リューシュが欲しくてたまらないリティアを見られてる。

				　みんなに見られながら……、リューシュに初めてを奪われてしまう。

				　もし、リューシュにとってリティアが特別だったら、もっと素直に喜べたのに。

				　愛してくれるなら、リティアの全部、差し出しても良かったのに。

				　リューシュにとって、リティアは……。

				「リティア、良いなぁ。お兄ちゃんに大切にしてもらえて。ボクにはそんな風にしてくれないのに……」

				「ふぁ……え……。は、ぁ……」

				　そんなリティアの耳に届く、キューフの羨ましそうな声。

				　その言葉はちょっと信じられない。

				　だって、キューフはあんなにリューシュに気を許して……。

				　だから、てっきりリティアみたいに優しく蕩けさせられているのかと……。

				「そうよ。アタシ、ご主人様に優しくされたことなんて一度もないわ」

				「何を言っているのですか、フィーニス。フィーニスは優しくされるより、激しくいじめられるほうが好きなマゾ奴隷じゃないですか」

				「い、言わないでよ、ルシア！　思い出したら、虐められたくなっちゃうじゃない！　それに、マゾ奴隷ならベルもそうよね」

				「た、確かにそうですけれど、この場で言われるのは少々恥ずかしく感じます。でも、本当に意外です。愛撫もせずにア◯ルをいきなり犯すような鬼畜なご主人様ににこんな一面があったなんて……意外です」

				　……え？

				　そういえば、恥ずかしいことはたくさんされたけれど、リューシュに乱暴に扱われた記憶はない。

				　頬が熱いまま、リューシュを見つめる。

				「……どういう、こと？　んぅっ！　はぁっ！　あぁぁぁっ！」

				「俺だってな、本当に惚れた奴は大切にしてやりたいものなんだよ」

				　耳元で囁かれる小さな言葉。

				　それは、リティアがリューシュに抱いていた好き、という感情を暴走させてしまうには十分な威力があった。

				　リティアの心が絶望に沈んで弱っていたことで、嬉しさが倍増したことも要因だと思う。

				　直後にア◯ルから伝わってきた快感はリューシュの照れ隠しなのかもしれないけれど、我慢などできるわけもなくて。

				　大きな声を出してしまったが、そのことに気を向ける余裕は、なかった。

				「リ、リティアに、価値、ないのに……。長持ち、しない、のに……。いい、の？」

				「ああ、構わないさ。できる限り、俺がリティアの命を守ってやるくらいのつもりでいるぞ？」

				　バクバクと高鳴る心臓を抑えながら、それでも信じるのが怖くて首を横に振る。

				　先ほど、リューシュがキューフやベルカナを陥落させていた事実にショックを受けていたばかりなのだ。

				　また、喜びに舞い上がった気持ちを地面に叩きつけられてしまうのではないか、と考えてしまう。

				　そもそも、魔族が脆弱な人間を愛してくれることなどあるのだろうか。

				　信じられない、という気持ちと、信じたいという気持ちの間に挟まれて揺れる心はどうしても拒絶の言葉を紡いでしまう。

				　本当は、もっと別な言葉を彼に送りたいのに、素直になれなくて。

				「理解、でき、ない。だって、リティア、リューシュを、殺、そうと……だから、リティアだけ、大切と思わせておいて、不要物として、捨てるのかと……」

				「まぁ、信じられないのも無理はないよな。俺がリティアに惚れたのはその、殺しに来た時だよ。自分の命を危険に曝(さら)してでもこんな低級魔族を全力で仕留めに来る奴なんてそういない。誰よりも聖女らしいその心に惹かれたんだよ」

				「……リ、リティアの命に、そんな、価値なんて、ない」

				　出会った直後、リューシュに向けた言葉。

				　あの時は、キューフが、ベルカナが、フィーニスが、人質、だった。

				　でも、みんな、もう、リューシュのものだ。

				　残りカスのリティアに、そんな価値なんて……。

				「そういうリティアだからこそ、俺が大切にして価値を与えてやりたいと思ったんだよな。『死にたくない』と思ってほしくて幸せな快楽の味を教えたんだが、どうだった？　もう一度味わいたいと思わなかったか？」

				「……っ！」

				　確かにリティアはリューシュにたくさん辱められて、ヘンタイマゾにされてしまった。

				　でも、幸せな快感を教えてくれたのも、また、事実。

				『辱められて喜ぶヘンタイマゾ聖女』がリューシュにとって、とても価値があるものだったとしたら。

				　リティアをたくさん嬲って変えたのも、彼なりの愛情表現なのかもしれない、と思えてくる。

				「ほんっとうに、腹立たしいですけれど……、リューシュは本気ですよ。まったく。わたしだけを愛してほしいものなのですが、浮気性のリューシュにそれを求めることはできないみたいなのです」

				　リューシュのことを信じることにした最後のひと押しはルシアだった。

				　だって、ルシアのその表情は、本当に不機嫌で殺気すら向けてリティアを見ていたのだから。

				　その嫉妬の感情は信じられたから……。

				「……リティアを、愛して、くれる？　リューシュ」

				「俺なりのやり方で、だけどな。愛してやるよ。リティア」

				　やっぱり、あんな辱めもまた、リューシュの愛情表現なのだと思える。

				　なら……、覚悟を決める。

				　もしかしたら、すべてを失うことになるかもしれないけれど。

				「……、リティアに、いれ、させて……。みんなの、まえ、で……」

				　リューシュにおねだりするのは、恥ずかしくて顔から火がでそう。

				　でも、リティアも、リューシュを愛してしまったと証明するには、これが一番だと思うから。

				　もしもリューシュが裏切っていても、リティアの心だけはちゃんと伝えたいとおもった、から。

				　そんなリティアの態度にリューシュは笑みを浮かべて、頭を撫でてくれる。

				　そして、リューシュが耳元で囁く。

				「リティア、『お願い』はどうやってするんだったか覚えてるよな」

				「……うん」

				　こくんっと頷くと、リューシュが離れてくれた。

				　両手が自由になる。

				　ふらふらと立ち上がると、ゆっくり法衣を脱ぎ捨てて、裸になる。

				　いつもどおり、手を後ろに回して、全部見えるようにした。

				　皆が見ている前で服を脱ぐなんて恥ずかしすぎる。

				「おねがい、リティアに、リューシュの、おチ◯ポ、受け入れさせて、ほしい」

				「ああ、良いぞ。リティア」

				「うん、見ていてあげるね」

				　横たわったリューシュの身体を跨ぐ。

				　大きく足を開かないとならないので恥ずかしい。

				　大きく勃起したおチ◯ポをゆっくりとつかむ。

				　そして、ゆっくりと腰を下ろしていく。

				　あと一息で、おチ◯ポがア◯ルに入る。

				　そんな高さで一度動きを止めた。

				　大きく深呼吸をする。

				「リューシュ、あい、してる……」

				「……っ！　リティア!?」

				　リューシュが反応する前に一気に腰を下ろした。

				　十分にほぐれていてもそこへチ◯ポを受け入れるのには激痛が走る。

				　つぅ……っとリューシュのチ◯ポに伝う、鮮血。

				　リティアは、自分から、リューシュに処女を、捧げた。

				「あ、がぁぁぁぁぁっ!!」

				　つぅーっと目から涙が溢れる。

				　灼熱の杭で身体を貫かれてしまったかのよう。

				　もうぴくりとも動くことはできそうにない。

				「リティア！　な、なんでっ！　聖女じゃなくなっちゃうのに！」

				「リティア、そこまでして、聖女の義務を果たそうとしているの……？」

				　キューフも、フィーニスも、皆慌てている。

				　でも、ルシアだけは落ち着いて見ていた。

				　ものすごく不機嫌そうだったけれど。

				　彼女は知っているのだろう。

                                			

	








			
				　人間の『聖女』は通常、魔族に強姦などされれば力を失う。

				　でも、互いに愛しあい、結ばれた場合は違う。

				『聖女』のまま、処女を散らすことができるのだ。

				　そうでなければ、『神殿』で恋愛の自由など許されていないだろう。

				　リティアは、リューシュを試したのだ。

				　そして、リティアは、力を、失っていない。

				　本当に、リティアは、リューシュの大切な人に、なれていた。

				　それが嬉しい。歓喜のあまり涙が溢れ出していく。

				「だい、じょう、ぶ。リティア、まだ、『聖女』、だから……愛しあう人と、結ばれた、から。リューシュの心がほんとうだから、リティアはもう、リューシュの、もの」

				「……痛みは、消さないのか？」

				　動揺していたのはリューシュも、らしい。

				　にこ、と笑みを浮かべてみせた。

				「消したく、ない。この、痛み……」

				　初めて愛しい人と結ばれた痛み。

				　しっかりと魂にまで刻みこみたかった。

				「……やられたよ、リティア」

				　苦笑するリューシュ。

				　身体を起こした彼に支えられ、キスをする。

				　それだけで激痛も気にならないほど、リティアは今までにない幸せで心が満たされていた。

				　自分から積極的に舌を絡ませてリューシュを求めていく。

				　処女を失ったばかりのマ◯コではリューシュのチ◯ポをすべて受け入れてあげられないのが、残念。屋外で裸になっているということも、それをルシアたちに見られているということも気にならなかった。

				「リティア、愛してるぞ」

				「はぁ、リューシュ。うんっ！　ちゅ。リティアも、リューシュが、すき！　あい、してる。んっ。すきぃ……」

				　彼の名前を呼んで、好きだ、と何回も告げる。

				　心の奥から溢れ出してくる感情のままに甘えるリティアを、リューシュは優しく抱き寄せて頭を撫でてくれる。

				　舌が絡みあうだけで蕩けるくらいに気持ち、良い。

				　このまま、リューシュと幸せなセックスをして終わることができたのならどれほど良かったか。

				　でも、リティアが幸せを感じることを許されたのはここまで、だった。

				「リティア、リューシュさまは許すでしょうけれど、わたしは許しませんよ？　リューシュさまを試したこと」

				　幸せな痛みに身を任せていたリティアの耳に届く、ルシアの冷たい声。

				　その怒りの感情を感じたリティアは、びくんっと身体を震わせてしまう。

				　恐る恐る、ルシアへと視線を向けた。

				「そうだよ！　勝手に処女を捧げて、そんなに幸せそうにして……ズルイっ!!」

				「……私も今回のことは許せませんね。リティア。確かに愛し合う人と結ばれた時、人間でも『聖女』の力は永久に続く、と言われてます。でも、魔族と結ばれた聖女の前例なんてありませんでしたよね!?」

				「そうよ。これでもし、ご主人様にもしものことがあれば、アタシ、自分を保てるかわからないわ」

				　怒りの感情を露わにしていたのは、キューフとベルカナ、フィーニスも一緒、だった。

				　確かに、今回、リティアが勝手に処女を捧げてしまった。

				　処女膜検査、なんて『神殿』で行われることはないけれど、リューシュはもっと別な形でリティアの処女を奪いたかったのかもしれない。

				「確かに、今回、勝手に動いた罰は受けてもらおうか、リティア。そうしないと、ルシアたちはこれから俺とリティアが愛しあうことを受け入れられないだろうからな」

				　リティアの白髪を撫でながらリューシュが耳元で囁く。

				　リューシュはリティアの命を助けてくれて、無価値だと思っていたリティアに価値があるとずっと言ってくれていた。

				　彼を信じられず、試すようなことをしたのは、怖がりな、リティアだ。

				「……うん。ごめん、リューシュ。罰、受ける。その、どうすれば、いい？」

				「実はもう、リティアにどんな罰を受けてもらうか決めてあるんだ。お兄ちゃん、一旦横になってちょうだい。リティアはそのままお兄ちゃんの上でおチ◯ポを飲み込んでいてね」

				「ああ、リティア、がんばれよ」

				　キューフの言葉に、リティアはどんなことをされてしまうのだろう、と不安に思う。

				　リューシュの体温が離れて心細くなる。

				　そんなリティアの白髪の先端をルシアが握った。

				　何を……と疑問に思うまもなく、リティアの神力があっという間にルシアに掌握されてしまう。

				　以前、リューシュがリティアの暴走を抑えてくれたのと同じやり方。

				　そして……。

				「ふふ、ちゃんとリティアの魂は神力を生み出しているのですね。よかったです。確かにまだ『聖女』ですから。でも、今からリティアには、わたしたちがリューシュさまを喜ばせるための道具に、なってもらいますよ？」

				「ル、シア……？　な、なにっ!?　こ、これっ、や、やめてっ……！」

				　下腹部から伝わってくる破瓜の痛みが急速に消えていく。

				　ルシアの手で治癒術が発動し、癒やされてしまっているのがわかった。

				　最後まで痛みを感じていたかったリティアは首を左右に振って拒絶する。

				「止めませんよ？　これは、罰、なのですから。キューフ、ベルカナ、フィーニス、もう大丈夫ですよ。リティアは治癒術で癒やしてあげられます」

				「うん！　ありがと、ルシア。……リティア、ボクも怒ってるんだからね？」

				「キュ、キューフ……？、ひぃっ！　あぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　キューフが、にこやかに笑みを浮かべていることに……ぞくっと身体が震えた。

				　次の瞬間、キューフの空色のツインテールを束ねている、ピンク色のリボンがリティアの身体に巻き付き、締めあげてくる。

				　両手は後ろ手に縛り上げられ、両足はフトモモと足首がくっつくように縛られてしまう。

				　さらに、薄い胸を少しでも強調させようとするようにリボンが身体を締め上げてくる。

				「あぁっ！　んぁっ！　あぁあぁぁぁっ!!」

				「お兄ちゃん、リティアの身体は気持ち良いよね？」

				「ああ、こう、くるか。くっ、リティアのマ◯コが締めあげてくる、な」

				　そして、クリ◯リスをむき出しにされて、敏感な乳首と一緒にリボン結びで結わえられてしまった。

				　キューフが遠慮無く締め上げる度に伝わってくる、リューシュの優しい愛撫とは全く異なる暴力的で一方的な快感にびくんっと身体を震わせてしまう。

				　痛くて苦しいはずなのに、癒やしの力が痛みを消しているのか快感だけしか感じない。

				「良かった。リティア、いつもボクたちに言ってたよね。『自分は使い捨ての道具だ』って。今日はその言葉どおりに使ってあげるね。お兄ちゃんを喜ばせる、『神殿』の道具、として……」

				「キューフっ、や、やめっ……。やめてっ！　あっ、あぁぁぁぁっ!!　あぐっ！　ふぁっ！　あぁぁっ！」

				　キューフは、リューシュのオチ◯ポを飲み込んだままのリティアの身体を、リボンを制御して上下に動かしていく。

				　まだ、リューシュの大きなチ◯ポに慣れていないリティア。

				　子宮口を突き上げられてしまうほど貫かれてしまうのは快感とともに苦しさも伴う。

				　それなのに、キューフは遠慮してくれない。

				「ふぁっ！　あぁ、あぁぁぁっ！　こんな、の。や、ぁっ！　あぁっ！　やめ、ぇぇぇっ！」

				「何言ってるの、リティア。大好きなリューシュのオチ◯ポをおマ◯コで飲み込んで気持よくさせてあげてるんだよ？　嬉しいでしょ？」

				「違う、こんなの、ちが、あぁぁっ！　あぁぁぁぁっ！」

				　キューフの翠眼に宿っているのは、明らかに嫉妬で。

				　もっとじっくり、ゆっくり、リューシュを感じたいのに、キューフはそれを許してくれない。

				　ごつんっ、ごつんっとリティアの子宮口におチ◯ポが当たってしまうたび、目の前がチカチカする。気持ちいいのに、リューシュのオチ◯ポは、確かに気持ちいいのに、こんな形で快楽を与えられてしまうのはリティアの望みではなくて。

				「えっと、こういうのなんて言うんだっけ？　あ、思い出した。オナホール、だ。リティア、お兄ちゃんのオナホになっちゃってるよ？」

				「……っ！　いわな、あぁぁっ！　キューフ、そんな、こと、言わないでぇっ！」

				「お兄ちゃん、聖女の肉オナホ、だよ。いっぱい楽しんでね」

				　キューフの言葉で虐められて、きゅぅっと膣を締めあげてしまう。

				　リューシュのオチ◯ポをはっきりと感じられるのは嬉しいはずなのに、違う。

				　今までみたいにリューシュが辱めながらもリティアを大切に扱ってくれるなら、どんなことでも喜んで受けいれる覚悟はあった。

				　でも、こんな、モノ扱いされるなんて、嫌。

				　涙が溢れてくる。

				「リティア、嫌がっている割にはおマ◯コからどんどん愛液を溢れさせてるじゃない。ほら、もっと膣を締めあげられるようにしてあげるわ。遠慮しなくていいのよね、ルシア」

				「大丈夫ですよ。フィーニス。わたしがちゃんと管理してますから少しくらい怪我しても癒せます。ただ、やけどは痕が残る可能性があるので……」

				「わかってるわ。ご主人様のお気に入りのリティアに傷を残したら、今度はアタシがご主人様にお仕置きされちゃう」

				「あぁっ、フィーニス……？　な、に……。きゃぁっ！　ああぁぁぁっ！」

				「うぉっ……！」

				　敏感になっている肌に感じる、熱。

				　身体のあちこちに熱の塊を落とされてしまっている。

				　痛みはすぐに消えるけれど、熱を感じる度に身体に力が入って膣を締め上げていく。

				「なんだか、リティアの悲鳴を聞いて、ぞくってしちゃった。リューシュがリティアに意地悪したくなる気持ちがわかった気がするわ」

				「じゃあ、私もリティアを虐めてあげましょうか。そうすれば、もっとリューシュが喜んでくれますよね？」

				「あぁ、やぁ、ベル、カナ。や、やめ……！　あひっ、あはははっ！　ふぁっ！　はっ！　あははっ！」

				　ベルカナは羽箒を取り出すと無防備な足裏を擽ってくる。

				　どうしても笑ってしまい、息が絞り出される。

				　苦しいのに、おチ◯ポで突き上げられて気持よくて。

				　どうにかなってしまいそう。

				　もっとちゃんと自分の意志で、リューシュを気持ちよくさせたいのに。

				　皆、リティアをリューシュにご奉仕するための道具としてしか見ていない。

				　こんなの、いや。

				「リティア、エッチだよね。皆に虐められてるのにおマ◯コ、洪水みたいに蜜を溢れさせちゃって。乳首もクリ◯リスもすっかり勃起させちゃって……。今、リティアを虐めてるのはボクたちなのにね。誰でも良いの？　リティア」

				「やぁ、リューシュが、いい！　リューシュが、いいっ！　こんなの、やぁっ！」

				「そうだよね。お兄ちゃんに気持よくしてもらうほうが良いよね？　でも今はだめ。リティアは、ボクたちがお兄ちゃんを喜ばせるためのオナホールなんだから。ほら、もっと気持ちよさそうな声をだして、お兄ちゃんを喜ばせてよ」

				「そうですよ。ほら、もっとくすぐってあげますから」

				「そうよ。ほら、もっと熱くしてあげるわ！」

				「ああぁぁぁぁぁっ！　ふやぁっ、やぁぁぁぁぁっ!!　はぁっ！　あはぁぁっ！」

				　乳首とクリ◯リスを縛るリボンが強くこすられる強烈な快感に背中を仰け反らせながら悲鳴を上げてしまう。

				　追い打ちをかけるように、背中に撃ち込まれる熱、そしてくすぐられて息が絞り出されてしまう。

				　そんな状態なのに、キューフはリティアの身体を動かすのをやめてくれない。

				「どうですか？　価値が無い道具としてのセックスは。いつもリティアが言っていることはこういうことなのですよ？　この状態が、リティアの望み、なのですよね？」

				　今ここに、リティアの意志が入り込む余地が無い。

				　好きな人に、自分の意志を伝えられない。

				　これが、今までの、リティアの生き方……？

				　こんなの……！

				「ふぁ、ふやぁ！　ちが、うっ！　リ、リティア、いや！　道具、いやぁ！　こんなの、あぁぁっ、いや、ぁあぁぁぁっ！　許し、許してっ！　キューフ、ベルカナ、フィーニス、ルシア、許して！　リティアを、許してぇっ！」

				　激しく頭を左右に振って否定する。

				　それと同時に感じていた。

				　リューシュにとってリティアは、本当に価値が有るものとして扱ってくれていたのだと。

				「だめ、だよ。まだ、お兄ちゃんが射精してないもん。リティアのおマ◯コの締め付けが足りないんじゃないかな？　役立たずの道具だよね。ねえ、リティア、知ってる？　首を締められて死にそうになるとおマ◯コキュゥってしまってすっごく気持ちいいんだって……」

				「え……、な、なに……？　ん、ぐっ……！」

				　キューフのリボンが首に巻き付いて……、締めあげてくる。

				　暴れようとしてもキューフのリボンの力には抗えない。

				　不意に、腰に手が充てられるのを感じた。

				　そして、突き上げる動きも、変わる。

				「…………っ！」

				　苦しくて意識がもうろうとする中で、はっきりと感じられるリューシュのチ◯ポの動き。

				　今までと違って、角度を変え、リティアを喜ばせようとさせながら子宮口を突き上げてくれる。

				　それは、強烈な快感をリティアの頭のなかに叩き込んでくる。

				　何か言えているのかわからない。

				　そして、リティアの中に注ぎ込まれる熱いもの。

				　リティアの子宮がそれを浴びて悦び、痙攣する。

				　それは、今までに味わったことのないアクメとして全身を貫いて……、そのまま意識は闇へと飲み込まれてしまった。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

				

				「…………！　やぁっ、お兄ちゃん、ごめんな、ぁぁ！」

				「ご主人様、ゆるし、ひぃぃっ！」

				「私のおしり、こわれちゃ……あぁぁぁっ！」

				「ごめんなさいっ！　リューシュさまぁっ！　調子に乗ってすみませんっ！　んはぁぁぁ!!」

				　耳に届く甘い声とぬくもりを感じて目を覚ました。

				「ん……？」

				「気付いたか？　リティア」

				「う、ん」

				　目の前にリューシュの顔があって、心臓が跳ねた。

				　ドキドキすると頬がどうしても熱くなってしまう。

				　やっぱり、恥ずかしいものは恥ずかしい。

				　リューシュが抱きしめていてくれたらしい。

				「よく頑張ったな、リティア」

				「リューシュ、あの、あれは……？」

				「罰とはいえ流石にやり過ぎだ。そのお仕置きだな。リティアへの嫉妬もわからないでもないけどな」

				　気がつけばリューシュが作ったのかリティアたちはテントの中にいた。

				　そして、分身と思われるリューシュに虐められているルシアたち。

				　キューフは胸を縄で縛り上げられて吊るされて、犯されてるみたい。

				　ベルカナはア◯ルを太いチ◯ポで虐められて、フィーニスは背中を鞭で打たれながら触手に犯されてる。

				　そして、ルシアは両手両足を縛り上げられて、羽で全身を撫でられてる。

				　でも、お仕置きされているのになんだか嬉しそうに見えるのは気のせいだろうか。

				　……それより、リューシュにいうことがあった。

                                			

	
















			
				「……リューシュ、その、ごめん、なさい。リューシュはちゃんと、リティアに、価値を、みてくれてたのに、価値がない、って、言って。それと、最後、ありが、と。リューシュが、動いてくれて、すごく、その、きもち、よかった」

				「そうだな。リティアは、価値の無い道具じゃない。オナホリティアは、あれはあれで気持ちよかったが……やっぱり、物足りなくてな。最後は愛する人としてのリティアが欲しくてな。自分で動いたんだよ」

				「……リューシュ、やっぱり、好き」

				　自分からリューシュへとキスをする。

				　今のリューシュの言葉は、すごく嬉しかった。

				　リティアは、もう、不要物じゃない。

				　リューシュが必要としてくれる。

				　だから、リューシュのために生きてみたい。

				　そう、思えるようになった。

				　もしかしたら、予め全部、リューシュが仕組んでいたことなのかもしれない。

				　でも、それも、きっとリティアのためなんだと、思う。

				「ああ、俺もだ。でも、リティアがまた自分を粗末に扱うようなことがあれば、ルシアたちにお仕置きしてもらうからな」

				「……リティア、自分、大切に、する」

				　もう一度、あのお仕置きをされてしまうと考えるだけで、ぶるぶると身体が震える。

				　あんな、道具みたいに扱われるなんて、二度とされたくない。

				　でも、リューシュの命が危ない時には。

				　その時くらいは、リティアの命をかけても、いいよね……？

				「ああ、俺もリティアを大切にしてやるからな」

				「……うん。その、もう一度、今度はちゃんと抱いて、ほしい」

				「良いぞ。今度はちゃんと最初から最後までリティアを愛してやるからな。またおねだりしてくれるか？」

				　そんな思いを胸に隠して、リティアは改めてリューシュを求めた。

				　破瓜の痛みはもう味わえないけれど、今度はちゃんと、リューシュの意志を感じながら結ばれたいと思う。

				　改めておねだりするとなると恥ずかしさがこみ上げてきて、ふるっと身体が震える。

				　でも、リティアはゆっくりとリューシュの腕を抜けだして立ち上がった。

				　とろ……と赤と白の混じった液体が、フトモモから垂れてしまう。

				「リューシュ、お願い。リティアを、愛して。孕ませて、ほしい」

				　おマ◯コを指で広げながら、おねだりする。

				　恥ずかしさにふるふると震えながらもしっかりとリューシュの顔を見つめた。

				「気が早いな。だがそうだな。ちゃんと孕むまで何度も犯してやるよ」

				　そして、この日、翌朝になるまでリティアたちはリューシュの与えてくれる快楽に溺れ、子宮がいっぱいになるまで精液を注ぎ込んでもらったのだった。

				《続く》

                                                			

	
			
				あとがき

				

				　本書を手にして頂きありがとうございます。

				　初めて読んでくださっている方、はじめまして。

				　ＷＥＢ版から応援してくださっている方、ありがとうございます。お陰様で本作品をこのような形で世に送り出すことができました。

				　あるいは他社より出版している書籍にてお会いしている方もいらっしゃるでしょう。

				『俺が聖女たちを奴隷にしながら魔王を目指す話』作者の黒水蛇と申します。

				

				　本作品の主人公は低位の魔族であり強くありません。むしろ弱いです。

				　一般人にとっては脅威ですが、ゲームの序盤に出てくるパンチ一発で倒せるような雑魚モンスターみたいなものですね。

				　そのため逃げますし、隠れますし、人質を取るような卑怯な手段もバンバン使います。正々堂々なんて言葉は存在していません。

				　ですが、弱いからこそ他の魔族にはない優しさを持ってもいます。

				　そんな主人公が本来の実力では決して勝てない気高く美しい聖女達を知恵と工夫で（性的に）倒し、説得（？）し、仲間を増やしていく話となっております。下剋上バンザイ。

				　元魔王であり、過去には強大な力を持っていたという堕ちた竜族、ルシア。

				　天使のような大きな翼を持つ天翼族出身のフィーニス。

				　そして、白い髪と銀色の瞳が印象的な人間の聖女、リティア。

				　それぞれのヒロインの魅力を引き出せるよう、精一杯書かせて頂きました。皆様に可愛がって頂ければ幸いです。

				

				　オルギスノベルからの出版にお声をかけてくださった担当者Ｓ様。

				　毎回美麗なイラストを書いてくださる誉様。本当に感謝しております。

				　それでは次巻をお届けできることを祈りつつ、お別れとさせていただきます。

				　最後に。ここまで読んでくださり、本当にありがとうございました。
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